
    
      
        
      
    

  
































フェアリーテイル・クロニクル




～空気読まない異世界ライフ～ 19








埴輪星人





ＭＦブックス









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　目次









【邪神編】

第三二話

第三三話

第三四話

第三五話

第三六話

第三七話

こぼれ話　ユリウスとエレーナ

閑話　日本にて






[image: ]






邪神編　第三二話






「インスタントラーメン工場も一応軌道に乗りそうやし、とりあえず、今日あたりからマルクトのダンジョンとか秘境とか巡りたいんやけど、どない？」

　新製品も完成し、ようやくインスタントラーメン関連のごたごたも一応のケリがついたその翌日。

　朝食を食べながら宏ひろしがそう切り出す。

「いいんじゃないかな？」

「俺らは基本的に、特に用事はないしな」

　宏の希望に、春はる菜なと達たつ也やが同意する。

「ん。そろそろ神器の素材集め再開したほうがいい」

「急せかされてるわけじゃないっていっても、放置しすぎ、って気もするしねえ」

　いい加減寄り道がすぎたからか、澪みおと真ま琴ことも全面的に賛成のようだ。

　自分達が原因の一端を担ったとはいえ、インスタントラーメン関係でずいぶん手を取られてしまっている。

　一年の終わりも近づいており、さすがにそろそろ動いたほうがいいのではと思っていたところである。

「というか、師匠。現状で神器って、どの程度完成してる？」

「あ～、そういえば進しん捗ちょく状況の説明、忘れとったなあ。神器として完成しとるんは僕の鎧よろいと斧おの、真琴さんの刀、それから兄貴の杖つえやな」

「俺の杖も完成してたのか……」

「まあ、完成したん、昨日の晩やねんけどな。コア素材自体、春菜さん絡みのことで神の城でいろいろやっとったら、たまたまできただけやし」

　そう言って、達也に先端が花の蕾つぼみのような形状になった杖を渡す宏。

　それを受け取って、少し渋い顔をする達也。

　使えるかどうかで言えば使えるが、一筋縄ではいかなそうな気配がビンビンに伝わってくる。

「えっと、達也さんの杖が完成したってことは、あとは私のレイピアと澪ちゃんの弓、短剣、それから宏君以外の鎧に全員の神衣、でいいんだっけ？」

「せやな。ぶっちゃけ、服はとうに神衣ちゅうてええ状態になっとるんやけど、もうちょい安定させたいとこやし」

　春菜の確認に頷うなずきつつ、宏がそう補足する。

　女神の血肉で作った染料を使っている時点で、霊布の服は神衣と呼べなくもないものに仕上がっている。

　が、あくまでもそう呼べなくもない、というだけで、現状ではその力を十全に発揮できるようにはなっていないのだ。

「で、具体的にはどこから回るつもり？」

「まずは、マルクトとガストールの国境がほんのちょろっと接しとる、このあたりにあるダンジョンやな」

　真琴の問いかけに、地図上のとある一点を指さしながら答える宏。

　その地域はマルクト、ウォルディス、ガストールの大国三国に囲まれ、あたかも緩衝地帯のように細かい国が多数存在する、ややこしい地域である。

「へえ、こんなところに神器の素材になるようなものが出るダンジョンがあるんだ」

「ねえ、宏。あんたよくこんなところのダンジョン知ってたわね？」

「昨日ローリエとかアルチェムの手ぇ借りて世界樹チェックかましてな。正直それやってへんかったら、こんな微妙なところにあるダンジョンなんか、一生存在すら知らんかったやろな」

「確かにそうでしょうね。ってか、それってこの城作ってなきゃ、下手したら永久に分からなかったかもしれないってこと？」

「ぶっちゃけ、神衣は作るん諦めとったやろな」

　あまりに微妙な位置にあるダンジョンに、そんな会話をする宏達。

「で、まずはこの中から、ここを探ろうかと思ってんねんわ」

「別にどこから回ってもいいんだが、ヒロがわざわざ指定するんだから、何か根拠あるんだろう？　このダンジョンがどういうところか、情報はあるのか？」

「まあ一応は。世界樹からサルベージした情報やから、最新版やないっちゅう意味でちょっと精度的には怪しいんが難点やけど、大体は拾えとる」

「その世界樹の情報だと、どんな感じだ？」

「採れる素材とかモンスターの性質とかを一言で言うたら、繊維ダンジョンっちゅう感じやな」

　『繊維ダンジョン』の一言で、大体のところを察する達也達。ある意味では非常に分かりやすい。

「特殊能力的な意味で厄介なのが多そうな感じね」

「ん。あの手のモンスターが仕掛ける罠わなは、すごく探知しづらい」

　繊維という単語から真っ先に蜘く蛛もや芋虫、一部の植物系モンスターを思い浮かべ、どことなくうんざりした表情でそんなコメントをする真琴と澪。

　攻撃力や防御力などのスペック的なものだけを見るなら、はっきり言って虫系や植物系のモンスターは大多数が大したことはない。オルテム村のダンジョンでボスとして戦ったイビルエントのような例外もいるが、基本的に戦い方さえ心得ていれば、ある程度の実力者なら割と簡単に倒せる。

　問題なのは、その手のモンスターは一定以上のランクになると、どいつもこいつも確実に妙な特殊能力を持ち、高確率で弱点属性以外に対して高い耐性を身につけ、挙句の果てに初見で対応するには難しい非常に厄介な動き方をしてくることだ。

　かつてスペック的には割と楽勝であるはずの蜘蛛型ボス・ピアラノークに春菜がやられかけたことや、オルテム村のダンジョンで宏以外が中ボスにやたら苦労したことなどは、そのあたりの虫系や植物系モンスターの厄介さを示す典型的な事例だと言えよう。

「それで、そのダンジョンはどれぐらいの強さのが出てくるんだ？」

「せやなあ。単に食らうダメージだけで判断するんやったら、多分今の装備やとかすり傷一つ食らわんとは思うわ。ただ、ダメージなくても窒息とか餓が死しとかで死ぬんまでは防ぎきれんからなあ……」

「そこらへんは、どうにもならねえからなあ……」

　防具全般の弱点や限界に言及する宏に、苦笑しながら頷く達也。

　実際のところ、単純な防具の防御力では防げないダメージや死亡原因は意外とある。たとえばダメージで言えば関節技のダメージなどがその典型例で、この手の攻撃に関しては対応する特殊効果がついている防具でない限り、防具の防御力は何の意味も持たない。

　宏製の装備は大概の攻撃に対応できるようエンチャントや特殊効果が組み込まれているが、さすがに酸欠による窒息死や餓死まで完全に防ぐ手段はない。酸欠は完全に隙間なく土の中にでも埋まらない限りはある程度どうにかなるにしても、餓死に関しては本気でどうにもならない。

　もっともそもそもの話、エンチャントで餓死を防げるのであれば、食料問題など起こるわけがないので当然ではあるが。

　なお、宏と春菜に関しては、邪神一派の三幹部にリベンジを挑んだ時点で存在的には完全に神として定着しているため、酸素がなかろうが億トン単位の重量をかけられようが一億年ぐらい兵糧攻めをされようが、もはやそんなことで死ぬなどありえない。

「で、ボス以外で一番ヤバそうなのって何が出てくるか、具体的に分かってるの？」

「サルベージできた情報で言うたら、いっちゃんヤバいんは多分、アラクネクイーンやと思うわ」

「……それは確かに、二重の意味で厄介ね……」

　真琴に問われて、個人的に一番厄介であろうと思われるモンスターの名を口にする宏。

　宏の回答を聞き、渋い顔で納得したように頷く真琴。

　真琴が渋い顔をするのも当然で、アラクネクイーンはその名が示すとおり、女性型モンスターとしての側面を持つ。具体的な外見としては、ヒューマン種女性と変わらぬ見た目・形状の上半身が、巨大な蜘蛛の頭部にあたる位置から生えている。

　女性恐怖症を公言する宏にとって、たとえ女性を感じるかどうか微妙な外見であったところで、恐ろしくて敵対したくない存在なのは間違いない。

　また、女性の外見云うん々ぬんを横に置いてモンスターとして純粋に評価した場合でも、その身体構造ゆえに蜘蛛の機動特性と道具を使うという人型の最も厄介な能力を同時に発揮してくる、非常にやりづらい敵と評価するしかない。

　アズマ工房にとっては、真琴が言うように二重の意味で厄介なモンスターなのだ。

「そういえば、アラクネって人間系の種族としても普通にいなかったっけ？」

「ああ、確かいるはずだ。ただ、禁書庫で得た知識だと、そっちのアラクネはモンスターとの区別で、アルケニーと呼ばれるようになってたはずだぞ」

「へえ、そうなのね」

「ああ。そもそもモンスターとしてのアラクネ系自体、アンデッドのヴァンパイアみたいに大量の瘴しょう気きで変異したアルケニーが、そのままモンスターとして繁殖するようになったのが始まりってことだからな。因ちなみに禁書庫情報だと、結構そういう種族はいるみたいだ」

「元になっちゃった種族の人達も、大変ねえ……」

　この世界特有の、なんとなくしょっぱい話を語り合う真琴と達也。

　こういう要素はどうしても種族差別や排斥運動につながってくるのだが、実際にモンスター化してしまい無視できぬ程度には被害を出しているところが難儀である。

「達たつ兄にい、真琴姉。そのあたりの情勢的な話はいったん置いといて、ダンジョンの話」

「そうね。工房で積極的に雇うとかぐらいしかできないことは置いといて、まずはダンジョンの話ね」

「アラクネクイーンが一番厄介そうだってことは分かったが、他に女性型のモンスターはいないのか？」

「女の姿した人型モンスターは、マンドレイクの亜種としてそんなんが出てくるだけらしいわ。こいつもはっきりマンドレイクっちゅうとったから、アルラウネとは別もんなんやろうなあ」

「アルラウネは人間系の種族だからな。そりゃ別だろうよ」

　脱線しかかったところを珍しく澪に窘たしなめられ、話を軌道修正しようとする一同。それでも再びダンジョンに出てくるモンスターの、それも女性型の話に戻る。

　とはいっても、そういうモンスターは言うほど種類が多くない。

　というのも、一般的なファンタジー作品ではモンスター扱いされているものの大半が、この世界では人間系種族だったりするのだ。せいぜいアラクネやサキュバス、ラミア、ウェアウルフなどのように、過去に一部の部族が大量の瘴気を浴びてモンスター化した種族がいる程度である。

「マンドレイクの亜種としてそういうのがいる、ってことは、即死対策が必要か」

「まあ、生存確保の札があるから、出合いがしらに死ぬ、っちゅうんは大丈夫やろ。そもそもマンドレイクやっちゅうんやったら、もしかしたらひっこ抜くまでは自立歩行とかせえへんかもしれんしな」

　達也の疑問に、宏が予想できる範囲で答える。

　実のところ、マンドレイクの特殊能力である死の叫びに関しては、引っこ抜いた瞬間に叫ぶ場合、つまり普通の素材として回収しようとした場合に限り、完璧な対処方法がある。

　それは何かというと、辺り一帯に熟練度五十以上の範囲系沈黙魔法・サイレンス、もしくは沈黙の呪歌をかけた上で、中級以上の採取スキルを持つ人間がひっこ抜けば、叫び声を完全に封じることができるのだ。

　この場合の注意点としては、採取に来ている人間も魔法が使えなくなることと、サイレンスの場合は採取する人間がレジストして効果を打ち消してしまってはいけないことがあげられる。

　なお、死の叫びを完全に封じたとしても、マンドレイク自体が中級ぐらいの強さを持つモンスターなので、引っこ抜いてすぐに処理をしないと、魔法が使えない状態で戦闘になってしまう。

　そのあたりは職人の手際がものをいう要素であろう。

「……ねえ、宏君、達也さん」

「なんや？」

「どうした、春菜？」

「ちょっと何かが引っ掛かってるんだけど、そのマンドレイク亜種って、問題になるのは死の叫びだけなのかな？」

「マンドレイク自体は、厄介なんは他には根っことか葉っぱ、周りの植物使ってホールドしにくる特殊攻撃ぐらいやけど……」

「いや、そういう方向じゃなくて、こう、女性型ってところで何か見落としてる気がするんだけど……」

　春菜が真剣な顔で懸念を伝えてくる。その真剣さを受け、宏と達也が様々な角度から見落としていそうなことを検討しようと口を開きかける。

　その言葉が形になる前に、なんと澪が春菜の懸念の答えになりそうなことを言い出した。

「ねえ、師匠、春はる姉ねえ。女性型のマンドレイクなんて男の人がひっこ抜いたら、社会的・精神的な死亡リスクが半端ない」

「……あっ」

　澪の、ある意味盲点を突いた意見に、思わず小さく声を上げる春菜。そのまま少しばかりその情景を想像してみる。

「……ごめん。どう言い訳しても弁明できそうな気がしないぐらい、犯罪っぽいビジュアルしか想像できないよ……」

「……安心し。僕自身どう考えても犯罪者にしか見えん図以外想像できん」

　女性型のマンドレイクを引っこ抜いて素材だヒャッハーしている宏の姿を想像し、渋い顔でそう告げる春菜。宏も同じぐらい渋い、そのうえ過剰に怯おびえた表情を浮かべて同意する。

　外見を幼女から大人の女性、グラビアアイドル体型からガチの幼児体型、さらにはサイズを人間大から手のひらサイズまでいろいろバリエーションを変えて想像してみたが、どれ一つとして、通報されずに済みそうなビジュアルにはならなかったのだ。

「どうする？　素材としては諦めるか？」

「澪の腕じゃ無理なの？　……って自分で聞こうとしておいてなんだけど、澪の場合もどういうわけか宏がやるのと同じぐらい犯罪くさいビジュアルしか思い浮かばないのよね……」

「ん、ボクもそんな気がしてる」

「いや、あんたは否定しなさいよ……。一応外見だけはすごい美少女なんだからさ……」

　達也の意見に対し代替案を出そうとして、澪がひっこ抜いたところで結局問題が解決しないことに気がついてしまう真琴。

　これはやはり、澪の全身からにじみ出る、形容しがたいダメ人間オーラのなせる技だろう。

　恐らく将来的には、勝てはしないまでも春菜と勝負できるようになるであろうぐらいには美少女になってきている澪。だというのに日頃の言動や醸し出すオーラが全て台無しにしている。

　この無駄になっている外見を活かすには、やはりそういうオーラがまぎれるタイプのコスプレでもさせるしかないか、などとそれかけた思考を力技で戻し、もう一つ確認しておくことにする真琴。

「春菜だと、マンドレイクは無理？」

「多分、まだ無理やろうな」

「うん、無理だと思う」

「そっか。春菜ならビジュアル的にも雰囲気的にも許容範囲だと思ったんだけど……」

　宏と春菜の回答を聞き、実に残念そうにする真琴。同じことをしても春菜なら大丈夫な気がするあたり、澪のヒロイン的な要素の欠如ぶりは結構深刻である。

「結局、どないしても必要な素材にでもならん限りは、完全スルーが一番無難そうやな」

「そうだね。正直、加工するときもものすごくいかがわしいというか、見た目が犯罪者くさくなるというか、そんな風になりそうな気がするし……」

「ん。それに、引っこ抜いたときに痴漢とか変質者とか言われたら、いろんな意味でリカバリー不可能」

　宏としては珍しい、素材を完全スルーするという非常に貴重な判断に、春菜と澪も他に起こりそうな問題をあげて同意する。

「どうしても採取する必要がある、ってときはどうする？」

「その時は、ボクが抜く。ビジュアル的にもダメージ的にも、男である師匠がやるより、はるかにまし」

「そうか。だったらその方針で、だな。あとはどんなモンスターが出てくる？」

「芋虫系とその成虫よろず、っちゅう感じやな。普通に蝶ちょうとか蛾がとか甲虫とかのデカイやつや」

　どうにもならない類たぐいの話を切り上げ、他のモンスターについて確認を取る達也。

　その質問に対し、あとは問題になりそうなものは出てこないことを告げる宏。

　癖があるようなないような、微妙なダンジョンである。

「ねえ、宏。芋虫がいっぱいいるんだったら、蝶とか蛾とかの胴体部分がヒューマン種の女の子になったようなのは出てこないの？」

「そういうんはおらんみたいやな。ただ、種類に関係なく一律繭まゆになりおるみたいやから、それ回収しとけば糸は集まるでな」

「なるほどね。だったら、ボスが巨大なアラクネとかマンドレイク亜種とか、もしくは普通サイズだけど色気全開でやたら女の武器使って迫ってくる系とか、その類でない限りは問題なしってわけね」

「せやな。ダンジョンが変化してへんかったら、多分大丈夫そうや」

　とりあえず、世界樹からサルベージできた情報を一通り確認し、そう結論を出す宏と真琴。他のメンバーも異論はなさそうである。

「あっ、そういえば……」

「どないしたん、春菜さん？　なんぞ気になることでもあるん？」

「今回のとは直接関係ないんだけど、タイミングがなくて言い忘れてたことがあるんだ」

「言い忘れてたこと？」

「うん。ちょうど宏君と真琴さんの話にも出てた、蝶とか蛾とかの胴体がヒューマン種、っていう種族なんだけど……」

　春菜が唐突に口にした、宏の天敵になりうる種族。今回はモンスターとしてのその手の種族に出番はなさそうなのだが、それゆえになぜ春菜が今そのことに言及するのかが分からない。

「チーム芋虫ラーちゃん達の中に繭になった子が結構いるんだけど、そのうちいくつかがそっち方面に進化しそうなんだ」

「はあ!?」

「ちょっと未来を覗のぞいてみた感じだと、多分、生物学的な意味で新しい種族になるんじゃないかな」

　春菜の言葉に、なんとなく渋い顔をしてしまう宏。

　いずれはこの城をコアとしたこの世界にも独自の生物が生まれ、独自の生態系を形成して発展していくのは間違いないが、そのスタートがチーム芋虫の突然変異なのは非常に微妙な気分になる。

「っちゅうか、いつの間にそんなことに……」

「それ言い出したら、いつの間にあんなに増えたのか、とか、どうやって増えたのか、とかすら謎のままだよ。今後のこともあるから、昨日、能力フル活用して増える様子を観察しようとしたんだけど、じっと見てたのに気がついたら数が増えてたし」

「そらまた怖い話やな……」

　新米とはいえ、時空系の女神がその権能をフル活用しても増えるところを認識できなかった。実に恐ろしい話だ。

　もはや、チーム芋虫は芋虫の姿をした別の何かだ、と考えたほうが無難であろう。

「そんで、ちょっと思ったんやけどな。春菜さん、大本になったラーちゃんが今どうなっとるか、分かる？」

「ごめん。基本的に私、ここにいる芋虫の個体識別は、大きさぐらいでしかできないの」

　宏の疑問に対し、春菜が明確な理由を持って分からないと答える。

　普通に考えればある意味当たり前のことなのだが、今回はアルフェミナと似たような権能を持つ春菜の答えだ。

　そのあたりを踏まえると、チーム芋虫がすごいのか春菜が新米女神としてはポンコツに分類されるのか悩ましくなってくる。

　実際のところは、神の城で増殖中の芋虫達が何度も変異を起こして眷けん族ぞくとしての神性を獲得しており、春菜やアルフェミナはおろか、もっと高位の時空系の存在でも、容易にその来歴や個体情報の確認ができなくなっている。

　このあたりは力の強弱ではなく、どちらかといえばシステム的な部分によるものだ。

　むしろ春菜は新米女神としては力が相当強いほうに分類され、その力の使いこなし方も、誕生もしくは神化一年未満の神としてはトップクラスである。

　というより、そうでなければ他人の、それも曲がりなりにも創造神の眷族である芋虫の羽化後の姿など、繭を鑑定しても分からない。

「……まあ、そのあたりのことは置いとこうか。現状を知らんのはまずいっちゅうだけで、知ったからっちゅうて何ができるわけでもあらへんし」

「うん、そうだね。っていっても、ダンジョンの話って、これ以上は特にないんだよね？」

「せやな。神衣の素材っちゅうても核心の素材は例の染料のおかげで必要なくなったから、多分潜るんも一回で済むし」

「そっか」

　追及するといろいろ怖い事実が出てきそうな話題を強引に終え、ダンジョンの話に無理やり戻す宏と春菜。

　この時の話題が妙なフラグを立てているなどと考えもせぬまま、ダンジョン攻略に向けてどんな準備が必要かの相談に移る一同であった。




　　　　☆




「親方、タツヤさん。ちょっと相談というか確認したいことがあるのです」

　三十分後。準備を整え、いざダンジョンへ、というタイミング。

　春菜達と合流すべく部屋を出た宏と達也に、出てくるのを待ち構えていたノーラがそんな風に声をかける。

「ヒロはともかく俺に確認ってことは、北地区の絡みか？」

「はい。親方達が新作のカップラーメンに手を取られている間は保留、ということになっていたのですが、結局どうするのですか？」

「ここまできたら急ぐこともなさそうだし、先に邪神絡みを終わらせちまおうか、ってことになってるんだが……」

　ノーラの言葉に、軽く頭を掻かきながらそう告げる達也。

　ノーラがわざわざ確認に来るということは、後回しにすると何か問題があるのだろう。

「何かあったのか？」

「何か、というほどではないのですが、マルカス氏が暴れ始めたらしいのです」

「マルカス？　誰や？」

「北地区商業組合の先代元締めの名前なのです。親方、知らないのですか？」

「知らんなあ」

　はっきりきっぱり言い切る宏に、思わず呆あきれたような視線を向けてしまうノーラ。

　宏からすれば雑魚もいいところだとはいえ、厄介事の原因となっている人物だ。

　ノーラとしては、せめて名前ぐらいは知っておいてほしい。

「まあ、名前のことは置いとこう。で、そのマルカスっちゅうんが今までちょいちょい話題になっとったややこしい爺じい様やとして、そいつが暴れてどんな問題が出とるん？」

「アズマ工房が、喧けん嘩かを吹っ掛けるだけ吹っ掛けて雑な仕事して粗悪品押し付けて仕事を引っ掻き回すだけ引っ掻き回した挙句に逃げを打った、と吹聴し始めたのです」

「……また、面倒くさいこと始めおってんなあ……」

　ノーラの説明に、うんざりだという表情をあらわにする宏。

　小者がやりそうなことではあるが、それだけに対処が結構面倒である。

「ぶっちゃけ、ほっといたらええやんと思うんやけど、そうもいかんねんやっけ？」

「俺らはともかく、ファム達のことを考えると、ちとまずいな」

「それに、今後のことを考えると、なめられたら終わりなのです」

「やっぱそうなりおるか……」

　達也とノーラの言葉に、心底面倒くさそうな表情を浮かべる宏。

　何が面倒かといって、対処しなければデメリットが大きいが、対処したところで特にメリットがないことである。

「今から動いたほうがええか？」

「見ようによっては、悪口を聞かされて慌てて動いたように見えなくもないから、ちっと悩ましいところだよな」

「本気で面倒やなあ……」

　小者ゆえの妙に頭を使ったやり口に、どこまでもテンションが下がっていく宏。

　何が悲しゅうて、これから神器を作るぞと気合いを入れたタイミングでしょうもない悪あがきに付き合わねばならんのか、というのがつくづく面倒くさい。

「せやなあ……」

　とはいえ、面倒だからと放置しているとノーラ達に嫌われかねないし、ライムに尊敬してもらえなくなるかもしれない。

　宏とて、さすがに小さい子相手には、その程度の見み栄えは張りたいのである。

「実際になんかするんは繊維ダンジョンから帰ってきてからでええとして、爺様ら黙らせるための下準備ぐらいは、行く前に仕込んどいたほうがええか？」

「だなあ」

「っちゅうて、結局最終的には僕が直接乗り込んで、爺様の目の前でぐうの音も出んようなもん作ってみせる、ぐらいしかあらへんけど、そこに持ち込むまでの仕込みって、何がええんやろか？」

「……悪い。すぐに思いつかないから、ちっと考えさせてくれ」

「頼むわ。ノーラも、ちょっと時間くれへん？　ちゃんと考えてから動いたほうがよさそうや」

「分かったのです。方針が決まるまで、作業をしておくのです」

「おう、そうしとって」

　宏の言葉に頷き、作業に戻るノーラ。

　その横で、どう対処するべきかと頭を抱える達也。

　この手のプロパガンダ合戦は、そこそこ注意を払って対処せねば一方的に不利になる。

　それだけに、下手にぱっと思いつくことをやってしまうわけにもいかない。

「こら、春菜さんらにも相談やな」

　悩み始めた達也を見て、すぐに終わりそうにないと判断し、全員巻き込むことにする宏。

　最初からそうしておけ、という話ではあるが、基本的に吹けば飛ぶような相手の悪あがきだけに、宏と達也だけでなんとかなるのではないかと錯覚してしまったのだ。

「師匠、達兄、遅い」

「ああ、すまんすまん。ちょっと面倒な話聞かされてしもてなあ」

「面倒な話？　達兄が頭抱えてるの、そのせい？」

「せやねん」

「評判が悪くなるってことを割り切れば大した話じゃないんだが、ノーラ達の今後を考えるとそうもいかないってのがなあ……」

「……評判云々でノーラ達が絡むというと……殿下が持ち込んだ北地区の商業組合とかの話の関係？」

「まあ、そういうこっちゃ」

　澪が思い至った結論を、宏が肯定する。

　それを聞いた澪が、珍しく呆れた表情を浮かべる。

「とりあえず、春姉と真琴姉を呼んでくる。それまでに、状況を簡潔にまとめておいてほしい」

「了解や。ここで立ち話もあれやから、会議室のほうに行っとくわ。っちゅうても、説明自体は一言で終わる話やけどなあ」

　そう言いながら、澪を見送って会議室へと移動する宏。

　宏が会議室についてすぐ、澪に連れられて春菜と真琴も到着する。

「で、どういう状況？」

「北地区の爺様がな、うちらが中途半端に手ぇ出して引っ掻き回した挙句に雑な仕事して逃げた、とか吹聴しとるらしいわ」

「あ～……、そっち方向できたんだ……」

　ノーラから聞かされた内容をほぼそのまま伝えた宏の説明に、思わず遠い目をする春菜。

　正直、そこに力を入れる暇があれば、他にすることがあるだろうと言いたくて仕方がない。

「面倒なのが、すぐ動いたら動いたで、いらん揚げ足取ってきそうやっちゅうところでなあ」

「そういうやつのやり口としては、常じょう套とう手段よねえ」

「かといって、何もしなかったらしなかったでなあ……」

「それ見たことか、って感じで調子に乗って余計なことしてくるわよね、絶対」

　宏と達也の言葉に、うんざりしたように予想を口にする真琴。

　古今東西、こういう手合いはどこにでもいるので、やりそうなことぐらいは大体予想がつく。

　問題は、予想がついたところで対処できるわけではない、ということであろう。

「ねえ、達兄。こんな根も葉もない言いがかり、そんなに素直に信じるものなの？」

「相手のほうが歴史も実績も上だからな。いくら王家の覚えがめでたいとはいえ、しょせん俺達は設立から何年も経ってないぽっと出だから、信用勝負じゃどう頑張っても不利だ」

「基本的にどこかと競合するような商売はしてないっていっても、どこの馬の骨とも知れない新参者が王家に上う手まく取り入ったっていうのは、やっぱり快くは思われないものだしね」

「むう……」

　達也の言葉と春菜の補足に、思わずうなってしまう澪。

　そこに真琴が追い打ちをかける。

「信用云々とは別問題で、一般大衆ってのはスキャンダルが好きだからねえ。たとえそれが根も葉もない噂うわさだったとしても、面白くて溜りゅう飲いんが下がる内容だったら信じちゃうし、信じてなくても面白おかしく広めちゃうわよ。あたしだって覚えがあるし、あんた達だってそうでしょ？」

「せやなあ」

「……ボク、すごく覚えがある……」

　真琴の追い打ちの言葉に宏が同意し、澪ががっくりしながら自身を顧みる。

　残念ながら、この中でデマの中継点になった経験がないのは、春菜ぐらいしかいない。

　他は内容を信じているかいないか意識して広めたかどうかは別にして、何らかの形でデマの中継点になってしまったことは何度かある。

　春菜がデマを広める側に回ったことがないのも、単に噂を広めたりすることが好きではなく、一応人に話すときはできるだけ裏をとるようにしていたからにすぎない。

　ただし、春菜に関しては、本人が一切関知していないところで、デマの発信源になっていたことはあったりする。

「あと、今回の場合、引っ掻き回すだけ引っ掻き回してほったらかしにしとる、っちゅうんも、全くのデマっちゅうわけでもないんがなあ……」

「そうなの？」

「すり合わせの関係でちょっと足踏みしとる、っちゅうだけのことやねんけど、見ようによってはそう見えんこともないやん？」

「……そうかも」

　宏の言い出したことに驚いて聞き返し、詳細を聞いて納得する春菜。

　もともと産業のテコ入れというプロジェクトの内容上、この種の停滞はちょくちょく発生するのが当たり前なのだが、部外者には試行錯誤の最中の停滞と、途中でほっぽり出しての停滞との区別なんてつかない。

　そこを突かれた上に、発言者が実態はともかく対外的には実績も名声も信頼もある人物なのだから、どうにもならないだろう。

　もっとも、噂というのは変化が速い。

　実のところ、この噂がテレスやノーラの耳に入ってきた時点で、すでに主流はマルカスが自分のところの若い連中に対する嫉妬であることないこと言いふらしている、というものに変わり始めていたりする。

　伝でん播ぱ速度は光速を超える、などというジョークもある噂話といえど、やはり伝わり方にはタイムラグがある。

　北地区が発信源となった噂だと、東地区のアズマ工房に届くまでにやはり一日二日のずれは出るのだ。

「てか、見ようによっては正しかろうがまったくの言いがかりだろうが、究極的には関係ないのよね」

「そうだね。どうとでもこじつけられるし」

「ん。無理にでもこじつけて叩たたくのがネガティブキャンペーンっていう手法」

　見ようによっては非を認めているように見えなくもない宏に対し、問題はそこではないと突っ込みを入れる真琴。

　春菜と澪も同じ意見らしく、仮に順調に進めていた場合どうだったかを口にする。

「で、そのあたりはどうでもいいとして、結局どうする？」

「究極的にはヒロが出ていって直接見せつければ黙らせられる話なんだが、そこへの持っていき方を考えないとかえって評判が落ちるからなあ」

「それが今回の厄介なところなんだよね」

「ん。しかも完全に後手に回ってる」

　話を軌道修正した真琴に従い、思うところを口にする達也、春菜、澪。

　とはいえ、澪の言うように、完全に後手に回っているのが痛い。

「正直、あたしこういう頭使う話って苦手なのよねえ……」

「というか、そもそも俺達は、あんまりこういうことやってこなかったからなあ。正直、ノウハウが足りねえ」

「せやなあ。せいぜい、ローレンの学食絡みで近いことやったぐらいか？」

「ん、そんなもの」

「立ち上げた頃はそんなことに手を割く余裕なかったし、そのあとは正攻法というか正面突破というか、そういう感じの割と力業に近いやり方で対処してきたし、そもそも私達のカラーじゃない気がするんだよね」

　私達のカラーじゃない、という春菜の言葉に、そう言われればそうかもしれないと納得する一同。

　そもそもの話、この手の効果的ではあるがセコイ、という印象を与えるやり口は、どちらかといえば実力に劣る側が形勢逆転を狙って行うことが多い。

　今回に関しては、宏達はむしろ強者の側である。

　というより、ものづくりが絡んだ時点で、アズマ工房が弱者の側になることなどまずない。

　しかも、本質的には宏達にとってプラスにもマイナスにもならない北地区のごたごたなのだから、このあたりの脇が甘くなるのも仕方がないところであろう。

「……そうだな。もう面倒くさいし、俺達のカラーに合わせたやり方で終わらせるか」

「っちゅうと、なんかええ手ぇ思いついたん？」

「いい手かどうかは分からないが、俺達らしいやり口ってのは思いついたぞ」

　そう言い切って、にやりと笑う達也。

　その笑顔に、なんとなく不穏なものを感じ取る宏達。

　その思いつきを誰が聞くか視線で押し付け合い、なんとなく押し負けた真琴が代表して質問する。

「……で、一体どんな手を思いついたのよ？」

「ダルジャン様はじめ神様方に脅されたって部分もあって俺達が動いてたが、もともと王家の案件だからな。どうせそこまで手が回らねえんだし、トドメ刺す手前までは殿下とオクトガルに対処してもらえばいいんじゃねえか？」

「……前提条件は間違っちゃいないとは思うけど、また見事にブン投げたわね……」

「こう言っちゃあ何だが、王家の案件のためにわざわざ苦手分野に手を出す必要もないし、むしろ俺達はこういうやり口を覚えないほうがいいんじゃないか、って気もするんだよ」

「それもそうね」

　達也の言い分に、どことなく納得して頷く真琴。

　正直な話、相手に合わせて苦手なジャンルで対処すること自体、自滅への第一歩だ。

　今まで物量と品質でぶん殴った結果、権謀術数を駆使して対処したような形になったこともあったが、ある程度意図してやってはいても本職にかなうほどではない。

　そういうのはプロに任せておけばいいのだ。

「問題は、殿下にそんな余裕があるのか、だよね」

「春姉。殿下が直接動けなくても、部下に指示くらいは出せる」

「それもそっか」

　春菜の問題提起を、澪がバッサリ切り捨てる。

　その指摘に、切り捨てられた春菜もあっさり納得する。

　いくらレイオットが忙しかろうと、いくらファーレーン政府が現在人材も人手も足りていなかろうと、この程度の噂をオクトガルと協力して打ち消すぐらいの余力はあるのだ。

　むしろ、この程度のことだからこそいちいち手をかけていられない、という問題はあるかもしれないが。

「宏君は、どう思う？」

「苦手分野とはいえ、任された仕事投げ返すような真似してええんかなあ、っちゅうんで気が引けるんやけど……」

「その考えは間違っちゃいないが、自分達では上手くいかないことをクライアントに相談して、場合によっては別の相手に頼んでもらうことも含めて対処してもらうのも、仕事をする上では重要だ」

「いや、そら分かんねんで。分かんねんけどやなあ……」

「内容的に、気が引けるのも事実だよね」

「はっきり言うて、むっちゃしょうもない話やからなあ……」

　良くも悪くも職人的な思考の宏に、ついつい同意してしまう春菜。

　その気持ちもよく分かるだけに、どう説得したものかと思案する達也。

　そこに、澪が口を挟む。

「ねえ、師匠」

「なんや？」

「神様のオーダーを考えると、師匠はプロパガンダ合戦みたいな生産性のないことに力を割いちゃダメだと思う」

「その心は？」

「師匠は創造神。物を作ってなんぼ」

「……そらまあ、そうやねんけど……」

「師匠の仕事は、向こうのトップに力を見せつけて心を折りつつ、ファム達の意欲を伸ばすことだけに絞ったほうが、邪神を削る意味でも師匠自身を強化する意味でも効率的」

　珍しく大真面目に理にかなった主張をする澪に、少し迷いを見せつつ一応納得する宏。

　その様子を、達也と真琴が目を丸くして見守っている。

「殿下には、神様のオーダーを盾にプロパガンダ合戦だけなんとかしてもらって、仕上げを師匠がやればいい」

「せやなあ……」

　澪に説得され、もうそれでいいかと頷く宏。

　宏が気を変えないうちにと、澪はそのまま有無を言わせずオクトガルを呼び出す。

「オクトガル、いる？」

「全部聞いてたの～」

「だったら、頼みたいことは分かってるはず」

「アランウェン様からも指示があったの～」

「もう、レイっちに連絡済み～」

「仕事が早くて助かる」

　オクトガルの仕事の早さに、いつもの無表情のまま、やたらと満足そうに頷く澪。

　なお、オクトガルはすでに噂が変化して、勝手にマルカスが追い詰められ始めていることを知っている。

　それを知った上で、アランウェンの指示に素直に従って、レイオットに対処を投げつけてその変化を楽しんでいるのである。

「なんか、なし崩しに決まってもうた気ぃせんでもないけど……」

「まあ、いいんじゃないかな」

　ぼやく宏を、苦笑しながら春菜がなだめる。

　結局、苦手で面倒なプロパガンダ合戦を、レイオットに押し付けて逃げたアズマ工房であった。




　　　　☆




「……お父様？　お兄様？」

「エアリスか」

「考えることは、同じだな」

　宏と達也がノーラと話を始めたのと同時刻。

　ウルス王宮の片隅にある、王侯貴族の罪人が埋葬されている墓地。その最も新しい墓石の前に、ファーレーンで最も高貴な身分である三人が集まっていた。

　巫み女こであるエアリスはともかく、他の王族は本来、この場に来てはいけない身の上だ。家臣達も見て見ぬふりをしてはくれるが、それでも堂々とは来られない。

　そのため、供物も当たり障りのない口実で用意し、来るときは抜け出すような形でこっそり来るしかない。

　そんな事情なので、今回はエレーナとマークは大人しく嫁入りの準備や仕事をしている。

「ようやく、ウォルディスにもけりがつく。国内はまだ時間がかかりそうだが、それでもウルス内部の邪神教団はほぼ駆逐した。インスタントラーメン工場の一件で、残党の処理も一気に進んだ。堕おちるのを止められなかった私が言えることではないが、ようやく姉上の仇かたき討うちに終わりが見えたからな。その報告に来た」

「どんな事情があれど反乱を起こした事実は変えられぬゆえ、表立っての慰霊はできぬが、せめてこういった節目にぐらいはな」

　そう言いながら、持参した花束とカタリナの好物を墓前に供えるレイオットとファーレーン王。

　それに倣い、花束をそっと供え祈りの言葉を口にするエアリス。

　日頃、表に出してはいないが、彼らがカタリナのことを忘れた日は一日もない。

　だが、彼女が死んで以降、国や神殿の立て直しに忙しく、さらには、反乱の首謀者というある意味最悪の理由で家族を失ったこともあり、嘆き悲しんでいる余裕などなかった。

　そして、その怒ど涛とうのような日々を乗り越えた頃には、国の中枢を担う者として故人に対する悲しみに溺れることが許される時期など、とっくに過ぎ去っていた。

　結局、良くも悪くも王族である彼らは、嘆く暇も悲しみを見せる猶予も与えられず、表立っては反乱を起こした肉親のことを忘れ、なかったこととして振る舞わざるを得なかったのだ。

「被害者の手前、口にはできんがな。今でも時々、どうにかできなかったのかと思うことがある」

「父上、私とてそれは同じだ。恐らく、今はこの国の人間ではないアヴィン兄上やマグダレナ姉上、マリア姉上なども同じだろう」

　エアリスの祈りの言葉を聞きながら、いまだに小さなトゲのごとく残る後悔を語り合う王とレイオット。

　カタリナを斬ったこと、反逆者として処理したことに悔いはない。

　原因がどうであれ、カタリナは多数の人間を殺し、ファーレーンという国の滅亡を願って行動していた。それをなあなあで済ませることなど、国を預かる者として決してやってはいけないのだ。

　だが、そうならぬようにカタリナ本人を導くことができなかったのは、まぎれもなくファーレーン王家の失敗であり罪である。

　さらに言えば、その大きな原因の一つとなったバルドの排除すら、自分達の力だけでは不可能だったのも不ふ甲が斐いない。

　悲しみなんてものはとうに乗り越えているが、そういった情けなさは、忘れたように振る舞っていても常に心のどこかでくすぶっている。

　そのあたりのことはこの場に居る三人だけではなく、エレーナやマークも同じぐらい情けない思いを抱えているのだ。

　とはいえ、カタリナが死んでからもう一年以上経つ。

　折に触れてはその経験を反省点として思い出し、折を見ては墓参りに訪れてはいるが、そのことにこだわりすぎて楽しみを持たないようにしたり、楽しむべきときに楽しむことを控えたりといった無粋で無意味な履き違えはしていない。

　国のトップがいつまでも過去のことにとらわれ、暗い顔で自罰的に仕事だけを続けるなど、百害あって一利なしである。

「しかし、節目と言いつつ、結局我々は邪神教団に対してもウォルディスに対しても、何もできなんだな……」

「ああ、まったくだ……」

　エアリスの祈りの言葉が終わり、三人で黙もく祷とうを捧ささげた後で自嘲気味に言う国王とレイオット。

　謙遜でも何でもなく、何一つ実のある行動を起こすことができず、ほぼ全て宏達に丸投げしてしまった。そんな自覚があるだけに、報告といっても胸を張ってはできない。

　国際関係や立場というものもあり、迂う闊かつなことができなかったのは事実だ。

　それに、ファーレーンとウォルディスの位置関係は、ちょうどこの星の表裏。お互い謀略を仕掛けることはできても、直接的な行動をするには距離がありすぎる。

　そういったことを考えてもなお、ファーレーン王家が娘の仇討ちにこれといったことはできなかったという事実は、国王とレイオットの胸に重くのしかかっている。

「お父様、お兄様。あまりご自分を卑下なさらないでください」

「だがな、エアリス……」

「所しょ詮せん政治は専門外の巫女ですので難しいことは分かりませんが、それでもファーレーンが健在で好調であることが、アズマ工房の皆様が行動する上で大きな助けとなっていたことは事実だと思います。そして、そのファーレーンの好調を維持するためにお父様とお兄様が身を粉こにして働いていたことは、この国では誰もが認める功績です」

　年が明けてようやく十二になる娘に、予想外の内容で諭されてしまうファーレーン王。表面にこそ出してはいなかったが、今までが今までだけに現在の自身の治世にまったく自信を持っていなかったことを見抜かれていたと知り、思わず小さく苦笑する。

　ローレンの現王ほどではないが、ファーレーン王の自己評価は低い。娘の教育に失敗し、売国奴どもにいいようにあしらわれ、外部の手を借りた上でわざと反乱を誘発するという乱暴すぎるやり方でしか内憂を解決できなかったのだから、自己評価が高くなるはずがない。

　だが、姫巫女として諸国に顔を出し、宏達とも様々なことを成し遂げてきたエアリスからすれば、アズマ同盟の舵かじ取りをはじめ、ファーレーン王が世界の安定やアズマ工房のバックアップに果たしてきた役割は決して軽くない。

　根本的な話として、邪神教団の幹部クラスとまともに戦える人間などほとんどいない。

　フォーレで宏達が倒した闇の主ですら、一歩間違えれば精鋭部隊に壊滅的な被害が出るのだ。それを考えれば、むしろ余計なことをせず、戦える力を持つ宏達が動きやすい環境を整えることこそ、対邪神教団において最も重要な支援だったのは間違いない。

　それにそもそもの話、自己評価が限りなく低くなる原因となったカタリナの教育に関しては、王家の努力だけではどうにもならなかった部分も大きい。

　硬軟取り混ぜ思いつく限りありとあらゆる手を尽くして、カタリナの致命的な短所を少しでも良くしようと頑張ったファーレーン王家ではあるが、当のカタリナが幼い頃から、どんな些さ細さいな表現であったところで自身に対する否定的な言葉を聞き入れようとしなかったのだから、どうにもならない。

　同調意見か褒め言葉しか聞こうとせず、否定的な言葉には逆恨みを募らせ楽な方向に流れようとする人間をまともに教育するとなると、どうしても限界がある。

　恐らくカタリナに関して言えば、バルドのことがなくともいずれは何らかの致命的な問題を引き起こしていたであろう。

「お父様、お兄様。今回の邪神教団に関しては、結局政治や軍事の枠組みではこれ以上のことはできなかったと思います。そもそも、相手は何千年も歴史の裏側に潜んではいろいろ画策してきた集団です。むしろ、幸いなことに私達の代で終わらせることができた、と考えるべきではないでしょうか」

「……そうかもしれん。だが、それを言い訳に反省もせず、再び同じようなことを起こしてはあまりにも姉上が浮かばれん。まずはレドリックとエリーゼ、ゆくゆくは我々の子において、同じ過ちを繰り返さぬ教育体制を作り上げねばならん。それと並行して、自国を破滅させたがるような思想の持ち主を中枢から確実に排除できる仕組み作りだな。邪神教団のような危険な連中が王族の教育に関わり王に対して好き放題言う、それ自体本来あってはならないことだ」

「余を含めここ三代ほどはファーレーン自体の権力構造にも大きな問題があった。我が国やローレンの歴史・経過を見れば分かるとおり、王権が強すぎるのも弱すぎるのもいかんし、特定の部門や集団が力を持ちすぎても碌ろくなことにならぬ。余の代で終わることではなかろうが、王家、司法、貴族、民衆、それぞれの力が最も調和する政治構造を作り上げねば、祖父や余、ローレン王の繰り返しになる」

　エアリスの言い分をある程度認めつつも、だからこそ理想を追求する姿勢は変えないことを断言する国王とレイオット。

　その様子に小さく苦笑し、エアリスがもう一度釘くぎを刺す。

「お父様もお兄様も、理想を追うのもほどほどに。人間誰しも、変化に対応できる範囲と速度というものを各々で持っているのです。それを無視して前のめりになりすぎると、むしろ目指す姿からは遠ざかっていきますよ」

「分かっておるさ。父の過ちを繰り返さぬためにも、腰を据えてじっくり話し合いながら、かつ楽しみつつ現実的な範囲で進めていくさ」

「私とて、これから足場を固めていかねばならんのだ。妥協の十や二十はせんと、誰も味方などしてくれんだろうさ」

　エアリスに釘を刺され思わず苦笑する国王とレイオット。エアリスには、自分達の肩に力が入りすぎているように見えたのだろう。そのことを察してしまったのだ。

　理想に前のめりになりすぎて、周囲を考えずに強引に推し進める。

　それはカタリナが犯した過ちと同じことだ。

　エアリスが何度も自分達を窘めようとしたのも、内心での反省がいきすぎていると本能的に察した部分があったのではないか。

　遅まきながら、国王とレイオットがそのことに思い至る。

　すぎたるは及ばざるがごとし。

　宏などからも度々言われ、最近は無意識にある程度ブレーキをかけられるようになっていたが、どうやらカタリナの墓前に来たことで、そのあたりの意識が逆戻りしていたようだ。

「さて。とりあえず、現時点で何を言ったところで変わらぬ話は終わりにするとして、だ。エアリスよ、今回の戦没者について、慰霊式典が行われることは知っているな？」

「はい。年明けの来月第二週と伺っております」

「その時は、頼むぞ」

「お任せください」

　頭を冷やすために、やや強引に話題を切り替える国王。

　慰霊式典といっても、最も激しい戦場となったマルクト東部のアドレーム平原で浄化と鎮魂の儀式を行うだけなのだが、それゆえに現在この世界で巫女として一番高い能力と権威を持つエアリスの存在が欠かせないのである。

　この慰霊式典と終戦協定の調印式を行って、ようやく今回の戦争に区切りがつく。ウォルディスそのものについてはそれこそ十年二十年でどうにかなるような状況ではないが、さすがにそこまで終わりを待っている余裕はない。

　もはや戦う能力どころか国家としての体裁すら維持できないが、幸いにしてリーファという旧ウォルディス地域に存在した王族の血を引く唯一の生き残りが、ファーレーンによって保護されている。

　茶番のようなやり方だが、リーファにウォルディスの代表として終戦協定と条約の調印を任せることは、生き残った勢力全てから合意を得ている。

　邪神勢力も駆逐され、聖職者系ポメの爆撃によって徹底的に浄化されたことで、今後ウォルディスのような圧制と覇権主義を国是とするような国家が誕生する確率は、格段に下がるだろう。

　それは、数千年に及ぶ因縁と負の連鎖が終わったことを意味する。

　そのことを考えれば、エアリスの言うとおり大したことができなかったと嘆くより、自分達の代で古くから続く因縁に終止符を打てたと喜ぶべきであろう。

　ウォルディスの立て直しとまともな国家体制の構築はファーレーンが主となって行う仕事で、恐らくそれだけでも不足気味の人材のため睡眠時間が枯渇するのは目に見えているが、とりあえず国王としては、今はそこから目を背けておきたい。

　というか、直視したら恐らく鬱から立ち直れなくなる。

「さて、エアリスはまた、神の城に帰るのか？」

　墓地を出て、城と神殿の分かれ道に差し掛かったところで、レイオットがエアリスに問いかける。

　オクトガルの空爆が終わってからこっち、頻繁にアルフェミナ神殿に戻ってきているのは知っているが、いつまで神の城で寝泊まりをするのかは、立場上知っておかねばならないのだ。

「はい。まだ向こうでもいろいろやることがありますし、ちょっとウルスの神殿に常駐しづらい問題が出ていますし」

「ふむ。問題とは？」

「妊娠出産を経ての形で子供が生まれたわけではありませんが、私達とヒロシ様の子供とでもいうべき存在が生まれたのです。ただ、詳しく説明するには……一度見ていただかないと無理かと思いますが……」

　そう言いながら、冬とう華かについてかいつまんで説明するエアリス。レイオット達も時折神の城に出入りする立場なので、あらかじめ知らせておくべきだということになったのだ。

　とはいえ、いきなりそんなことを聞かされた国王やレイオットはたまったものではない。当然ながら目を白黒させ、先ほどとは違う意味で先走った方向に思考が向かう。

　そこでエアリスは、落ち着いて丁寧に説明を行い、一つ一つの疑問に真摯に向き合うのだった。

「……というわけです。本来ならもっと早くにお話しすべきだったのですが、なんだかんだとバタバタしてしまいまして、お話しするタイミングがつかめないままずるずると……」

「いや、それはかまわん。こちらも色々と忙しかったからな。それはそれとして……妊娠出産を経る形ではないとはいえ、子をなしたというのは事実なのだろう？　つまり、エアリスはヒロシと子を作れるような関係になったということか？」

「いえ、そういうわけではありません。邪神教団幹部との戦いにおいて起こった一連の出来事で、かなりのところまで女性恐怖症を克服なされた様子ではありますが、恐らくヒロシ様はまだ、恋愛や結婚を考える段階には至っていません。ですので、そういう関係になれたとはとても……」

「だが、逆に言えば、女に必要以上に怯えなくはなった、というのは事実か」

「はい。ですが、随分長く苦しんでおられたため、どうしても条件反射として染みついたものはあるようですし、男女間の話となると身構えてしまうのはもはや癖になってしまっているようです」

　まだまだ前途多難であることを告げるエアリスに、先走っていた気持ちが落ち着く国王とレイオット。

　あの宏が、そう簡単に女性に陥落するわけがない、と言われれば頷かざるを得ないのだ。

「ヒロシのそのあたりの事情も考えると、アルフェミナ神殿に戻ってくるのはもうしばらく先になるか」

「そうだな。ハルナを蹴落とせ、とはとても言えんが、この状況で政治的に多少都合がよくなる程度でエアリスを呼び戻すのは、いくらなんでも、な」

「お父様、お兄様。ご配慮いただけるのは大変ありがたいのですが、デリカシーというものももう少しは考慮してくださいませ」

「ヒロシ相手には気を使うべきであろうが、お前自身に対してはあまりそこを気にしていられる状況でもあるまい？」

「もう、お父様ったら……」

　あまりに露骨すぎる応援に思わず拗すねるエアリスを、苦笑しながらも慈愛のこもった目で見守る国王とレイオット。カタリナに関しては苦い失敗を繰り返したが、だからこそエアリスが健やかに育つためには全力を惜しまないことを心の中で誓う。

　そこに、空気を読まずにオクトガルが転移してくる。

「宏ちゃん達からのお願い～」

「……なんだ？　厄介事か？」

「マルカスおじいちゃんが悪あがき～」

「悪評ばらまき～」

「宏ちゃん達逃げた扱い～」

「対処面倒～」

「なるほど、噂合戦に持ち込まれたから、対処を丸投げしてきたわけか」

「「「正解～」」」

　オクトガルの言葉に、思わず目頭を押さえながら大きくため息をつくレイオット。

　今までもこういうことがなかったわけではなく、報告を受けるたびに宏達に知らせることなく対処してきた。

　なので、宏達が知っていてもやること自体は変わらないのだが、今回はなまじ実績と名声を持っている人間が発信源なだけに、今までより信しん憑ぴょう性せいの面で少しだけ厄介だ。

　もっとも、所詮は隠居した職人が触れ回った噂にすぎないので、乗っ取ってコントロールすること自体は大して難しくはない。

「……まったく。次世代が自主的に行動しようとしているのだから、足を引っ張ることばかり考えなくともよかろうに……」

「当人は足を引っ張っているのではなく、生意気で現実が見えていない若造どもを指導しているつもりなのだろう。噂話も駆け引きの一環である商人ならともかく、職人が悪評をばらまいて叩き潰つぶすようなやり方に手を染めた時点で終わりなのだがなあ」

　レイオットのぼやきに、うんざりしたようにファーレーン王が見解を口にする。

　言葉を武器にするのは芸人や商人、貴族であって、職人ならば自身の作り上げた製品を武器にすべきである。

　仮に言葉を武器にするにしても、己の製品がどれだけ素晴らしいものなのかをアピールするために使うべきであり、相手を攻撃することに終始するなんて生産性のないことをするのは単なる堕落にすぎない。

「仕方がない。こんな仕事を押し付けてしまった以上、私の責任でそちらのほうはなんとかしよう」

「お兄様、お仕事のほうは大丈夫なのですか？」

「どうせ情報収集のついでに、あちらこちらで印象操作のための噂話を流している。それに、北地区のほうでもそろそろ鬱うっ憤ぷんがたまりきっているようでな」

「そうなのですか？」

「ああ。だからどちらにせよ、何らかの行動は起こさねばならない状況だった。いろいろと履き違えている哀れな老人に、本職の言葉の使い方というやつを見せつけるぐらいでは大して仕事が増えるわけでもない」

　不安そうなエアリスに対して、本当に何でもなさそうにそう言い切るレイオット。

　この時、すでに北地区の若い衆がため込んでいる鬱憤はそんな生やさしいレベルではなかったのだが、残念ながらレイオットはまだそこまで状況をつかめてはいない。

　結局、本分から外れた悪あがきをすればするほど、どんどん自滅の道へと追い詰められていくマルカス一派であった。




　　　　☆




「ふむふむ。やはりそう動きおったか」

　亜空間にある神々の集会所。

　そこに集った神々が地上の様子を見守る中、ダルジャンがそう口を開く。

「あの城の中は我々ですら見通せぬがゆえ、どう動くかはなんとも言えなんだが、神が一柱から二柱に増えたところで、やはり気質まで変わるわけではないかの」

「そうでしょうね。それに、先の決戦の様子から察するに、あの敗北は苦い経験として刻み込まれているようです。この期に及んで、できる準備を行わずに先に進むなどありえないでしょう」

「とはいえ、いくら儂わしらに言われたという事情があったというても、インスタントラーメン工場の関連で二週間ほど足止めを食っておったというのに当初と何ら方針を変えんあたりは、さすがとしか言いようがないのう」

　繊維ダンジョンと呼ばれるダンジョンに突入する宏達を見て、ダルジャンとアルフェミナがそう語り合う。

　多数の神々がこの場にわざわざ集っているのは、宏達の動向を確認するためだった。

　というのも、もはや邪神に関しては地上での問題はほぼ片付き、後は邪神本体と直接対決するだけとなっている。この期に及んで宏達だけに丸投げするつもりはないが、何をするにしても宏達の行動には無視できない影響を受ける。

　それゆえに、神々は自分達の動きを決めるため、宏達の行動を見守っていたのだ。

「しかし、あの寄り道で随分と権能が安定したと思ったのだが、それでもやはり優先順位は素材なのだな」

「いくらなんでも、まだ神器の素材を生成できるほど、宏殿の権能は安定していませんから」

「むしろ、権能の安定性より、それができると思うておるかどうかのほうが影響していそうじゃがのう」

　アランウェンの正直な感想に対し、アルフェミナとダルジャンがそんな裏事情を言う。

　宏に限らずほぼ全ての神に通じる話ではあるが、神の権能というのは力の強さよりもむしろ、何ができると認識しているかのほうがはるかに影響が大きい。

　そして、何ができるかに関しては、思い込みさえすれば拡大解釈によるこじつけでも問題なかったりする。

　では力の強さが無意味なのかというとそんなことはなく、力のある神ほど簡単なこじつけで事を起こせる。

　宏ぐらいになれば、『できるのではないか』程度の意識でもあればこじつけですらなくても大抵のことはできるのだが、本人にその自覚がない上にまだまだ安定性に欠けているので、創造神としては大したことはできないのである。

　それがいいことなのか悪いことなのかは、現状ではなんとも言えないところであろう。

「とりあえずはインスタントラーメン工場のおかげで、地上にばらまかれた邪神の欠片かけらは、全て完全に消滅したのである。あともう一押しか二押しあれば、邪神の欠片の影響を受けておる他の神もなんとかなりそうなのである」

「そのようだな。そういえば、ザナフェルの状況は？」

「地上に残った欠片が全部消えた関係で、あとは本体をたたけば全ての影響が消えるところまできているのである。が、残念ながら、いくら安定したところで邪神を叩くのには参加できない状態なのである」

「それはそうでしょう。むしろ、地上と月の距離があるからこそ、ザナフェルが安定し始めているのですから」

　アランウェンに問われてのイグレオスの報告に、アルフェミナがため息交じりにそう告げる。

　全ての欠片が消えたところで、相打ちになってから数千年、邪神に侵食されていたのだ。

　共倒れになるほどではないとはいえ、それだけ長く接触していれば互いに影響を与え合うラインもつながってしまう。

　ザナフェルが完調ならそのラインをさかのぼって反撃もできるが、現状では一方的にやられるだけだ。

　もっとも、直接月を乗っ取られている月光神ムーナや宇宙に関連している神々と比べれば、比較にもならないほど状態がいいのは間違いない。

「それにしても、神器関連の素材を集めるのは分かるとして、よりにもよってまずは女神の血肉で染めた衣、その真の力を引き出すところから始めるか。今度は違う方向で邪神に関わる余裕などなくなりかねんな」

　宏達がマント代わりに羽織っている例の染料で染めた布を見て、アランウェンがぼそりと呟つぶやく。

　繊維は大半が彼の領分であり、染料もかなりの割合で関わりがある。それゆえに、宏が春菜の血ち反へ吐どから作った染料や、それで染め上げられた霊布がどんな代物なのか、一目で正確に認識してしまったのだ。

「恐らく春菜殿が達也殿と真琴殿を復活させた際の反動、それによって大量に発生した肉塊その他を処理するために宏殿が加工したのでしょうが、厄介なものを作ってくれた、としか言いようがありません」

「あなたがそこまで言うなんて珍しいですね、アルフェミナ。私の眼には、神の領域に存在する美しさと性能を持っているとはいえ、逆に言うとそれだけのものにしか見えません」

「セリアンティーナの権能なら、増幅されることはあっても阻害されることはないでしょうからその感想も当然でしょうね」

　技芸神セリアンティーナの疑問と感想に、思わずアルフェミナの口からため息が漏れる。

「あれがあると、わたくしの因果律に関わる権能にかなりの影響が出ます。正直、現在では春菜殿が関わるだけでも正確な未来が何一つ確認できなくなるというのに、あれがあるとその地域全体の因果律が派手に乱れます。大半は乱れたところで影響はありませんが、中にはとんでもない破滅を引き起こしかねないものもあるのが困りものです……」

　春菜自身の存在とその血肉に染まった霊布がまき散らす因果律の乱れ。その中でも致命的なものを選えりすぐって握り潰しながら、アルフェミナがぼやく。

「現在は生み出された世界から切り離された上、持っている力が全て引き出されてはおらず、単なる防御力強化にとどまっていろんなものが無駄遣いされているがゆえの因果律の乱れだとは思いますが、春菜殿自身が凶悪なまでの運命攪かく乱らん因子を持っています。その血肉で作った染料で染めた神衣が持つ真の力なんて、正直考えたくもありません……」

　ノミでも取るかのようにプチプチと因果律の乱れを潰しながら、アルフェミナがさらにぼやく。

　そのぼやきたくなる理由が実に切実であるがゆえに、セリアンティーナをはじめとした神々にはかける言葉も見つからない。

　そもそもの話、持っている権能がかぶっていることもあり、春菜とアルフェミナの神々としての性質は、決して相性がいいとは言えない。

　しかも、春菜が神になるどころかその片へん鱗りんすら見せぬ頃から、アルフェミナは春菜の体質に振り回されてきた。

　実のところ、アルフェミナの多忙の原因の半分以上に、程度の差はあれ春菜の体質が絡んでいる。

　それが大幅にパワーアップしたのだ。アルフェミナが先のことを考えたくないとぼやくのも無理なからぬ話である。

　なお余談ながら、春菜の攪乱体質は、春菜の予知系の権能にもばっちり影響が及んでいる。

　チーム芋虫の羽化後ぐらいなら神の城の機能もあってそれほど誤差なく確認できるが、将来のこととなると自身が関わっていなくてもまともに予知できない。

　そんな偶然が重なるなんてありえない、というような未来すら確率を無視して発生してしまうのが、今の春菜の体質である。これがある程度制御できるようにならない限り、アルフェミナも春菜も予知系の権能はまともに使えないだろう。

「そんな体質の持ち主であるのに、お約束は外さんところが興味深いのである！」

「なに、それこそがやつらの宿命じゃ」

　アルフェミナがぼやいているうちに、繊維ダンジョンをクリアしていた宏達。

　装備が充実しすぎていることもあり、一時間もかからぬ早業である。

「……やはり、女性関係はまだまだ前途多難そうですね……」

　繊維ダンジョンのボスルームを抜けた先。

　そこにある隠れ里の住人によるいたずら心たっぷりの歓迎。

　それに反射的に悲鳴を上げる宏を見て、因果律の乱れを潰しながら深々とため息をつくアルフェミナであった。








邪神編　第三三話






「お客さんだ～!!」

「ひぃ!?」

　道中特に問題なく女性型モンスターとも戦い、繊維ダンジョンのボスを仕留め、脱出ゲート的に開いた奥の通路を抜けた瞬間、宏ひろし達は虫の羽を背に持つ手のひらサイズの女の子の群れに襲撃を受けていた。

　襲撃といっても攻撃的なものではない。内容や襲撃者の持っている感情からするなら、いたずら成分が過剰な歓迎というのが正しいところであろう。

　だが、身長が二十センチ前後しかない、というだけで、見た目や体型はミドルティーンからハイティーンの少女がそれをやるのだ。

　しかも、種族的な文化なのか、みんな揃そろって見事に全裸である。

　突撃をよけきれずに顔に張り付かれてしまった宏が、条件反射的にビビッて悲鳴を上げるのも当然だと言えよう。

　なお、ほかのメンバーは宏が盾になったおかげか、どうにか回避に成功している。

「……こりゃすげえなあ……」

「……これは宏でなくても悲鳴上げそうになるわよねえ……」

「てか、これってスノーレディの時とおんなじパターンじゃねえか？」

　反射的に回避したあと、目の前を通り過ぎた妖精的な何かの群れに、全力で引いた感じの声を漏らす達たつ也やと真ま琴こと。

　オクトガルほど圧倒的な数はいないが、それでも百人は超えているであろう。

　それだけの人数の、それも手のひらサイズの女の子がきゃあきゃあ言いながら全裸で突撃してくるのは、かなり異様な光景である。

　はっきり言って、人数の多さとサイズの小ささに声の調子や表情のせいで、全裸だろうが何だろうが色気もエロスも何一つ感じさせない。

　が、かなり目のやり場には困る光景である。

「宏君！」

「師匠！」

　妖精っぽい何かに完全に顔面に張り付かれ、どんどん顔色が悪くなっていく宏。

　それを見て大慌てで妖精を引っぺがしに動く春はる菜なと澪みお。

　口と鼻、両方をほぼ完全にふさがれていることもあり、女性恐怖症的な意味だけでなく窒息的な意味でもやばい。

　実際には今の宏は呼吸できないことで死んだりはしないが、まだまだ神としての肉体に慣れていない身の上では、こういう状況ではすぐにそのことに思い至らない。

　そのため、鼻と口をふさがれた時点で思い込みにより息苦しさを感じ、そのまま窒息のような状態になってしまっているのである。

　そして、当人がそういう状態なのだから、当然周りの人間からも神の肉体がどういうものかなんて情報はさっくり抜け落ちる。

　それらの事情が重なり、春菜と澪は二重に慌てふためいて対応する羽目になってしまったのだ。

　もっとも、仮に宏が女性恐怖症でなく、窒息の心配もなかったとしても、外聞やら何やらの問題ですぐに引っぺがすべきだろう、という点は一切変わらないのだが。

　余談ながら、ここまでの一連の流れは、冒頭の達也と真琴の会話とほぼ同時に進行している。

　春菜と澪があっけにとられていた時間は、実は案外短かったりする。

「宏君、大丈夫!?」

「……正直、なんぼのもんや、とか言えん程度には怖い……」

　春菜と澪に妖精を引きはがしてもらったその流れで、春菜の後ろに隠れながらガクガク震える宏。

　今までのようなフラッシュバック的なものではないが、それでも社会的な意味で最悪の流れを反射的に想像して、その明らかに行きすぎた被害妄想に本気で怯おびえてしまう程度には女性恐怖症を引きずっている。

　実時間で人生の二割程度、ＶＲシステムを使ったカウンセリングも含めた主観時間ではもう二十年以上付き合ってきた女性恐怖症だ。

　先の対三幹部戦でトラウマを上書きする形でほぼ克服したとはいえ、それだけ長期間患っていれば、軽度の要素はもはや性格の一部として定着してしまっても仕方がないだろう。

　今回はどちらかといえば、その性格として定着している要素が悪さをしている。

　ここから先の治療に関しては、性格を変えるという目標に重点を置くことになるため、残念ながら今まで以上に手間はかかる。

　だが、それでも、全裸の女体に張り付かれても、青ざめてガクガク震える程度で会話そのものは普通にできるようになったのだから、急激によくなったのは間違いない。

　さらに言うなら、今までこういうときは一切女性のそばに近寄らなかったのが、今回は春菜の後ろに隠れている。そこに恋愛感情があるかどうかはまだなんとも言えないところだが、少なくとも春菜相手には警戒心や恐怖心を持たなくなったことだけは間違いない。

「あ～、警戒されちゃった」

「残念」

「久しぶりのお客さんだったのに、あんまりリアクション楽しめなかったよね～」

　警戒心にある種の怒気までにじませながら身構えている春菜を見て、ここが引き際だと判断したらしい妖精達。口々に勝手なことを言いながら、わらわらと立ち去っていく。

「こら、あなた達！　何やってるのよ!?」

「わ～！　見つかった～！」

「逃げろ～!!」

　立ち去る途中に聞こえてきた、奥から出てきた何者かの怒声に、蜘く蛛もの子を散らすように逃げる妖精達。

　その素早さは、メンバー最速の春菜や感覚の能力値が人類最高峰である宏の眼をもってしても追いきれないほどである。

　ある意味予想どおりではあるが、どうやら妖精達があの種類のいたずらをするのはいつものことらしい。

「すみません、お客人。いろいろと不愉快な目に遭わせてしまったようで……」

「あ、いえ、お気になさらずに」

　恐縮するように頭を下げてくる、下半身が蜘蛛になっている女性。因ちなみに上半身はちゃんと服を着ている。

　その申しわけなさそうな、かつ微妙にビビッて警戒している態度に、思わず柔らかい声でそう答えてしまう春菜。

　余談ながら、現在会話に使われている言葉はマルクト語だ。それも、現代のマルクトの首都アルファト付近で使われているものに近い感じの訛なまりである。

「あの、それで、ここはいったいどういう場所なんでしょうか？」

「ここはいわゆる隠れ里です。私の姿を見てある程度察していただけると思いますが、ここには過去の経緯いきさつで普通の人間系種族とは共存しづらくなってしまった種族がたくさん住んでいます。ここのダンジョンができた際にこのあたりも多少異界化していますので、ありがたいことに外部とは空間的にもほぼ隔離された環境になっていますね」

　下半身が蜘蛛の、いわゆるアルケニー種の女性の言葉に、なるほどと頷うなずく春菜。

　ざっと探知してみた感じ、女性の言葉どおり軽度ではあるが異界化しており、転移だけでなく空からも侵入は不可能そうだ。

　あくまでも軽度なので、春菜の権能で転移する分にはまったく障害にはならない。

　神の城の転移機能でも特に問題なく出入りできるが、転送石や転移魔法での移動は完全に無理で、オクトガルが無条件で出入りできるかというと微妙である。

　さらに言うと、宏なら転移陣を設置することができるが、普通の人間では不可能だろう。

　太陽の光はちゃんと透過しており、そのほかの物理的な条件も特に外部と変化なし。地脈の流れも水脈の流れも、外部との断絶は一切ない。

　本当にごく軽い異界化であり、転移制限および出入り制限付きの不可視化結界を張ったのと大差ない程度だ。

　その上、異界化の状態は大変安定しており、これ以上変化することはないだろう。

　はっきり言って、隠れ里としてはものすごく理想的な環境だといえる。

「今の話で大体のところは分かったとして、とりあえずどうする？」

「正直な話、必要な素材はさっきのボス戦で集まっとるから、別にここの隠れ里に特に用事はあらへんねんわ」

「だよなあ」

「あと、さっきみたいなんは勘弁してほしいから、今回はスルーでええんちゃう？」

「俺もそう思う」

　宏の言葉に頷く達也。

　この里に特に用がない以上、寄り道をする理由もない。

「ボクはここにどんな種族がいるかとか、どんな暮らししてるかとか結構興味ある」

「あたしも興味はあるけど、別に全部終わってから来てもいいんじゃない？」

「そうだね。もうちょっとで全部終わるし、達也さんも早く日本に戻りたいだろうし、ここの特産品とかは今すぐじゃなくても逃げないしね」

「ん、分かった」

　一応興味があることを主張する澪に対し、真琴と春菜が主に達也と宏の心情を慮おもんぱかって意見を言う。

　その意見を聞き、あっさり納得する澪。そこまでこだわりがなかったこともあり、特に不満はないようだ。

　しいて言うならば、アルケニーの女性がじっと春菜の顔を凝視しているのが気になると言えば気になるが、ここまで露骨ではないだけで春菜が男女関係なく他人の視線を集めるのは珍しい話ではない。

「それじゃあ、他に行くところもありますし、今日はこれで失礼しますね」

「え？　あ、はい」

　たかが五人とはいえ、外部の人間に身構えつつ特に春菜を観察していたアルケニー女性は、そのあまりにもあっさりした引き際にぽかんとしながらも、その場で一同を見送る。

　過去にここへたどり着いた人間達と違い、通過点の町や村に対するぐらいの興味しか持っていないのがはっきり分かってしまうため、どうにも反応に困るようだ。

　何しろ、ここにたどり着いた時点で、繊維ダンジョンに出現する強い方のボスをどうにかできる実力者なのだ。しかも、繊維ダンジョン自体はごく普通のダンジョンであり、この里の住民に対して害意を持っているかどうかを識別する機能など備わっていない。

　そして繊維ダンジョンに入ると、出現するモンスターの特殊性から、大抵の場合はここにたどり着くまでに物資が枯渇することになる。

　住民の特殊性だけでなくそちらの理由でも、普通はこの隠れ里に立ち寄らないという選択肢はとらない。

　ゆえに、ここに来る人間がどういう人物か見極め、外敵となりうる存在なら総力をもって叩たたき潰つぶさねばならず、このアルケニー女性をはじめとした幾人かがその最初の見極めを行っていた。

　だが、今回のように完全スルーの態度を取られたことは過去に一度もなかったため、思わずぽかんと間抜け面づらをさらしてしまったのだ。

「それで、次どこに行く？」

「せやなあ。サルベージ情報どおりやったら、あと行かなあかんのは煉れん獄ごくか奈落やな。ついでに、ウォルディスのどっかにある太陽神様と天空神様の神殿にも寄り道、っちゅうとこか。ただ、煉獄も奈落も難易度がよう分からんから、先に神衣作ってからのほうがええかもなあ」

「神衣を作るには、どれぐらいかかる？」

「染料とかはあるから、全員分で二時間ぐらいやな」

「なるほどな、了解」

　達也に問われて思いつくままに予定を口にする宏。

　それを聞いた達也が小さく頷き、ほかのメンバーに視線で確認を取る。

　達也の視線を受けて小さく頷く春菜達。

　これで完全に予定が確定する。

「ほな、ダンジョン抜けてこか。あんまり警戒させても面倒やし」

「そうだね。でも、道中での素材収集は、ほどほどにね？」

「敵の湧き方その他の事情によるでな、それ」

　などと言いながら、その場を立ち去る宏達。

　本当にスルーされるとは思わず、ぽかんとした表情のまま置き去りにされるアルケニー女性。

　因みに、この隠れ里にヘンドリックとアンジェリカにとって非常に重要な人物が住んでいることと、春菜を迎えに来た人物が滞在していることが後に判明する。

　もしこの時、宏か春菜が適当な探知系の魔法か権能を使っていれば、いや、せめてもう少し無意識の権能で拾う情報のフィルタリングをちゃんと調整していれば、少なくとも迎えに来た人物についてはすぐに分かったはずだ。

　だが、そもそも現時点では自分達が非常に雑なフィルタリングの仕方をしていること自体に、二人して全く気がついていない。

　その結果、なぜこの時に隠れ里の確認をしなかったのか、しないにしてもなぜ我々に話だけでもしてくれなかったのかとヴァンパイア組に小一時間ほど問い詰められる羽目になるが、それはかなり先のことである。

　結局、この時は目の前にある露骨な誘いを、ものの見事にスルーしてのけた宏達であった。




　　　　☆




「あああああああああああ～！」

　繊維ダンジョン奥の隠れ里に、ちょっと気が抜ける感じの悲鳴が響き渡る。

「あの、お華はなさん。どうしました……？」

　宏達が立ち去った後、隠れ里の奥から慌てて、というにはゆっくりなスピードで飛んできた幽霊に対し、対応をしていたアルケニーの女性・ミリアムが声をかける。

「せっかく春菜ちゃんが来てたのに～、顔を出すのが間に合いませんでした～……」

　お華と呼ばれた幽霊が、器用にも空中でがっくりしたポーズをとりながら、深刻なようなそうでもないような緩い口調でそう嘆く。

　十代になるかならないかという容姿に加え挙動があまりにもコミカルなこともあり、正直子供がふざけて遊んでいるようにしか見えないが、それなりに付き合いが長くなった里の人間には大真面目に嘆いているのが分かってしまう。

　言葉の内容と合わせていろいろ察したミリアムが、恐る恐るという具合にお華に質問する。

「すみません。もしかして、さっきのお客人に、お華さんの探していた方がいらっしゃいました？」

「はい～……」

「だったら、引き留めておけばよかったですね……」

「いえいえ～、お気になさらずに～」

「ですが……」

「いくらなんでも、長い金髪で青い目の胸が大きくてすごく綺き麗れいな女の子、なんて情報だけで判断するのは無理ですよ～」

　やっちゃったかも、という表情で謝罪するミリアム。

　それに対し、非常に軽い調子で問題ないと告げるお華。

　実際には問題がないわけではないのだが、ミリアムを責めても意味がない、というより、お華が説明した程度の情報で確信が持てるほうがおかしい。

　かといって、身一つでこちらに来ている（というより、幽霊なので物を持ち込めない）上にテレパシーなどで映像を見せるといった手段も持っておらず、ポルターガイスト現象で鉛筆などは動かせても絵を描くのは得意ではないお華に、これ以上の説明ができるわけもない。

　今回に関しては、いろいろと間が悪かったとしか言いようがないだろう。

　ここまでの言葉から分かるように、お華は地球から春菜を迎えに来た幽霊だ。

　普段は春菜達の知り合いがやっている女子寮で守護霊をしているのだが、様々な条件が合致した結果、関係者に頼み込まれてこちらに来ている。

　因みに、お華がこの世界に来たのは、こちらの時間軸で約半年前。

　宏達の活躍により邪神教団が西部から一部撤退した結果、ウォルディスが一番活性化してややこしくなっていた時期である。

　そんな時期にこのダンジョンのすぐ近くに飛ばされてきたのだから、なかなかの運の悪さだ。

「それにしても、ずいぶんとお疲れのようですけど、今回の瘴しょう気きはそんなにすごかったんですか？」

　お華がすぐに出てこられなかった理由について、ミリアムが質問する。

　いくら異界化した隠れ里といえど、地脈と完全に縁が切れるわけではない。

　地脈が汚染されれば当然里にも影響が出るし、外部から地脈を通じて瘴気が流れ込んでくることも珍しくない。

　逆に、この里から外に瘴気が流れ出てもいるが、瘴気の通り道も細く、さほど人口が多い里でもないので、外界に与える影響などあってないようなものである。

　そもそも、妖精達を除けば百人ほどしかいない里で発生する瘴気の量など、普通の土地ならすぐに拡散して消失する程度のものでしかない。

「外部からかなり大量に流れ込んできたみたいでして～、危うく取り込まれて悪霊になるところでした～」

「そこまで!?」

　お華がしれっと言い放った言葉に、驚いて絶叫するミリアム。

　幽霊なのに瘴気を浄化できる、ということから察せられるかもしれないが、こんなに緩いのにお華はなかなか霊格の高い守護霊である。

　そんなお華が危うく悪霊になりかけるぐらいだから、その瘴気は質も量もかなりのものだったのは間違いない。

　なお、お華が春菜の存在を感知していたのにこの場にすぐに来られなかったのも、瘴気の処理をした際の反動により、しばらく身動きが取れなくなっていたことが原因だ。

　その際に引き留めるように霊波を飛ばしたのだが、春菜も宏も人間が収集可能な範囲になるまでほとんどの情報をフィルターで遮断してしまっている。

　へばっているお華が放った霊波程度では、認識すらしてもらえなかったのである。

「もしかして、その瘴気をそのままにしてたら、この隠れ里も危なかったですか？」

「そうですね～。すぐにどうこうってことはないとは思いますけど～、あんまり楽しいことにはならない気はしますね～……」

　ミリアムの問いに対し、幼さが残る顔を曇らせながらそう答えるお華。

　この隠れ里は異界化している関係で、流れ込んできた瘴気の逃げ場がほとんどない。

　入口も限られているので問題になることは少ないが、あまり濃度が高い瘴気が大量に流れ込んでくると、出口で詰まって出ていくまでにかなり時間がかかってしまうのだ。

　言ってしまえば、大雨などで排水溝に大量に水が流れ込んだ際、時折下水があふれてくるようなものである。

　邪神教団が活躍していた地域の状況を見れば、それがどれほど致命的なことかは想像に難くない。

「それにしても、春菜ちゃんが女神さまになっているとは思いませんでしたね～」

「……えっ？」

「もう一人神さまがいましたけど、もしかして春菜ちゃんの彼氏さんなのかしら～？」

「ど、どどど、どういうことですか!?」

　お華の爆弾発言に、全力で動揺したミリアムが引きつった声であせり気味に質問する。

「どういうことと言われましても～……」

　ミリアムの問いに、困ったようにそう答えるしかないお華。

　はっきり言って、そのあたりはお華のほうが知りたい。

「それにしても、どうしましょうか～……」

「さすがに、お華さんがあの人達を追いかける、っていうのは危険すぎますからねえ……」

　頬ほおに手を当て、困ったように話し合うお華とミリアム。

　非実体で怨霊的な能力もないお華は、基本的に戦闘能力が皆無である。

　しかも、守護している領域以外では霊視能力を持つ者にしか見えない日本と違い、こちらは意図して姿を消すか極端に消耗しているとき以外は、半透明の姿で誰にでも見えてしまう。

　半透明というのがまた問題で、事情を知らない人間からは比較的高位のアンデッドであるレイスやスペクターと間違われてしまうのだ。

　幽霊なので、アンデッドだと言われても間違いではないのがまたつらいところである。

　結果として、問答無用で攻撃される可能性が非常に高く、浄化系はともかくそれ以外の精神ダメージ系攻撃を食らえば、下手をすれば一撃で消滅してしまう可能性すらある。

　それだけのリスクを冒してどこに行ったか分からない人間を探し回るとなると、二の足を踏んでしまうのも仕方がないところであろう。

　いくら霊格が高かろうと、所しょ詮せんは幽霊。案外脆ぜい弱じゃくなのである。

「ミリアムさん……。先ほど、なんだかすさまじい存在が来ていませんでしたか？」

　そこへ、何やら感じるものがあったらしく、ヴァンパイアの男性がその場に飛んでくる。

「ああ、ロベルトさん。実は先ほど、お華さんのお知り合いらしい方がいらっしゃっていたのですが……」

「声をかける前に出ていっちゃったんですよね～」

「……お華さんのお知り合いということは、探していた方だと思うのですが、人間じゃなかったんですか？」

「こちらに飛ばされてきたときは、人間だったはずなんですけどね～。いったい何があったのか、しっかり女神様に神化してしまっていまして～」

　ロベルトと呼ばれたヴァンパイアの問いに、そんな答えを返すミリアムとお華。

　ミリアムとお華の、それも特にお華の答えに、思わず頭を抱えるロベルト。

　知り合いが神化に至るなどという大事件に対して、お華の反応はあまりにも緩すぎる。

　もっとも、お華の場合、人間や動植物から神化した知り合いが多数おり、本人もあと二百年もすれば霊格が高い守護霊から最下級の神に神化する。

　春菜が女神になったぐらいでは、困りはしても驚くには値しない。

　まあ、困るなどといっても、保護者達にどう説明すればいいのかという程度なので、実のところ大して困るわけでもないのだが。

「まあ、なってしまったものは仕方ありませんよね～。問題は、私がこれからどうするかですけど～……」

「仕方ないで済むようなことではない気もしますが……」

「私達が何をどうしたところで～、春菜ちゃんが人間に戻るわけでもありませんから～」

「いやまあ、そうなんですけど……」

　身も蓋ふたもないお華の言葉に、反論しようにも反論の言葉が思いつかずにそう返すしかないロベルト。

　仮にも吸血鬼の真祖だというのに、年齢的にもはるかに年下であるはずのお華にいいようにあしらわれているあたり、いろいろと形無しである。

「発見したことだけは報告するとしまして～、あとはどうしたものでしょうね～」

「先ほどの瘴気を考えると、下手に外に出るのは危険すぎますからね……」

「本当に、申しわけありません……」

　頬に手を当てながら困ったように言うお華に、ロベルトが同じように困った表情で先ほどから繰り返し指摘されている問題点を口にする。

　そんな二人に対し、平身低頭して謝罪するミリアム。

　隠れ里としては下手に受け入れられなかったという事情があるとはいえ、引き止められなかったのは考えれば考えるほど致命的なミスのような気がしてならない。

　お華の知り合い云うん々ぬんを抜きにしても、外の情報を知っているという点を考えれば、やはりそのまま帰らせてしまったのは大失敗だろう。

「春菜ちゃんが神化してしまっていたことも～、すぐに帰っちゃったことも～、今更どうしようもありませんから～、今後どう動くかを考えないとですね～」

「そういえば、先ほどの瘴気、もしかしてお華さんがお探しになっていた方というのが関係しているのではないでしょうか？」

「春菜ちゃんと瘴気は性質的に正反対なので～、少なくとも発生源ではないと思いますよ～」

「そうですか」

「なぜ、そう思いましたか～？」

「お華さんがあわやというところまで追い込まれた瘴気となると、神が絡んでいてもおかしくはないかと思いましてね。しかも、来訪のタイミングが、お華さんが瘴気を処理なさった直後というのも出来すぎている」

　ロベルトの言葉に、確かにそういう穿うがった見方をしても仕方がないかもしれないと納得するお華。

　真祖のヴァンパイアといえど、離れたところであんな短時間しか滞在しなかった神の性質を細かく判断できるほど、霊的な資質は高くない。

　しかも春菜の場合、先祖にかなり純度が高くて力の強い混こん沌とんの神が交ざっている関係上、持っている権能の二番目が『混沌』である。

　これで性質的には瘴気を浄化する力のほうが圧倒的に強いなど、お華のような特殊な存在か巫み女こでもない限り分からないだろう。

　なお、アルケニーはそういう面では普通の人なので、春菜や宏ぐらいのレベルで偽装されてしまうと、神であることなど見抜けない。

「まあ、多分ないとは思いますけど～、全く無関係とまでは断言できませんね～」

「そうですか」

「ただ、春菜ちゃんの性格やさっき感じ取った権能の性質上～、意図的にこの里に何かしようとしたということは～、まずありえないとは言い切れますよ～」

「お華さんがそうおっしゃるのであれば、とりあえずは信じておきます」

　お華の言葉に対し、半信半疑であることを崩さぬままそう告げるロベルト。

　お華は信用できても、顔も知らぬ神を全面的に信用する気はないらしい。

　実際、この里に流れ込んだ瘴気というのは、宏がインスタントラーメン工場で力を大きく増やした影響で、消滅しかかった邪神の欠片かけらが瘴気に転じながら里に通じる地脈に転がり落ちたものである。

　地脈に転がり落ちたのは偶然であり、また、地脈に落ちていなければ数日で拡散して消滅していたものなので、ひどく運が悪かったとしか言いようがない。

　さすがにこれを宏や春菜のせいにするのは酷な話だが、ロベルトの疑いは間違ってもいないのだった。

「何にしても、お華さんがこのまま外に探しに行くというのはお勧めできません。外がどうなっているか分からない上に、先ほどのお客人がどこから来てどこへ向かっていったのか、全く手掛かりがありません」

「そうですね～。二重遭難の危険もありますし～、大人しく迎えが来るか春菜ちゃん達がもう一度訪れるまでここで待っていることにしますね～」

　これ以上は実のないであろう議論を切り上げたミリアムの言葉に同意し、大人しくしていることを告げるお華。

　こうして、春菜が日本に帰って再び迎えに来るまで、この里で待ちぼうけさせられることになるお華であった。
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「宏君、そろそろご飯だよ」

「もうそないな時間か」

　約二時間後。神の城に戻ってきてすぐに作業を始めた宏を、春菜が昼食のために呼びに来た。

「まあ、ちょうど区切りのとこやし、飯はゆっくり食えそうやわ」

「そうなんだ。どんな感じ？」

「あとは、染料と飾りパーツの反応が落ち着いて定着したら、機能解放をやって終わり、っちゅうとこやな」

「そっか。その反応が落ち着くまでに結構かかりそうなの？」

「反応が終わるまで十分ぐらいやから、そない時間かかるっちゅうわけやないんやけどな。別に反応が終わってからすぐに機能解放せなあかんわけやないから、細かいことは気にせんでもええやろう」

「なるほどね」

　宏の説明に頷き、食堂へ移動する二人。

　この城では、調理はともかく給仕や配膳はオートマタやリビングドールがやってくれるため、料理が完成すれば春菜は一緒に座って待っていられる。

「ほんで、昼は何作ったん？」

「このお城でキノコがいろいろ採れたから、キノコご飯を中心にしたキノコ尽くしかな。もちろん、キノコ以外の野菜とかもいっぱい使ってるけど、ちょっと肉類少なめ」

「そら美う味まそうやな」

　春菜の説明を聞き、上機嫌に笑顔を作る宏。割とキノコ類は好きなので、微妙にテンションが上がっているのだ。

　余談ながら、そのキノコ狩りにはライムと冬とう華かが一緒に来ていた。そのままの流れでレラとファム、ローリエを交えて一緒に料理をし、春菜以外は味見やつまみ食いに近い形で昼食を終えている。

　なお現在、ファムとライム、冬華は昼寝に入っており、レラとローリエがそれぞれの部屋に運んでいる最中だ。

　本来なら教育のために自分達と一緒に食事をさせたい春菜ではあるが、現在の冬華は肉体的に不安定であるために、すぐに電池切れのような形で眠ってしまう。

　今回もそろそろ電池が切れる頃だと分かっていたため、何も食べさせないよりはいいと判断して食堂で先に食べさせたのである。ファム達はその冬華に付き合ってご飯を食べてくれたのだ。

　これまた、冬華みたいな小さな子供を一人で食事させるのはよくない、という春菜の判断に全員が賛成し、ある程度のしつけもかねて同じメニューを一緒に食べたのである。

　なお、ライムは春菜が言っていた意味を理解してはいないが、ご飯はみんなで一緒に食べたほうが美お味いしいのは分かっているので、喜んで冬華と一緒にご飯を食べていた。

「因みに自信作は三種のキノコのホイル焼き」

　転移機能で食堂の前に移動しながら、今日のメニューについて話に花を咲かせる宏と春菜。

　食堂に入ると、妙に難しい顔をしている真琴の姿が。

「あれ？　真琴さんどうしたの？」

「さっき、新しい刀の慣らしもかねて、軽くダンジョンで訓練してたんだけどね……」

　そこまで告げて、深いため息をつく真琴。さすがに作り手だけあって、その言葉だけで宏は真琴の現状にピンときたらしい。

「もしかして、上う手まいこと使えん感じ？」

「そもそも、合体状態の維持にも苦労してる感じね」

「っちゅうても、それ以上の調整は無理やで」

「でしょうね……」

　宏の言葉に、もう一度ため息をつく真琴。

　宏が真琴のために作っていた刀。インスタントラーメン工場の一件が始まる前にはすでに受け取っており、澪の素材集めに付き合ったときなどに訓練もかねてちょくちょく使ってはいた。

　が、納められる鞘さやがないという理由で二本の刀に分離している関係で、二本の合体状態の維持自体がかなりの難易度になってしまっており、そこに苦労しているのである。

　宏でもこれ以上の調整が不可能であることは、言われるまでもなく分かっていた。そうでなければ、あれほどまでに製作に苦労するわけがない。

　なお、繊維ダンジョンの時は、真琴は神器の刀をほとんど振るっていない。別に出し惜しみしたわけでも使いこなせなくて使わなかったわけでもなく、単純に真琴が攻撃する機会そのものが少なかったのだ。

　また、合体状態の維持に苦労している、といっても、雑魚との戦闘に支障をきたすほど扱いに苦労しているわけではない。

　普通の雑魚戦なら十分な時間である十五分程度の合体の維持は問題なく行えているし、特に意識しなくても発動できる初級や中級のスキルならいくら使っても分離してしまうようなことはない。

　ただし、深い集中が必要となる上級スキルを使おうとすると即座に分離するので、使いこなしているとは口が裂けても言えない。

　故に、真琴は思い切りへこんでしまうのである。

「ねえ、宏君。分離機構なしはどうしても無理なの？」

「鞘がなあ、今ある素材、どころかこの世界の素材ではまず間違いなく無理やからなあ」

「そっか」

「なんぞ、僕の権能使いこなせば素材なんぞなくても何でも作れる、っちゅう話やけど、到底そんな風には思えんでなあ……」

「そうだよね。もっといろいろできるって言われても、私達だと本当に？　って疑いが先に立っちゃうんだよね」

　真琴につられるように、深く深くため息をつく宏と春菜。

　どれもこれも一朝一夕でどうにかなるものでもないが、それでもいろいろな意味で前途が多難そうなのがつらい。

「結局は、練習あるのみやねんなあ……」

「ただ、真琴さんはともかく、私とか宏君って、練習しちゃっていいのか気になっちゃうんだよね……」

「失敗したり加減間違えたりしたら、冗談抜きで世界崩壊の危機とかにつながりかねんからなあ……」

　いろいろあって神になってしまった二人の深い嘆き。物騒なことを言っているが、決して誇張表現でも何でもないのが厄介なところであろう。

　それでも、一度死んで復活する、という分かりやすいプロセスを経た上で、アルフェミナから細かい説明を受けた春菜はまだいい。

　生産系プレイヤーとして当たり前の行動を重ねた結果、意図せずに条件を満たして気がつけば神になってしまった宏の場合、自分が神となった自覚すら最近になってようやく芽生えたところであり、どうしてもそのあたりの感覚が曖昧である。

　それゆえに潜在的なスペックは春菜をはるかに凌りょう駕がしていながら、宏のできることは人間であったころとそれほど変わっていなかったりする。

　せいぜいが無意識に素材の品質を最高級品に作り替えたり、本来その材料からはどう逆立ちしても作れないものを作ってのけたりする程度だ。

　幸いにして、宏の権能は宏自身の認識力と想像力に依存し、確実にできると明確に認識していること以外はできないため、無意識のうちにその力を暴走させて破滅を引き起こす、ということはまず起こらない。

　だがそれは、裏を返せば、できると認識すればどんなとんでもないことでもできてしまう、ということでもある。

　そのため、生産でヒャッハーしてテンションが上がっているときは、とんでもないものを作ってしまってシャレにならない影響を世界に与えてしまいかねないという問題がある。




　自分が何をできるか把握していない創造神ほど危険な存在はない。




　把握できていないだけに自身の権能に対する防御や保護が甘く、知らぬ間に力をかすめ取られたり第三者に悪用されたりする事例は、神々の世界において枚挙にいとまがない。

　とはいえ、人間をはじめとした生物から創造神に神化した存在は全員、度合いの差はあれ神になった直後は神になった自覚が薄く、できることをほとんど把握していない。

　なので、神としての自覚と権能の把握のためにある程度の期間は必要だとして、先輩の神々がフォローや後始末をしてくれるのが通例となっている。

　もっとも、それはあくまでも『ある程度の期間』だ。

　ちょっと待っててと頼む時間の単位に恒ごう河が沙しゃだの阿あ僧そう祇ぎだのが平気で出てくるような時間感覚を持っているのが創造神をはじめとした高位の神や仏の世界ではあるが、一応期限は期限だ。権能の把握と制御のための練習は、いずれ避けて通れない問題として立ちふさがってくるのである。

　余談ながら、宏と春菜の時間感覚は現在、このあたりの神々特有の気が長すぎるものと五分前行動を普通とするちょっと真面目系の普通の人間のものとが共存している。

「その点、達也はいいわよね。さっきのダンジョンでも杖つえの扱いに苦労してる様子はなかったし」

「そうでもねえぞ。あの杖使うと、肉体的な負荷がねえってだけで常時地脈接続してるのと変わらねえ状態になるから、ちょっと手元狂わせると暴発させそうになるんだよ」

「でも、使えないわけじゃないんでしょ？」

「まあ、もうちょいで完全にコツはつかめそうだから、あとは場数ってところだな。単に普通に戦闘する分には聖せい天てん八はっ極きょく砲ほうで弾幕張るほどの難易度はねえから、素材が揃う頃には多分普段使いには困らなくなってると思うぞ」

「あたし達より、はるかに使いこなせてるじゃない。こっちはそれ以前の段階だってのにさ……」

「そうは言うがな。あくまで普段使う分にはどうにかなりそうだってだけで、地脈接続とかエナジーライアットとか、練習できそうにない類たぐいのはいろいろ不安要素があるんだが」

　特にエクストラスキルであるエナジーライアットがやばそうだ、という達也の言葉に、その特性を思い出して遠い目をする一同。神器を使って一切加減せずに撃ったエナジーライアットは、月ぐらい粉砕してしまうんじゃないかという不安がよぎってくる。

「……ボクだけ、そういう悩みと無縁……」

　宏達の会話を聞いていた澪が、寂しそうにぽつりと呟つぶやく。

　彼女に関しては、制御すらまともにできないようなエクストラスキルの類も持っていなければ、まだ神器装備も完成していない。故に、強力すぎるあれこれの扱いに悩む、という話題からは完全に外されてしまう。

「そこは安心し。兄貴ですらこれやねんから、どうせ神弓ができたらしばらくはその性能に振り回されるに決まっとんでな」

「それはそれで、あんまり嬉うれしくない」

　いつの間にか入ってきたオートマタが並べていく料理に見入りながら、宏の予言に微妙な表情を浮かべる澪。

　苦労を共有できないのも寂しいが、かといって別段、進んで扱いの難しい装備に振り回されたいわけでもない。

　そのあたりはいろいろ複雑なのだ。

「まあ、その辺の話は置いといて、せっかく出てきたんやから飯にしよか」

「……そうね。基本的に、練習あるのみって結論しか出ない悩みだし、グダグダ言ってても仕方がないものね」

　そう言って、いただきますの挨拶もそこそこに箸を取り、目立つ場所にドドンと置かれた焼きマツタケをつまむ真琴。超絶的な技術で焼き上げられたマツタケは、その香り高さを引き立てて食べる者の幸福感をこれでもかと引きずり出してくれる。

　もっとも、マツタケは香りはともかく、味という面では単体で食べても案外大したことはない。シイタケやシメジに比べれば、どうしても味の印象は薄くなる。

　しかも、焼きと土瓶蒸しで出されたマツタケも、申しわけ程度に添えられた肉料理のソースに使われたトリュフも、今回のキノコ尽くしに限って言えば最高級のキノコではない。

　そのキノコは、ホイル焼きとキノコご飯の中に潜んでいた。

「……なあ、春菜。このキノコ、見たことないんだが何のキノコだ？」

　真琴がマツタケに手をつけるとほぼ同じタイミングで、達也がホイル焼きの中から引っ張り出した、見たことのない形状をした正体不明のキノコ。それについて怪け訝げんな顔をしながら、達也が春菜に問う。

「このお城で採れた、多分今まで未発見のキノコ。神力的な何かがあふれてたから、まず間違いなく体に害はないよ」

「それ、違う意味で食って大丈夫なのか、って疑問があるんだが……」

「大丈夫大丈夫。神米とかリヴァイアサンとか食べまくってるんだから、今更だって。それに、そのキノコすっごく美味しいから」

　笑顔でにこやかに断言する春菜に、違う意味での不安が大きくなる達也。

　味については、最初から心配していない。恐らく、腹を壊すとかそっち方面の意味においては、食って大丈夫だというのも事実だろう。

　だが、パラメーター上昇とか種族的な何かとか、その絡みについて取り返しのつかないことになりそうな、そんな言いようのない不安がどうにもぬぐいきれない。

　そもそもの話、女神である春菜と単なる人間にすぎない達也とでは、「大丈夫」の基準は大きく違うはずだ。

　そうでなくても春菜の場合、これまでも食って死なないからという理由でとんでもない材料を調理してきた前科を持つ。

　それで腹を壊したことがないのは事実だが、時折死ななければいいというものでもないだろうと突っ込みたくなる食材を出してくる女の言い分をどこまで信用すべきかは、永遠の課題であろう。

「……」

「……」

「……」

　食うべきかスルーすべきか真剣に悩んでいた達也が、真琴と澪も同じように難しい顔で正体不明のキノコを睨にらんでいることに気がつく。どうやら、同じ疑問、というか不信感を抱いたらしい。

　その達也の視線を察知した真琴と澪が、考えを問いかけるように達也に視線を向ける。

　目と目でいろいろ通じ合った後、お互いに牽けん制せいし合うように、押し付け合うようにアイコンタクトをかわし合う。

　そんな達也達の不毛なやり取りを無視して、シイタケの天ぷらを平らげた宏がホイル焼きの攻略に取り掛かる。

　肉体的にも存在的にもその手の問題とは無縁なだけに、春菜が作るものに警戒する必要を感じないのだろう。

「このキノコ、ごっつ美味いやん」

「でしょ？」

「味も香りも、今まで食べたことあるキノコの中で最高やな、これ」

「私もちょっとびっくりしたよ。味だけじゃなくて栄養価も高いし、間違いなく究極のキノコだよね」
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　ホイル焼きとキノコご飯をバクバク食べながら、そんな風に楽しそうに語り合う宏と春菜。

　話をしながらおすすめの食べ方を示したり、場合によっては自分の箸で相手の皿に料理を取り分けて移したりと、第三者が割って入りづらい親密な空間を作り上げている。

　その光景だけを見ていれば間違いなく、他人からは恋人同士として扱われるであろうやり取りである。

　が、残念ながら宏はおろかラブラブ光線を垂れ流しにしている春菜ですら、今回は恋愛感情一切関係なく料理人目線で目の前の食事について語り合っている。

　この二人が友達以上恋人未満的な関係からまるで進展しないのは、せっかくある程度女性恐怖症を乗り越えたというのに自身の恋愛感情について向き合う勇気がないヘタレな宏が一番の問題なのは確かだが、こんな風に計算でも何でもなく素で恋愛系のイベントをスルーしてしまう春菜の側にもかなり問題があるのは間違いないだろう。

　友達からスタートする形でお互いのことをよく知って、気がついたらお互いに惹ひかれ合っているような、ある意味では当たり前の形で恋をしたい、という願望を抱いていた春菜。

　日本にいたころにその望みを叶かなえられなかった原因の大部分は、寄ってくる男がそういう恋愛ができるような手合いではなかったことにあるのだが、せっかくの機会をこういう形でスルーして潰している春菜自身も大概ダメダメである。

　そんな、女のほうが男にぞっこんだとは思えない光景とは裏腹に、甘さのかけらも感じさせないやり取りを見ていた達也達が、なんとなく吹っ切れた顔でキノコを口にする。

　別に宏達にあてられたわけでもないのだが、なんとなくいろんな意味でどうでもよくなってしまったのだ。

「……確かに、このキノコうめえなあ……」

「……このメニューでマツタケありがたがってたあたしって、何なのかしらね……」

「……真琴姉、そのあたりのこと考えたら、日本に帰ったあと何も食べられなくなる」

「……そうね。ってかこのキノコ、妙に力が湧いてくるんだけど……」

「そこはもう、神の城で採れた高品質の神の食材だから、で済ませるべき。髭ひげの配管工が巨大化しそうなキノコぐらい、あっても全然おかしくない」

　キノコ尽くしだというのにほかのキノコを脇役にしてしまった謎キノコに、あっという間に降参する達也達。

　不安を口にしていたのも最初だけで、気がつけば黙々とキノコご飯とホイル焼きを平らげる作業に集中してしまう。

「今回はキノコご飯とホイル焼きやったけど、天ぷらとか蒸せい籠ろう蒸しとか、あと鍋も美味そうやな、この謎キノコ」

「そうだね。まだまだいっぱい収穫してるから、また今度折を見ていろいろ試してみるよ」

　なんとなく無言になっている達也達三人を横目に、さらに美味い食べ方を検討し始める宏と春菜。いつものことではあるが、基本的にどこまでいっても色気より食い気の二人だ。

　この点にあえてフォローを入れるならば、このキノコに関しては、宏と春菜がどんな食べ方が美味いかに意識が向いてしまうのも、仕方がない部分はある。

　何しろこのキノコ、煮てよし焼いてよし揚げてよし、ダシに使っても美味く、どんな調味料と合わせてもそれぞれの個性と最高に調和する、無敵のキノコなのだ。料理人がいろいろと調理法を考えてしまうのは当たり前であろう。

　実はこの時、神である宏と春菜を除く全員が神キノコをたくさん食べた影響で、ゲーム的に表現するなら低いほうの能力値がいくつか一ポイントずつ上昇していたのだが、ゲームと違いステータス画面など見ることができない現実世界ゆえに、最後まで誰もそのことに気がつかなかったのであった。








邪神編　第三四話






「……おかしいわね……」

　煉れん獄ごく上層。

　入ってすぐに遭遇したモンスターとの戦闘を終えたところで、合体状態の刀を眺め、真ま琴ことが微妙に首をかしげる。

　その後ろには、三枚におろされたケルベロスの死体が大量に転がっていた。

「どうしたの、真琴さん？」

「さっきまでに比べて、やけに刀の合体状態が維持しやすいのよ」

　春はる菜なにそう答えながら、『どうにも納得がいかない』とばかりに、神器・虚神刀を睨にらみつける真琴。先ほどまでの扱いにくさはどこに消えたと、小一時間ほど問い詰めたくなる。

　そもそもこの虚神刀、異常なまでに合体状態が維持しにくいのも当然で、相反する属性を持つ刀の神器二振りを強引に合体させて形成しているのだ。下手をするとお互いに相手を打ち消しあって消滅しかねないのだから、むしろホイホイ合体できるほうがおかしい。

　そこまで無茶なことをしている刀だけに性能は絶大で、虚神刀にかかれば物理無効だろうが絶対無敵だろうが関係なく、どんなものでもスパスパ軽快にあっさり斬れる。刃を地面に向けて手を離せば、鍔つばで引っかかるまで何の抵抗もなく地面に埋まっていくくらいだ。

　しかもこの虚神刀、人間が扱えるように、何重にもリミッターをかけてこの性能だ。

　人間がかろうじて扱える、というところまで性能を落としているがゆえに、製作者である宏ひろしをはじめとした神々を本当の意味で斬るには最低でもエクストラスキルを使う必要があるが、逆に人間が扱えるところまでリミッターをかけていてさえ、神殺しが可能になっているともいえる。

　これまで宏が作ったものの中で、一、二を争うほどヤバいものなのは間違いない。

　この場合問題なのは、仲間のために神殺しが可能なものをホイホイ作ってしまう宏が、神殺しが可能な刀ですら一番ヤバいものだと断言できないところである。

「神衣のせいじゃねえのか？」

「それも考えたんだけどさ、この服って能力値の底上げとか、そのあたりの機能はないのよね？」

「一応あるにはあるんやけど、増幅しすぎてえらいことなるから、生命力とかのリソース系能力以外はスイッチ式にしてんねんわ」

「だったら、そいつを無意識に起動してるってことはないのか？」

「オンにしとったら、あんなもんではすまんでな」

　達たつ也やの思いつきに対し、一番ありそうな要素を明確に否定する宏。

　そもそも、神衣の能力値増幅機能についてあえて説明しなかったのは、それが決して他の神器の制御にプラスになる要素ではないからである。

　むしろ、ベースとなる使い手の能力が伸びれば伸びるほど、神器の暴れ馬ぶりはひどくなっていく。それが当人が鍛えて伸ばした能力ではなく、アイテムなどで強化したものの場合は、さらに制御が困難になるというへそ曲がり仕様になっているのが神器というものだ。

　宏が神しん[image: ]ぷレグルスや神しん鎧がいオストソルの制御に困っていないのは、作ったのが宏自身であるのもさることながら、神器がへそを曲げる気をなくすほど圧倒的な制御能力を持っていることが大きい。

「ただまあ、神衣の影響っちゅう可能性自体は否定できんわ」

「というと？」

「基本的に神器っちゅうやつはへそ曲がりで、使いこなしたいんやったら俺に認めさせてみい、っちゅう感じでやたら使い手に負荷かけるんやけどな。神衣だけはコア素材が春菜さんの血肉やからか、他のんに比べたら着用者に対してはものすごい穏やかやねんわ。せやから、もしかしてやけど、あまりに苦労しとる真琴さんを見かねて、こっそり補助とかしてくれとる可能性はあるでな」

「なるほどね」

　宏の言葉に、なんとなく納得した様子を見せる真琴。春菜の性質を引き継いでいるなら、そういう面で穏やかなのはありそうな話だ。

「ただまあ、穏やかっちゅうたところで神器は神器やから、ちゃう形で試練みたいなんはあるみたいやけどな」

「……どんな？　って聞こうかと思ったんだけど、なんとなく分かっちゃったよ……」

　宏の言葉に、どことなく遠い目をしながらケルベロスの死体が山積みされているはずの方向に視線を向ける春菜。

　その視線の先には、ケルベロスの死体から変化した魔剣・ケルベロスファングの山が。

「いくらなんでも、あれはやりすぎだと思うんだ……」

「確か、魔剣化の確率って大体〇・〇二パーセントぐらいやったっけ？」

「大体そんなものかな」

　仕留めたケルベロス数十体が全て魔剣になったのを見て、そのありえなさを論じる春菜と宏。確率はゼロではないので絶対に起こらないとは言えないが、普通〇パーセントとして扱われるような数字ではある。

　余談だが、〇・〇二パーセントというのは、ネットゲームなどでは一般的な上級レアアイテムのドロップ率である。

　レアアイテムがすなわちいいものであるわけではなく、また〇・〇二パーセントの確率で落とすアイテムが必ずしもレアアイテムというわけでもないため、この〇・〇二パーセントという確率に翻ほん弄ろうされて恨みを抱いているプレイヤーは少なくない。

「ねえ、師匠。この産廃どうする？　というか、まだファーレーンのバルド戦で拾ったやつも処分してないのに、こんなに大量にあって、使い道あるの？」

「どう考えても使い道あらへんのが悩ましいところやな」

「というわけだから、いくら試練の一環でもゴミの大量発生はよくない」

　どうにも使い道のないケルベロスファングの処分に困り、宏の言葉を受ける形で神衣に向かってそんなことまで言ってしまう澪みお。

　言われた神衣のほうも、そんなことを言われても困るに違いない。

　なお、繊維ダンジョンの成果のおかげで、全員分の神衣が無事に完成している。

　余談ながら、神衣は他の防具と組み合わせることができるので、宏も現在は神鎧オストソルの下に着込んでいる。

「……なんか、こう、前途多難ねえ……」

「この調子でドロップが増えるのは、どう考えても面倒だよなあ……」

「そうね。それにしても……」

「どうした？」

「いや、ね。ケルベロスファングって、最終装備でこそないけど、煉獄に来たらまず真っ先に狙うべき武器だったはずなのよね。それがゴミだの産廃だのって、時代が変わったわよね……」

「……それを言えるのは今の俺らだけだから、安心しろ」

　攻略組の廃人であった真琴の、回顧とも嘆きともつかない言葉に、苦笑しながら慰め七割ぐらいの突っ込みを入れる達也。

　ゲームに戻れば、このケルベロスファングの山はオークションで一本数百万クローネの値段でも秒殺されることだろう。

　職人達が引きこもっていて高位装備の修理に難を抱えている『フェアクロ』において、廃人にとって比較的狩りやすく数がこなしやすいケルベロスのレアドロップであることから、ケルベロスファングは煉獄攻略では非常に重要視されている。まずはこの剣を複数入手するところから煉獄の攻略が始まる、といっても過言ではない。

　煉獄で手に入る武器としては最下級だが、それでも他のダンジョンで手に入る大半のボスドロップとは一線を画す性能を誇り、何より煉獄武器固有の特殊能力である与えたダメージに比例する自己修復機能が高確率でついているのだ。

　武器そのものに闇と炎の複合属性がついているため、そのあたりの属性に耐性を持つモンスターが多い煉獄ではやや不利ではあるが、そもそも煉獄では通常攻撃など牽けん制せい以外の役には立たない。

　攻撃スキルの属性は基本的に武器の属性より優先されるのだから、基本スキル攻撃しかしない煉獄では、武器自体の属性相性の悪さなど大したデメリットでもない。

　それらの事情により、狩場を煉獄に移したグループは常時血眼になってケルベロスを追い回し、毎日のように数千匹、数万匹を狩っている。

　狩りをしているのは必ずしも煉獄初心者ばかりではなく、先に進んだが装備が破損して再び予備を確保せざるを得ない上級者や、新しい階層に挑む前の準備として使い潰つぶすためのものを確保しに来ている最前線組も結構な数がいる。

　また、入手しやすく比較的使い潰しやすいという理由から、予備武器を手に入れるための予備武器として、わざわざ片手剣スキルを鍛えてまで使っているプレイヤーも珍しくなく、常に需要が存在するのが本来のケルベロスファングなのだ。

　使い潰すための武器に数百万クローネは高いのではないか、と思われそうだが、そもそも『フェアクロ』にはチロルという通貨単位はない。

　それに、何年もサービスが続いているネットゲームでの数百万は、トップクラスの廃人にとっては基本的にはした金である。オークションでの本気の競り合いだと、数千億ぐらい平気で飛び交うのが、ネトゲ廃人の世界だ。

　もっとも、ケルベロスファングは超が付くほど優秀な武器ではあるが、スペック自体は今の宏が本気を出して全力を注ぎ込んで作ったオリハルコン製の武器に劣る。

　もはやつなぎ装備すら神鋼製で、しかもチーム内の誰も使わない片手剣となると、ゴミだの産廃だの言われ放題でも仕方がないだろう。

「しかし、何だな」

「何よ？」

「考えてみればカタリナの乱のときのケルベロスファング以来、ドロップ装備とは縁がなかったよな？」

「言われてみれば、確かにそうね」

「春菜がいるってのに、今までよくドロップ装備に引っかからなかったもんだな」

「まあ、引いたところで処分に困るだけだから、別にいいんじゃない？」

　次のモンスターが湧く前にと一生懸命ケルベロスファングを回収しながら、そんな益体もない話を続ける達也と真琴。

　神が自らの手で作った神器にかなう装備など存在しない。

　それが分かっているがゆえにできる贅ぜい沢たくな会話であろう。

「しかし、ちょっと疑問なんだが、煉獄でドロップ武器を出すやつってどれぐらいいるんだ？」

「基本的に、ほとんど全部のモンスターが何かの装備に化けるけど……」

「……それ、ヤバくないか？」

「……ヤバいわね。倉庫の不良在庫的な意味で……」

　達也の懸念に、真琴が引きつった顔で同意する。

　宏達が知りうる話ではないが、ゲーム時代の神器ですら、それを超える装備は存在しない。そして、真琴の虚神刀と達也の神しん[image: ]じょうジャスフィニアは、ゲーム時代に存在しなかった、神器を超える神器である。

　神衣に至っては、神の血をダイレクトに使って神の手でその潜在能力を解放されたトンデモ装備であるため、基礎防御力だけでも煉獄産の最上位防具で固めた戦闘廃人の防御力を超える。

　宏が今までと変わらないノリで作っては強化するためいまいち実感が湧かないが、すでにスペック勝負はインフレなんて言葉で言い表せない領域に突入してしまっているのだ。

　そんな状況で半端な高性能装備など大量にドロップしても、うかつに処分できない不良在庫として倉庫に積み上がるだけである。

　煉獄産の武器は素材にするにしても余計な特性がついているぶん使いづらく、さらにそれで作ったものも結局使い道がない点はあまり変わらない。

「さっき澪が突っ込み入れてたし、さすがにいくら何でも出てくるモンスター全部がドロップアイテムに化けたりはしないでしょ」

「そうだよな。春菜の血肉が入ってんだし、素材が一切取れなくなるような真似はしないよな、多分」

「でも、春はる姉ねえの血だし、試練は試練、とか言ってこのままいく可能性もある」

「せっかく頑張って気休め言ってんだから、そういうこと言わないでくれる？」

「達たつ兄にい、真琴姉、現実はちゃんと直視する」

　前途に不安が残る状況に、祈るように軽口を叩たたき合う達也と真琴、澪ではあったが……

「げっ。エキドナが全部杖つえに化けやがった」

「うわあ、グロリアスペインが山盛り……」

「元から誰も使わない槍やりとかメイスとか、どうしたらいいんだろうね？」

　やはり神衣の試練に甘さなど一切なく、情け容赦なくモンスターが不要な装備品に化けていく。

　さらには、

「うわあ、懐かしい。アンチェインじゃない」

「どうしたんだ？」

「こっちに来る前、あたしこれがメインウェポンだったのよ」

「へぇ？　そういやお前さん、基本は大剣使いだったよな」

「そうそう。って、えっ？　なんで虚神刀が反応してんのよ？　ってちょっと待った！　危ないから暴れるな！」

「あ～、俺以外を使おうとするなってか……」

　へそを曲げた神器が中ボスドロップの武器を粉砕して回ったりと、中層を突破するころには精神的にへとへとになって遠い目をする羽目になる宏達であった。




　　　　☆




「なかなか、狙ってんのは出えへんなあ……」

　煉獄中層のボス、デーモンアポカリプスの死体から神器素材であるネメシスブラッドを引っこ抜きながら、宏がうんざりした感じでぼやく。

　もうそろそろ下層に至ろうかという現在、宏達はいまだに神衣の試練と物欲センサーを相手に苦戦を強いられていた。

「これ、こっち来た頃に手に入っとったらまだよかったんやけどなあ……」

「それ、何なのよ？」

「ネメシスブラッドや」

「あ～……」

　ネメシスブラッドと聞き、心底納得してしまう真琴。微妙にうんざりした表情が浮かんでいるのも、ある面では仕方があるまい。

　ネメシスブラッドは大剣の神器・神剛剣ユピテルのコア素材である。こちらに飛ばされる直前のころ、真琴が必死になって探し求めていた素材でもあった。

　だが、もはやその真琴が己の得物を完全に刀に切り替え、さらに虚神刀というゲーム時代に存在しなかった神器を得た今、完膚なきまでに無用の長物となってしまっている。

「せっかくの素材やから、作ってもかまへんっちゅうたらかまへんねんけどなあ……」

「あたしを取り合って神器と神器の仁義なき争いが勃ぼっ発ぱつとか、シャレにならないから絶対いやよ？」

「真琴さん、それ上う手まいこと言うたつもりか？」

「……ごめん」

　ジト目で宏に突っ込まれ、思わず真っ赤になって謝る真琴。

　思いつきで口にしたものの、自分でも寒すぎたかと思っていたところだったりする。

「でもまあ、ありえないとは言い切れないんだよな、実際」

「そうだよね。さっきまでのドロップ武器に対する反応見てると、むしろそうなると思ったほうが安全かも」

「せやねんなあ。この辺で手に入るドロップ装備粉砕するぐらいやったらええけど、さすがに虚神刀とユピテルが頂上決戦とかやり始めたら、尋常やない被害が出おるからなあ」

　これまでにあったことを思い出し、げんなりした様子でそんなことを言い合う宏達。

　どうやら神器達は非常に独占欲が強いようで、まだ達也を完全に持ち主と認めていない神[image: ]ジャスフィニアですら、達也が拾った杖をさりげなく原子分解していた。

　それでもこれまでつなぎとして使ってきた装備には一応の敬意を払っているようで、一番強い独占欲を見せる虚神刀ですら、真琴が今まで使ってきた刀を手に型練習や素す振ぶりなどをしていても怒らない。また、他にも完全に用途が違う手て斧おのや鉈なた、包丁、ナイフなどには一切興味がないらしく、それらを手に取ったときも全く反応を見せない。

　逆に言えば、自分達と用途がかぶる新参者に対しては非常に厳しいわけで、今後神器はおろか今まで使ってきた装備ですら過剰すぎて使えないような状況において、非常に困ったことになりそうではある。

「この場合、真琴も厄介だがヒロも結構問題があるんじゃねえか？」

「っちゅうと？」

「お前さん、鈍器の神器も作るんだろう？　レグルスと喧けん嘩かにならねえか？」

「そこは考えへんかったなあ。ちょい、レグルスに聞いてみるわ」

「聞いてみるって、そんなことできるのかよ？」

「大おお雑ざっ把ぱなイメージが伝わってくる、ちゅう程度やけどな」

　そう言って、レグルスをじっと見つめる宏。

　十秒ほどで何やら一つ頷うなずくと、結論を口にする。

「好ましくはないけど、武器としてのタイプが結構違うから、そこは譲るんやと」

「武器としてのタイプってのは、この場合何を指してるんだ？」

「いわゆるダメージ特性、っちゅうたらええんかな？　長柄の大型武器や、っちゅうところは同じでも、一応斬撃の要素があるレグルスと、完全に打撃オンリーの鈍器系とでは得意分野が違うからな。さすがにそこまで手ぇ伸ばす気はあらへんけど、鎌とかナイフとかも多分許可は下りると思うで」

「なるほどな。だったら、澪もそんなに問題にはならないか」

「弓と短剣やったら、飛び道具としての性質も用途もほとんどかぶらんから、多分大丈夫やろう」

　神器同士が共存できる具体例を示され、納得して頷く達也達。

　そうなってくると、ダメージ特性も間合いも大きくかぶる虚神刀とユピテルは、どう考えても共存できない。

　厳密に言えば刀と西洋剣では、武器としての扱い方は全くの別物だ。それは、『フェアクロ』においてスキルカテゴリーが別系統になっていることからも分かる。

　故に、せいぜい例外的にサーベルがどちらのカテゴリーでもある程度使えるぐらいで、基本的にお互い相手の系統に含まれる攻撃スキルは一切使えない。

　だが、大雑把な分類となると、大剣と刀、それも太刀とは間合いも用途もダメージ特性もほとんど違いがなくなる。

　ユピテルか虚神刀かのどちらかが斬馬刀サイズであるならまだしも、どちらもサイズは一般的な大きさである。虚神刀は小太刀、脇わき差ざし、太刀の三形態を持ってはいるが、ユピテルより用途が広いことにはなっても、大雑把な分類がかぶる点は変わらない。

　もともとが手に入る刀の性能に限界を感じ、近い扱い方ができる大剣に武器を切り替えた、というのが真琴が大剣使いだった理由なので、ほかのメンバーと違いサブウェポンの特性がかぶっているのは仕方がないところである。

「まあ、そこら辺は置いとくとして、弓とレイピアの素材は、なかなか出てけえへんなあ……」

「もういっそ、シリウスハートでどうにかしたらどうだ？」

「あれ、完全に物理特化の軽戦士仕様やから、いまいち春菜さんには合わんねんなあ」

「なるほどなあ。っつうか、レイピアは二種類あるのか？」

「ぶっちゃけると、大型小型各一種ぐらいしかない斧とか鈍器とかと違うて、刀剣類と槍はものすごい種類あるんよ。せやから、妥協せんと自分に合うやつ作ったほうがええねんわ」

「刀剣類と槍だけ、えらく優遇されてるんだな」

「そら、地球の神話かて、伝説の武器とかは大半が剣か槍やねんから、こっちでもそうなるわな」

　神器について、微妙に世知辛くしょっぱい事実を口にする宏。

　斧や大型鈍器のような重量武器の場合、その性質上基本的に運用方法はほぼ固定されるため、別段種類が少なくても大した問題にはならないが、それでもここまで明確に差別されていると、なんとなく寂しいものはある。

　もっとも、では種類が多ければいいのか、と言われるとそうでもない。

　中には罠わなみたいな妙な性能を持っているものもしれっと仕込まれているし、何より武器の名前もやけに適当なものがゴロゴロある。

　宏がシリウスハートで春菜の武器を作らないのも、性能がいまいち春菜にマッチしていないことだけでなく、『ソードウルフ』などという極めて適当な、とても神器とは思えない名前の剣が出来上がるという理由もあったりするのだ。

　漢字にすると、逆光を浴びながら「貴様らに名乗る名前はない」と言いつつ合体する一九八〇年代後半の某作品を彷ほう彿ふつとさせる名前になるため、それはそれでなんとなく微妙な気分になってしまう。

　それらの理由を考えると、恐らくシリウスハートで神剣を作ることはないだろう。

「で、狙ってるのは何だ？」

「神剣シューティングスターのほうやな。素材としてはメテオアイっちゅうボス属性持ちの悪魔系から取れるもんやから、さっきのデーモンアポカリプスも十分条件は満たしとったんやけど……」

「まあ、しばらくはボス狩りするしかねえだろうさ。今までの感覚からすると、もうしばらくは油断しなけりゃどうとでもなるだろうしな」

「せやなあ」

　達也の言葉に頷く宏。宏と春菜だけで潜れば安全に最深部のボスまで到達できるが、神器に振り回され気味な達也達の訓練を考えるなら、神である二人だけで煉獄をクリアするのはいろいろもったいない。

　達也達が邪神との戦いに参加せず、神の城で留守番をしているだけなら、神器の扱いを練習する必要はない。

　だが、最後まで戦場に居座るかどうかはともかく、ここまで来て全く関わらずに大人しくしているつもりが達也達には一切ない以上、せめて開幕に一撃入れて逃げ切れるぐらいには、神器の扱いに慣熟していなければいけない。

　ゆえに、安全マージンを取りながら時間をかけて煉獄を攻略しているのである。

　とはいえ、主観時間はともかく、実時間であまり長引かせるつもりはない宏達。

　手間がかかりそうと分かった時点で、春菜の時間制御によりダンジョン内の時間の流れを外部とは切り離している。

　そのため、宏達が中で過ごした時間はすでに二日目に入っているが、外はまだ入った日の夕飯時だ。今から探索を切り上げて帰還すれば、ちょうど目を覚ましたであろう冬とう華かと夕食を一緒に食べられる感じである。

「っちゅうたかてまあ、ネメシスブラッドがこの階層ぐらいやし、他の神器素材取ったときのボス考えたら、春菜さん用のメテオアイも澪用のメビウスシードも、そない奥まで行かんでも手に入るはずや。っちゅうか、そうでないとバランスとれん」

「そうだね。さっきのデーモンアポカリプスも、シリウスハートを手に入れた巨大オオカミと強さ的にはそんなに極端な違いはなかったし」

「あとは、物欲センサーがどんぐらい仕事するか、やな……」

「そうだよね……」

　以前にも触れた、ゲーマーにとって最大の敵、物欲センサー。俗にいう妖怪『いちたりない』と並ぶ、世の中の理不尽を象徴する存在だ。

　その脅威については、ある種の剛運の持ち主である春菜ですら無縁ではなかったようで、どう考えても全力で物欲センサーが仕事をしているであろう現状については不安が大きいようである。

　因ちなみに、妖怪『いちたりない』とは、計算間違いや運の悪さ、イレギュラーな事態などで求めていたものに対して何かが一つだけ足りなくなる、という現象を妖怪のせいにしたものである。

　ゲームだと素材やスキルポイントが足りないケースが多く、日常生活でも点数が一点足りなくて合格ラインに届かなかったり、ポイントシールが一枚足りなくて景品がもらえなかったりと、物欲センサーに負けず劣らず広く活躍している妖怪である。

「てかさ、春菜。あんたの能力で確率操作して、物欲センサーを抑えたりとかできないの？」

「残念だけど、私まだ確率関係は派手に状況が荒れる方向にしか制御できないんだ。正直、自分の体質ながら私の因果律攪かく乱らん体質、ものすごくタチが悪くて……」

「……まあ、アルフェミナ様ですら振り回されるくらいだし、制御できないほうが普通かもしれないわねえ……」

「しかも、神衣の試練はまだ継続中みたいだし……」

　春菜の言葉に、思わず遠い目をしてしまう真琴。

　本当に、いろんな意味で前途は多難そうだ。

「とりあえず、そろそろお昼にしようよ」

「そうだな。もっとも、ここはほかのダンジョンと比べても、飯を食うには向いてない環境ではあるが……」

「煉獄、って名前にふさわしい光景だものねえ……」

「達兄、真琴姉。感じから言ってここには長居することになりそうだから、諦めて慣れるしかない」

「だろうなあ……」

「さすがに、繊維ダンジョンのようにはいかないわよねえ……」

　澪の言葉にうんざりしながらも同意し、コテージに入っていく達也達。

　神の城に戻ることもできるのだが、現在かなりの時差が出ていて時差ボケが致命傷になりかねないため、結局コテージを使って寝泊まりと食事をしているのだ。

「しかし、いつ素材集めが終わるのやら……」

「なんかこう、いっぺんはここのラスボス倒さなあかんのちゃうか、っちゅう気がしてならんで」

「私も……」

　神器の、それも神衣の試練の面倒くささもあって、いろいろうんざりした気分を隠せない達也に対し、諦めの言葉を告げる宏と春菜。

　クレストケイブの鉱山ダンジョン以来久しぶりにダンジョン攻略が長期化する、そんな気配を感じさせる煉獄の攻略であった。
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「ふむ。お主らもここを出るのか」

　宏達が煉獄の攻略を開始した直後。神の城の日帰り温泉施設。

　その食堂にて、アンジェリカはシームリットとカカシを相手に食事をしていた。

　二人とも、神の城がマルクトに入った頃からここに常駐しており、ファム達を指導しながら避難民のための農具を作ったり、マルクト兵の装備を製造・修理したりと、目立たないところでかなりたくさんの仕事をしていたのである。

　なお、この二人が城内の食堂ではなく日帰り温泉施設で食事をしている理由は単純で、そこまでの特別扱いは拒否したからだ。なので、彼らは作業場以外、城内に出入りすることはできない。

　余談ながら、日帰り温泉施設はまだ館内全部は稼働していないが、食堂と普通の風呂、それから仮眠室は利用可能な状態で開放されている。

　そのため、敷地内に避難してきている隠れ里の住人や、負傷の後遺症が残ってリハビリ中のマルクト兵などが割と日常的に利用している。

　出てくる料理はリセットとローリエが調整したオートマタが作っているものだが、ベースとなっているデータが春菜のものであるためか、オリジナルからかなり劣化してなお、そこらの宮廷料理人が作る料理より美お味いしいものが出てくる。

　所しょ詮せんは量産型のオートマタなので、扱える食材はいいところトロール鳥までなのだが、実は味だけでいうならテレスより数段美味しいものを作れたりする。

「ああ。ここは使える素材がどれもこれも極上で、機材もオレらが知ってるものとは比べ物にならねえほどいいもの。そのうえ飯も酒も美う味まいっつう天国みたいな環境だが、唯一の鍛か冶じ屋としてはいつまでも村を空けるわけにもいかねえからな」

「そうっすね。それに、ここにいると、おいらの腕がどんなもんかが分かんなくなってくるんっすよね」

「そうそう、それもあるんだよな。何っつうか、素材も機材もよすぎて、いいものができてもオレの腕なのか環境に下げ駄た履かせてもらってんのかが分かんねえんだよな。しかも、一般的な鍛冶屋ってのがいねえから、基準がなあ」

「年長の二人どころかちびっ子達ですら鉄製なら一級品を作るとか、ここは本気でヤバいっすよね」

「さすがにまだまだ追いつかれちゃいねえが、あの姉ちゃん達にはすげえ追い上げ食らってるしなあ、実際」

　そこまで言って、己の現状に思わずため息を漏らすシームリットとカカシ。

　指導者や環境が規格外なのだから、こちらの世界での一番弟子であるファム達が規格外の技量を持ち合わせているのも、ある意味で当然ではある。

　だが、頭ではそれが分かっていても、今まで生きてきた年月の大半を注ぎ込んで築き上げてきた技をどんどん盗まれると、どうしても己の腕に対する自信がぐらついてくる。

　もとより、シームリットもカカシも自分達の腕が一番いいなどという思い上がった考え方とは無縁であり、宏ほど頭ず抜ぬけた存在には素直に負けを認めるだけの柔軟さと謙虚さぐらいは持ち合わせていた。

　直弟子で常に一緒に行動しては指導を受けている澪に負けるのも、そんなものかと特に悔しがったり自信を喪失したりすることもなく受け入れていた。

　しかし、それがファム達のような子供で、しかも鍛冶用ハンマーを持ち始めて一年経つか経たないか、という存在にまで追いつかれそうだとなると、話は別である。

　宏のせいでいろんな意味で突然変異種となったファム達。

　その存在は実に罪作りなようだ。

「職人の世界は門外漢ゆえになんとも言えんが、我にはお主らが嘆くほど腕が悪いようには到底思えんぞ？」

「ここにいるとなあ、その辺の感覚が曖昧になるっつうか、自信とか常識とかがどんどんなくなっていくっつうか……」

「でもまあ、得るものも十分にあったから、自信と常識をすり減らした甲か斐いがあったとは思うっすよ」

「そうだな。カカシにーさんとの試行錯誤の日々は、新しい技もインスピレーションも山ほどゲットできて、今までの職人人生で一番有意義だったと思うぜ」

「おいらもっす。あの技術にあんな使い道があるとか、いろいろ勉強になったっすよ」

　アンジェリカにそう言われ、ここにいた間のことをしみじみと語り合うシームリットとカカシ。

　実際、来る前と今とでは、二人ともその腕に大きな差がある。

　空き時間に宏からアドバイスをもらったことやファム達に指導をしたことに加え、同年代で総合的に見て同程度の腕を持つ、全く傾向や得意分野の違う鍛冶師との交流。それは、まだまだ若いシームリットとカカシにとって、大いにプラスに働いていた。

　特に腕はいいが魔力に劣り発想の柔軟さに欠けるカカシと、歳や経験からすれば腕がいい程度だが魔力の運用と発想に長たけるシームリットの組み合わせは、お互いに足りないところに刺激を与え合う、という意味では最高の組み合わせであった。

　ついでにちょこちょこと役に立ちそうなほかの分野も学んだ結果、今や二人とも自力で魔鉄やミスリルを加工でき、魔力さえ補ってやればオリハルコン製品すら五分五分の確率で生産できるようになっている。

　はっきり言って、クレストケイブ在住のカカシはともかく、シームリットは辺境の集落にすぎないオルガ村にいるような腕ではなくなっている。

「ま、そういうわけで、オレとカカシにーさんは明日にでも地元に戻ることにしたわけだ」

「ふむ。ここも寂しくなるの」

「まあ、地元に戻るっつってもここに来ようと思えば来られるんだし、それにアンジェリカのねーさんとこも、年内には隠れ里に戻るんだろ？」

「うむ。ウォルディスの脅威が去った今、避難を続ける必要もないからの。もっとも、ウォルディスとの国境から避難してきておる者達は、もうしばらく隠れ里で暮らすことになりそうだが」

「だったら、やっぱりオレらがここにいる理由はなくなるよな」

「そうっすね。ねーさんだけだったらヒロシ師匠の仕事っす」

　各々が神の城に来た、もしくは連れてこられた最大の理由である、マルクトとウォルディスの戦争。それが終わった以上、いつまでも居座るような恐れ多い真似はできない。

　本音を言えば、恐らく誰もが許されればここにそのまま暮らしていたいだろう。

　だが、ここにいる誰もが外に残してきたものがあり、外での役割がある。あまりだらだらと居座ってしまうと、戻ったときに暮らしの落差に耐え切れなくなりかねない。

　特にシームリットは、オルガ村唯一の鍛冶屋だ。オクトガル達の協力により、ある程度は村の仕事もカバーしてきたが、それもそろそろ限界になりつつある。故郷に大迷惑をかけた分、必死になって働いて穴埋めしなければならない。

　何より、シームリットはこの場にいるメンバーで唯一の妻帯者だ。いくら住まいが快適であろうが、いくら飯や酒が美味かろうが、嫁のいない場所では魅力も半減である。

「ここにリハビリに来てる連中も慰霊式典までには全員復帰するらしいし、年内にはアズマ工房のメンバーとかねーさんとか以外はいなくなるっぽいよな」

「うむ、そうなるの」

「本気で、ここは一気に人がいなくなるっすね」

「実に寂しくなる」

　様々な別れが同時に訪れようとしていることを悟り、なんとなくしんみりした空気が漂う食堂内。

　そんな空気を読まず、オートマタが酒とモツの味み噌そ煮を運んでくる。

「ま、しんみりすんのも柄じゃねえし、食いおさめ、飲みおさめっつうことで」

「そうっすね。クレストケイブじゃ食えねえっすし」

　運ばれてきた酒と料理に、あっという間に酒飲みの本性をあらわにするシームリットとカカシ。ドワーフらしからぬひょろりとした容姿のカカシではあるが、やはりドワーフはドワーフのようだ。飲み食いは普通のドワーフと全く変わらないらしい。

「……むう」

「あ、そーいやねーさんは味噌が苦手だったか？」

「好みではないが、じー様がウルスでハマったらしくての。帰ってくるたびに味噌の匂いをまとってくるゆえに、最近ではずいぶん慣れてきたわ」

「そうか。でも、慣れたっつっても食えるほどじゃねえんだよな？」

「最近は匂いに我慢すれば食えなくもなくなってきた。じー様がどうしても好みを共有したいらしくてのう。味自体は嫌いではないから、匂いさえ克服すればなんとかなりそうではあるのじゃが、これがなかなかのう……」

「ヴァンパイアは結構嗅覚が鋭いからなあ……」

　そのまま、完全に話題が味噌煮をはじめとした料理のあれこれに移り変わる。

「ふむ、スジ肉の旨うま煮にか。これは我も好物よ」

「醤しょう油ゆはいけるんだな」

「うむ。ゆえに、モツ煮も醤油のものは普通に食うぞ？」

「なるほど。ってことは、ねーさん的には完全に味噌の匂いだけがネックってわけか」

「まあ、得手不得手は人それぞれっす。人生経験が豊富だからって、なんでも食える必要はないっすよ」

　スジ肉の旨煮をご相伴にあずかりながら、そんなことを言い合うシームリットとカカシ。最後だからと張り切ったからか、今日は二人して普段の倍は食べている。

　アンジェリカも幼女形態のまま、ボトル何本という単位で酒を空けて酒豪ぶりをアピールしてのける。

　その後も素材を考えるといろいろ恐れ多い酒の肴さかなが次々と運ばれ、三人だけの最後の宴会は割と遅くまで続くのであった。
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「……屋敷を奪われた頃から、規模以外何ら変わってない、か」

　アンジェリカ達が酒盛りをしているその頃、現在無人となっているヘンドリック達の隠れ里に一人の客が訪れていた。

「しかし、いくら規模が小さくなったとはいえ、結界すら張っておらんとはな。やはり、真祖のヴァンパイアなどといったところで、生ある存在ごときではこれが限界か……」

「それでも、アンデッドになるよりははるかにマシじゃがのう」

　勝手なことを言いながら隠れ里の様子を観察していた男に対し、ヘンドリックが後ろから声をかける。

　ウォルディスとの戦争が最終局面に入ったころに確認されていた、アンデッドのヴァンパイアの大量発生。

　その動かぬ証拠ともいえる存在と、ようやく対たい峙じすることができたのだ。

「久しいのう、アルベルト。どうやら元気ではやっておらんようじゃが、ウォルディスが滅んだ今頃になって派手に動いたのはまた、どういうつもりじゃ？」

「知れたことよ。マルクトとウォルディスがぶつかり合っている時期に動けば、人間どもが全力で潰しにかかってくる。逆に、戦が終わった今なら、戦後処理に手を取られてこちらに割ける戦力などたかが知れている」

「人間を見下した物言いをしておる割には、考えがせこいというか臆病じゃのう」

「下等であると見下すことと、雑魚と見くびることとはまた別問題だ。ヴァンパイア以外の人間種族なんぞ評価に値せん下劣な下等種族だが、数が集まれば戦闘能力だけは我らを脅かすものも現れる。それぐらい、長おさなら分かっておろう？」

　傲ごう慢まんに言い切ったアルベルトに、ヘンドリックが寂しそうな表情を浮かべる。

　青白い肌と明らかに負のエネルギーを発散する生体オーラから、間違いなくアンデッドのヴァンパイアになっているのは分かっていた。

　だが、それを理解していても、かつて目をかけ可愛かわいがっていた人物の口からそういった言葉は聞きたくなかったのだ。

「どういう形で死んだのかは知らん。だがな、アルベルト。アンデッドなんぞになって生き永らえたところで、先などありはせんぞ？」

「ふん、長ともあろうものが世よ迷まい言ごとを。アンデッドに先がない、だと？　では、この寂れ果てて滅びを待つばかりとなった里はどうだ？　時間とともに減っていき、もはや滅びを待つばかりとなった真祖をどう見る？　勢力を簡単に増やせる分、アンデッドになったほうがまだ先があろう？」

「実のところ、そうでもなくなってはおるがの。どうせ、今のお主に言うたところで意味はあるまい」

　アンデッド化したヴァンパイアのイメージそのままに、実に傲慢に振る舞うアルベルト。

　己の無能と無力を弾劾するようなその姿に、内心で血の涙を流しながら表面だけは飄ひょう然ぜんとした態度を取り繕うヘンドリック。

　反省や後悔など、終わってからすればいい。

「さて。確かに儂わしは無能で無力な爺じじいじゃが、お主にそれを笑えるだけの力があるのかの？　先に言うておくが、お主が手下にしたスレイブやレッサーは、お主がアンデッドらしくもない中途半端な感慨にふけっている間に掃除しておいたからの。数の勝負ではなく、純粋にお主自身の力で示さねば、儂より上だと認めるわけにはいかんよ」

「ふん、たかがスレイブやレッサーを駆逐した程度でいい気になるなど、本当に老いたようだな。ならば、言葉どおり一撃で貴様を滅ぼして期待に応えてやろう」

　あえてヘンドリックの挑発に乗り、持てる最大火力の闇属性魔法を準備するアルベルト。

　それを邪魔するでもなく、悠然と待ち構えるヘンドリック。

　妙な緊張感のためか、数分以上にも感じられる十数秒の後、アルベルトが準備していた魔法を発動させる。

「数千年生きた長であることに敬意を表し、私のとっておきであの世に送ってやろう。アビスゲート！」

「やはり、そんなところじゃろうなあ……」

　アルベルトの渾こん身しんの一撃。

　クレストケイブダンジョンの現在のボスである若いベヒモスぐらいなら、当たりどころがよく、かつクリティカルヒットが出れば一撃で落とせるかもしれない必殺の魔法。

　それを鼻で笑ってキャンセルするヘンドリック。

　年季の違いに加え、最近はアズマ工房ウルス本部や神の城にちょくちょく出入りし、これでもかというぐらい濃度が濃い高位エネルギーを蓄え続けてきたヘンドリックにとって、年月により力こそ強くなれど、死人ゆえに学習能力が極端に落ちているアルベルトの雑な攻撃など、無力化するのに大した苦労はないのだ。

「な、なぜだ!?」

「その魔法を教えたのは儂じゃ。それを儂が教えた頃と大差ない精度で扱って、防げんとでも思うたか、この愚か者」

　何事もなかったかのようにあっさりと無力化され、愕がく然ぜんとするアルベルト。

　確かにアンデッドである以上、技量的な意味での成長は難しいが、その分パワーは上がっている。

　単に技量だけでどうにかできるほど、お粗末な技ではないはずなのだ。

　そんなアルベルトの様子に、情けなさを感じるヘンドリック。

　アルベルトがアンデッドになったのがいつのことかは分からないが、それでもこれまでヘンドリックをはじめとした大物に存在を察知されずにいたのだ。

　それだけのことをやってのけたにしては、今のアルベルトはあまりにもお粗末すぎる。

　何らかの要因がアルベルトの存在を上手く隠いん蔽ぺいした、もしくは逆に、もっと優れていたはずのアルベルトを劣化させたのでなければ、説明がつかない。

　だが、ヘンドリック自身がその真相にたどり着くことはないだろう。

　そして、恐らくアルベルトもその答えを知らない。

　答えとなりそうな心当たりは先の戦争の時に、宏達との直接戦闘かオクトガルによる空爆のどちらかによって消滅しているのだから。

「さて、もう話すこともなかろうが、最後に一つ。共に里を出たアルガスとオーレリィはどうした？」

「知らん。連中と別れたのは、ここを出て十年もしない頃だからな。もっとも、別れた状況を考えるに、生きていたとしてもアンデッドかどうかぐらいの違いしかなかろうがな」

「なるほどな。では、ついでだから聞いておくが、里を出たほかの同胞についてはどうじゃ？」

「二人はこの手で殺したが、あとは知らん。殺した二人も損傷が激しすぎて、私の同胞にはなりえないと分かっていたから、復活せんよう燃やした」

「ふむ……。どうやら嘘うそはついておらんようじゃな。まあ、この期に及んで嘘をついたところで、何の意味もないが」

「当たり前だ」

　そのアルベルトの言葉を最後に、お互いに言うべき言葉をなくして沈黙する。

　ふた呼吸ほどの沈黙の後、ヘンドリックが手向けの言葉を口にする。

「さて、もはや語る言葉もないようじゃし、お主をその永遠の牢ろう獄ごくから解放してやろう。我が無能の侘わびとして、お主はまともな方法で浄化するから、安心せよ」

「待て。それはどういう意味だ!?」

「なに、知らぬほうが幸せじゃよ。いずれそちらに行くから、向こうで待っていてくれ」

　アルベルトの問いかけを無視し、一方的に話を切り上げて完全なる世界を発動するヘンドリック。

　アンデッド化した時点で不完全極まりなくなるため、たとえノーライフキングまで進化しても習得不能となるヴァンパイアの真祖固有奥義。

　その圧倒的な浄化能力により、アルベルトはアンデッド化という呪いから解放され、昇天する。

「……今後のアンデッドがどんな目にさらされるかなぞ、本当に知らぬが花じゃよ、アルベルト」

　アルベルトより先に始末した、かつてフィリップとつるんでいたヴァンパイアのアンデッド二人。その始末方法を思い浮かべながら、寂しそうに呟つぶやくヘンドリック。

　さすがにこのシリアスな状況で、増幅状態で録音された般若心経ゴスペルや中サイズの聖職者系ポメで浄化されたアンデッドのヴァンパイアについてなど、引導を渡されようとしている本人には到底教えられるものではない。

「神の城でたっぷり栄養を蓄えたポメはともかく、いかな女神の声とはいえ、録音した歌で抵抗もできんほど完膚なきまでに高位のアンデッドが浄化されるなぞ、本当に聞かんほうがよい情報じゃて……」

　時代は変わったものじゃ、などと言いながら、結界を張りなおして聖職者系ポメをばらまき、アンデッドと戦った痕跡を完全に消し去るヘンドリック。

　その後、神の城に戻った際に幼女形態のまま豪快な酒盛りをしている孫娘を見て、本当に時代は変わったものだと情けなさに目頭を押さえる羽目になるヘンドリックであった。




　　　　☆




「それで、連中は今、どういう状況であるか？」

「あと五層ほどで煉獄の最下層エリアですね。そこまで執念深く粘ったためか、ようやく宏殿と春菜殿以外の神衣も矛を収めようとしています」

「ふむ、ようやくであるか」

　神々の集会所。

　宏達の動向を確認していた神々が、アルフェミナの報告にため息を漏らし、ねぎらいの視線を向ける。

　宏が春菜の染料で染めた服を神衣に加工しなおしたあたりから、時空系の権能をかけらも持ち合わせていない神々ですら分かるほど、因果律や時空間が乱れていた。

　それを必死になって調律し、次々発生する因果律の乱れを潰し、致命的な結果を招かぬよう維持していたアルフェミナの獅子奮迅の活躍は、基本的に相手をからかうことしか考えず余計なことしか言わないダルジャンですら、無条件で認めねぎらってしまうほどのものであった。

「ですが、やはり春菜殿の体質が頑張っていますね。恐らく、もう一周してもメテオアイの入手は厳しいのではないかと思います」

「まあ、そうであろうなあ。吾わが輩はいにも分かるほど乱れておるとなると、確率など全く無意味であろう」

「ここまでとなると正真正銘、それが宿命だとしか思えんのう」

　言いたい放題言ってくれるイグレオスとダルジャンに対し、思わず内心で同意してしまうアルフェミナ。ここまで圧倒的な力の差を見せつけられると、抵抗する気も失うせてくる。

「アルフェミナ、少々よろしいですか？」

「なんですか、レーフィア？」

「こうなってしまえばもはや、彼らが自力でなんとかするのを待っていても負担が増えるだけではないでしょうか？」

「それは分かっていますが、かといってこちらから干渉して確実にメテオアイを手に入れられるように調整したところで、せいぜいなにがしかの神器素材を彼らの手に渡らせられる程度にしかなりませんよ？」

「分かっています、それぐらい。そうではなくて、いっそアルフェミナ自身が自らの手で素材となるものを用意して、巫み女こを通すか直接降臨するかして確実に手渡したほうがいいのではないでしょうか？」

　いろいろ振り回されて疲ひ労ろう困こん憊ぱいしているアルフェミナに、レーフィアが妙に建設的な意見を述べる。

　どうにもポンコツ臭が漂い、宏達に対してはやることなすこと微妙に裏目に出ている感がある海洋神ではあるが、それでも一応は五大神の一角らしい。

　意外にも、他ひ人と事ごとであればちゃんとした判断ができるのだ。

「……そうですね。少々禁を破ることになりそうですが、破ったところで今より悪くなることはないでしょうし……」

「いや、そもそも、現状はすでにある種の緊急事態だ。向こうに帰すにしろこちらに居座らせるにしろ、いや、神の城を新たな世界として完成させるケースも視野に入れたとしても、早急に春菜の体質をある程度落ち着かせねばまずい。そのために派手に介入しても、禁を破ったことにはならん」

「だといいのですが……」

　アランウェンの言葉に不安そうにそう返しながらも、本来宏達の元にドロップするはずであった神器素材を、因果律の乱れを潰しながら適当に回収し合成していくアルフェミナ。

　そんなアルフェミナを補助すべく、因果律に干渉できる権能を持つ神が総出でフォローする。

　先ほどまではあまりのすさまじさにアルフェミナ以外は手出しできなかったが、今ならばどうにかできるのだ。

「……さて、こんなところですね。降臨するタイミングは……煉獄最下層のボスを倒してから、ぐらいがちょうどいいでしょうか」

「そんなところだろうな」

「この素材を渡せば宏殿がいいようにしてくださるでしょう」

　無事に神器素材を作り終え、小さくため息をつくアルフェミナ。

　まだまだ予断を許さないところではあるが、それでも今までよりはましになるだろう。

　そもそもよくよく考えてみれば、神が己の力を補助するための神具を持っていることなど、珍しくもなんともない。

　というより、生き物から神化した神でコントロールしづらい権能を持つ者は、大体先輩から神具をもらっている。

　春菜ほど制御を受け付けない権能の持ち主ならば、むしろ何らかの形で神具を与えなければいけなかったのだ。

　ここで放置しておくと、きっと数万年はあちらこちらで因果律をおかしくさせる。それも、直接縁があった世界だけとは限らない。というよりむしろ、無関係なところにバタフライ効果で余計な影響を与えかねない。

　そのきっかけを作ってしまった、などとちくちく責められては、そうでなくてもいろいろパンクしそうなのに、仕事が追いつかなくなって破綻しかねない。

「やはり、春菜殿に神化に関する説明をしたときに、一緒になにがしかの神具を渡しておくべきでしたね……」

「さすがにあの時にそれをやっていると、間違いなく禁に触れてましたよ」

　ため息交じりにそうぼやくアルフェミナを、エルザが窘たしなめる。

　神々の間には、人間には分かりづらい禁忌が結構ある。

　今ならともかく、あの時点での春菜はまだ人間であった。

　神具を渡してとかそのあたりが許されるようになったのは、達也達を蘇生した反動を乗り越えてからである。

「それにしても、ザナフェルは当然として、ソレスも来ていませんか……」

「宏殿達が煉獄に入った瞬間、邪神本体が活性化しましたよね？」

「ええ。……やはり、あの影響が出ていますか……」

「ザナフェルほど深刻ではありませんが、やはりかなり不安定にはなっているようです。まだ日食の時期が遠いのと、インスタントラーメン工場の関連で邪神が弱体化した分、影響が落ちて以前よりは安定しているのが救いですが……」

　窘めるついでにエルザが持ち出してきた話題に、アルフェミナが把握している現状を告げる。

　とある事情から太陽神ソレスは、月および月光神ムーナとの関係が深い。それゆえ、直接邪神の欠片かけらが食い込んだザナフェルほどではないにしろ、現在存在が不安定化している。

　もっとも、消滅寸前まで追い込まれたザナフェルと違い、ソレスは存在の定義を強化するためにむしろ仕事に没頭しているほうがいい。

　なので、アルフェミナとはまた違う形で、常に忙しく働いているのだ。

　なお、邪神本体が活性化した理由自体は簡単で、この世界でも屈指の高濃度瘴しょう気きが立ち込め、世界との断絶度合いも他のダンジョンとは比較にならない煉獄に宏達が入ったことで、宏の影響力が薄れたからである。

　煉獄そのものは邪神と直接関係のあるダンジョンではなく干渉もできない場所だが、普通の冒険者にとってはレアドロップぐらいしか生産的な要素がないため、存在しているだけで邪神を強化する聖域に近い領域ではある。

　その点も、宏の影響力をそぐ要因なのだ。

　もっとも、本能と破壊衝動しか存在しない邪神の場合、たとえ干渉できたとしても何らかの偶然でもない限り、宏に直接干渉するような行動はとれないだろうが。

「ソレスに関しても、結局邪神を排除するしか方法がありません。ですので、宏殿には早く春菜殿の権能を制御できるよう頑張っていただきたいのですが……」

「その権能自身が邪魔をしているからな」

「ええ。かといって、さすがに今の宏殿に、素材なしであれだけの権能を制御できる神具を作れ、などというのは無茶にもほどがありますし……」

「なに。そろそろ連中も動き出す。いかに煉獄が人間にとって致命的な強さを誇るモンスターの巣窟だといったところで、神が二柱もいて脅威になるような場所でもない。仮に春菜の権能が悪さをしてとんでもないものが出現したところで、ジオカタストロフで沈まぬようなものは出現できん。というより、そんなものが出現したら、煉獄からの連鎖崩壊でこの世界が滅ぶ」

「アランウェン、物騒なことを言わないでください！　そういうのを、フラグを立てるというのですよ！　危うく現実になるところだったではないですか!!」

　やたら大きな因果律の乱れを必死にねじってへし折ってすり潰しながら、余計なことを言ってフラグを立てたアランウェンに猛烈に噛かみつくアルフェミナ。

　因果律が乱れているときに下手なことを言うと、言こと霊だま効果で実現しかねない。

　特にアランウェンは神だ。神の言霊は、人間とは比べ物にならないほど致命的である。

「む、すまんすまん」

「なに、お主が言わんでも誰かが口を滑らせておっただろうよ。それが宿命というものじゃ」

「ダルジャンも余計なことを言わないでください!!」

　今のアランウェンからダルジャンまでの一連のやり取りにより、異常なまでに活性化する因果律の乱れ。

　その乱れに分体まで作って対応しながら、余計なことを言う連中を怒鳴りつけるアルフェミナ。

　宏が春菜のための神器兼神具を作り上げるまで、三女神の筆頭たる時空神に安寧の時が訪れることはないのであった。






邪神編　第三五話






　煉獄最下層エリアのモンスターの抵抗は、苛か烈れつを極めていた。

「次の増援、十秒以内に到着！」

「澪みおちゃん、数は!?」

「アークデーモンが七十、デーモンジェネラルクラスが三十！」

「またえげつないな！　そういや、次で第何波だ!?」

「私のカウントが間違ってなかったら、次で三十！」

　春はる菜なの言葉が終わるか終わらないかというタイミングで、宏ひろしと真ま琴ことが現在相手をしている群れの最後の二体を仕留める。

　仕留めた数が数だからか、それともそんなことをしていると真琴があっさり死にかねないからか、すでに虚神刀も反抗的な態度は見せなくなっている。

　その戦いの様子は、例えるならさしずめラグナロクかハルマゲドンといったところで、間違っても素材収集のためにふらりと立ち寄った連中が繰り広げる戦闘風景ではない。

「グレーターデーモンが出てこなくなったところを見ると、本当の雑魚は打ち止めってことかしら!?」

「せやったらええけどな！　まあ、とりあえずまずは間引きからや!!」

　第三十波の群れが到着するのとほぼ同時に、宏がトマホークレインを使って一気に数を減らす。

　さすがにデーモン系ではネームドモンスターの次ぐらいに強いジェネラルを全て仕留めるのは不可能だったが、アークデーモンは今の一撃で全滅している。

　普通にやれば、アークデーモンですら神器なしの聖せい天てん八はっ極きょく砲ほう数発ぐらいは余裕で耐えるのだから、間引きという観点では十分すぎる成果である。

　もはや、接敵直前ぐらいにトマホークレインを叩たたき込むのが、対デーモン戦でのスタートの合図となっている。他の範囲攻撃はコストか威力か攻撃範囲かのいずれかに難を抱えており、また基本的に発動までの時間やクールタイムの関係で連射が効かない。

　敵の到着に合わせて気軽に使える、間引きぐらいは可能な威力の技は、現状ではトマホークレインしかないのである。

　もっとも、トマホークレインはエクストラスキルとしては非常にささやかな威力しかない。

　カス当たりでもアークデーモンを一撃で仕留められる技をささやかなどと評すると、正真正銘火力不足である一般的なタンク系プレイヤーに怒られそうだが、そもそも神器を使ってエクストラスキルを放つなら、デーモンジェネラルぐらいはカス当たりでも一撃で落とせないとおかしいのである。

　その前提条件に立つなら、間違いなくトマホークレインの火力はエクストラスキルとしては圧倒的に低い。


　・ポールアックスを投げるモーションだけで放てる。

　・最大でも五秒待てば次を発射できる。

　・コストも中級の攻撃スキルと大差ない。

　・視界一面を最大として自由に範囲調整ができる。

　・範囲を変更しても威力が減衰しない。



　といった要素がなければ、とても神の技などとは言えなかったであろう。

　言うなれば、トマホークレインは神の通常攻撃技なのだ。新神が使う通常攻撃なら、威力が低いのも仕方がない。

　だが、通常攻撃といってもエクストラスキルはエクストラスキル。空から降り注ぐポールアックスの豪雨は、そのビジュアル的なインパクトや着弾後の周辺への被害も相まって、より最終戦争っぽさを増幅していた。

「焼け残りは十！」

「またえらい残りおったな……。っちゅうか、こんだけ手順繰り返せば、そら敵も慣れおるか！」

　今までで最大の取りこぼしに、小さく舌打ちしながらレグルスを横に薙なぎ払い三体同時に仕留める宏。

　今まで百体程度の軍勢なら、カス当たりで焼け残っても二体か三体ぐらいだった。

　第五波や第八波あたりの時にあった一気に五百体以上、という群れではかなりの数を取りこぼし、数千や数万の単位で押し寄せてきた後続との接敵までに処理しきれず、タイタニックロアやジオカタストロフのお世話にならざるを得ない状況になったが、それでも一割は残していなかった。

　モンスター側も間違いなく、多数の屍しかばねと引き換えに、着実に宏達への対策を積み重ねている。

「次デカいの来たら、またタイタニックロアがいるかもしれんなあ……」

「本当、多すぎるわよ!!」

　状況に対して愚痴りながら、残った相手を一気に仕留める宏と真琴。

　達たつ也やと澪もコストの軽い攻撃で数を減らすのを手伝っている。

　所しょ詮せん取りこぼしは取りこぼし。直撃しなかっただけで無傷ではなく、基本的に一撃当てれば簡単に仕留められる。

「……師匠、次はかなり規模が大きい」

「どんぐらいや？」

「多すぎて、三千から先はカウントできなかった。大半が大型」

「マジかい……」

　澪からの報告を聞き、顔を引きつらせる宏。

　澪のカウント能力を超えている時点で、間違いなく数千やそこらではきかない。下手をすると、数万ぐらいいる可能性すらある。

「先頭到着まであと十秒ぐらい」

「ジオカタストロフいくから、撃ち漏らし頼むわ！」

「了解！」

「任しとけ！」

　レグルスを握る手に力を込め、クーリングキャンセラーでタイタニックロアとジオカタストロフのクールタイムをキャンセルしながら、他のメンバーに指示を出す宏。

　宏の言葉に頷うなずき、それぞれ追撃向きの技の準備に入る他のメンバー。

　それを確認したところで、普通の範囲攻撃が届く距離まで近づいていた悪魔の群れに向かって、宏が必殺のジオカタストロフを振り下ろした。

「往生せいやあ!!」

　宏の咆ほう哮こうととも巨大な斧おのが振り下ろされると、魔界としか表現できない、もう一つの世界と呼べるほど広大な煉れん獄ごく最下層の空と大地が引き裂かれる。

　あまりに巨大すぎて避よけようのない一撃がデーモンの群れを真ん中から分断し、吹き荒れた衝撃波により直撃を避けた連中をも消滅させる。

　万を超えるデーモンは、ただの一撃で全滅したのであった。

「さすがに終わったか、っちゅうか……」

「二発も使うと、周囲の被害も尋常じゃなくなるよね……」

「せやなあ……」

　宏の位置から二十メートルほど前方を起点に、目視不可能な長さと深さで刻み込まれた二本の亀裂と、目の前の巨大なクレーター。

　異界化した空間やダンジョン以外で同じことをすれば、大騒ぎどころか天変地異の領域に達するであろう大技の痕跡に、いろいろ困った感じの表情を浮かべる宏と春菜。

　はっきり言って、使い勝手が悪いことこの上ない。

　かといって、その巨大さと圧倒的な破壊力が最大の売りなので、使いやすいようにコンパクトに、というわけにもいかない。

「二発もぶっ放したもんやから、探索もまともにできん感じになっとんで、これ」

「そうだよね。しかも、単に斧が着弾した場所に亀裂が入ってるだけじゃなくて、衝撃波で亀裂のない場所も無茶苦茶になってるし」

「つっても、使わねえでってのはまあ、無理だっただろうなあ……」

「うん。今ちょっと時間さかのぼって数をカウントしたら、ダンジョンにあるまじき数を仕留めてたよ。正直、これぐらいの範囲を一度に攻撃しないと、物量で押し切られそうな感じだった」

「だろうなあ……」

　春菜の言葉に、先ほど宏がジオカタストロフを振り下ろす直前に見えた光景を思い出しながら達也が頷く。見えた光景を表現するなら、悪魔が八、空が二、といったところだった。

　宏と春菜が人間だった頃なら、間違いなく全滅している状況である。ジオカタストロフもやむなしであろう。

「ねえ春菜。因ちなみに、具体的にどれぐらいの数がいたの？」

「えっとね。最後のは突っ込んできてた総数だと十五万七百八十六体。そのうち十二万七十三体がタフで防御力も高い大型タイプ」

「……まともに相手してられる数じゃないわね」

「と、いうか、大きめの都市を丸々一つ全滅させたようなものだから、普通の攻撃手段じゃどうにもならなかったのは間違いないよ。最初にジオカタストロフを使ったときも、タイタニックロアを使わざるを得なくなったときも、何万体かは突っ込んできてたし」

　たった五人の少数パーティで成し遂げたとは思えない戦果に、ため息を止められない一行。キルマークのほとんどを宏が稼いでいることもあり、戦い抜いたという認識も持ちづらい。

　とはいえ、その焼け残りや撃ち漏らしを始末した数ですら、普通に三桁に届きそうなぐらいは仕留めているのだから、達也達も十分すぎるほど戦果を挙げている。

　周辺への被害を度外視した際の宏の殲せん滅めつ力が異常なだけで、激戦を戦い抜いた、と言っても誰も否定しないぐらいには達也達も頑張っていたのだ。

　さらに言うならば、休憩できた時間は最初にジオカタストロフを撃ってから次の一波が来るまでの数分間のみ。

　これで何もしていないとか頑張りが足りないとか言われたら、立つ瀬がない。

「しかしなあ……」

「師匠、なんだかものすごく不服？」

「そらそうやで。何が腹立つっちゅうて、ここまで頑張ってしばき倒した連中の素材が根こそぎ吹っ飛んでんのが腹立ってしゃあない」

「あ～……」

　宏の不満や立腹に納得し、思わず同意してしまう澪。

　今回の戦闘、貴重なデーモン系の素材は何一つ確保できていない。

　そのくせ、クーリングキャンセラーだけでなくマナポーションやスタミナポーションもいくつか消費しており、物品面では完全に赤字なのだ。

　せめてもの救いは、ソーマやアムリタのような材料的にも製作時間的にも数を用意できないものを消費していないことぐらい。

　宏が不満を覚えないわけがないのである。

「そもそもここに来た理由って、素材集めだったよね」

「素材集めで素材手に入らないのって…………本末転倒よね……」

「まあ、全員の神衣と俺と真琴の神器は十分なじんだ感じではあるから、無駄ってわけではないだろうが……」

「それだけだったら、別に神の城のダンジョンでやればいいわよねえ……」

「だよなあ。つうかもっと根本的な話として、ダンジョン潜ってただ戦闘しかしないってのは、俺らのカラーじゃねえしなあ……」

　異常なまでに実りがなかった今回の戦闘について、宏だけでなく達也や真琴も結構不満がたまっているらしい。生産関連にノータッチの達也も戦闘廃人である真琴も、なんだかんだ言っても仕留めた敵からいろんな素材が取れる楽しみを覚えてしまっていたようだ。

　宏や澪から、モンスターの死体から剥はいだ素材について、どんな用途に使えるのかという解説がないのは、どうにも物足りないのだろう。

「まあ、愚痴っててもしょうがないし、探索に移ろうよ」

「そうね。っていっても、歩くのも苦労するような惨状になってるわけだけど……」

「元から歩きやすい地面じゃなかったし、そもそも歩いて探索できるような広さじゃないけどね」

　春菜の提案に乗りつつ、現状の問題に言及する真琴。

　精度よく探索するにはどうしても自分の足で歩き回る必要があるが、ダンジョンの性質ゆえかそうでなくてもやたら歩きづらかった地面が、現在連発されたエクストラスキルの影響で、大災害の直後もかくやというレベルで荒れている。

　この階層に出現するモンスターはいずれも浮遊か飛行の能力を持つため移動に問題はないだろうが、そんな能力を持った連中ですらまともに戦闘するのは不可能そうな惨状である。

　その気になれば空間制御で空を飛び続けられる春菜はともかく、それ以外は基本陸戦型の宏達だと、移動すらできそうにないのも仕方がない。

「春はる姉ねえ、真琴姉」

「なに、澪ちゃん？」

「ん、どうしたの？」

「そもそも、まともに歩けない状態のところ調べても無駄だと思う」

「……あっ」

「言われてみれば、どうせ採取できるものがあっても、ジオカタストロフで吹っ飛んでるわよね……」

　澪の指摘に納得し、大きく頷く春菜と真琴。これで方針は決まった。

「とりあえず神の船で飛び回るとして、まずはどっちに行こっか？」

「こういうときは、瘴しょう気きの多いほうに向かうのが定石だが、判別できるか？」

「さっきの戦闘でだいぶ減ってるから、このエリアに侵入した直後よりは判別しやすいかも」

　達也の質問にそう答えながら、瘴気濃度を探る春菜。

　それに倣って、宏と澪も瘴気濃度を確認する。

「……かなり広範囲で凪ないだ状態になっちゃってて、詳細については探知範囲から外れちゃうからはっきりとは言えないけど、さっきまでモンスターが押し寄せてきた方向に向かって背後から流入してる感じだよね」

「ん。しいて言うなら、背後からっていうより、きっちり東西と南北で十字に引いた線の延長線上から流入してる感じ？」

「せやな。多分、真ん中付近の瘴気濃度が急激に薄なったから、濃いほうから流れていっとるんやろなあ」

　大おお雑ざっ把ぱに探知した結果について、そういう感じで意見を一致させる春菜達。

「なあ、春菜。探知範囲外ってのはどういうことだ？　さっき数カウントしてたみたいに、この領域全体を精査するとかできるんじゃねえのか？」

「できるけど、さっき状況把握のために使ったばかりだから、ちょっと自粛した感じ。いっぱい使うべきなのかあんまり使っちゃいけないのか、あんまり使っちゃいけないとして、どの範囲までなら許されるのか、とかそのあたりがちょっと判断できてないから……」

「なるほどな。だったら、さっき一緒に瘴気の分布とかも確認しておけばよかったわけだな」

「そうだね、ちょっと失敗したよ。まあ、そもそもこの中の時間の流れや私達の老化の速度を制御してる時点で、自粛も何もあったものじゃないっていえばそのとおりなんだけどね」

　春菜が苦笑しながら話す自身の事情に、思わず達也も苦笑してしまう。

　神には神のルールがあり、権能があれば何をしてもいいというわけではないことは、これまでのアルフェミナをはじめとする神々との付き合いで知っている。

　問題は、この中の誰一人として、ルールで許される範囲を把握していないことだろう。結果として、宏も春菜も妙にちぐはぐな対応をしてしまっている。

　なお、煉獄の中の時間の流れを制御している、とあっさり言っている春菜だが、本来はいくら時空神といっても新神にできることではない。

　直接つながっていないだけで邪神の影響力が強いため、ほかの神の権能はなかなか通じにくいからである。

　因果律攪かく乱らん体質に振り回されている印象が強いため制御能力に疑問符が付きがちな春菜だが、実のところ時空神としてはかなり強力な部類なのだ。

「まあ、そのあたりは置いとこう。あんまり便利に使いすぎると、ヒロと春菜はよくても俺達が鈍る」

「そうね。で、見た感じ今までと違って、ここはフィールド型ダンジョンに近い性質がありそうだけど、現在位置とかは把握できてる？」

「うん、それは大丈夫。ここは南西のほぼ端っこのほうって感じかな。ダンジョン領域の形はほぼ真円で、広さは半径二千キロくらい」

「……はなから歩いて調査とかは無理だよな、それ」

「私もそう思う。歩いてってなると、調査無しでまっすぐ移動しても、一カ月やそこらじゃ真ん中にもたどり着かないし」

「倒した数もダンジョンにあるまじき数だったけど、領域もダンジョンにあるまじき広さね……」

　最大難易度だけあって、いろいろと規格外な面を見せる煉獄最下層。

　すでに一筋縄ではいかない気配が漂ってきている。

「まあ、そんだけ広きゃ、神の船で移動するってのにも踏ん切りはつくわけだが、どこから回る？」

「南西っちゅうんやったら、西側のポイントから時計回りでええんちゃうか？」

「そうね」

　宏の提案で大体の方針が決まり、見ているだけで精神的に落ち込みそうな煉獄の空へ、神の船で飛び立つ一行であった。




　　　　☆




「……城やな」

「……お城だよね」

「……城だな」

　十五分後。

　最西端にある瘴気濃度の濃いポイントに到着した宏達は、魔王城とでも呼びたくなるような、悪趣味で威圧感たっぷりのまがまがしい巨大な城を発見していた。

「難儀やな、これ」

「そうだね」

「中がどないなっとるかにもよるけど、多分それなりにがっつり探索と攻略が要るやろうなあ……」

「入ってすぐにボスルーム、とかでもない限り、多分普通にダンジョン突破するぐらいの手間はかかるだろうね」

　どう見ても魔王城という外見の城。そこから予想される展開に、面倒くさいという表情を隠そうともしない宏と春菜。

　この手の城は、構造が泣きたくなるほど複雑だと相場が決まっているのだ。

「中に上級悪魔系のモンスターがぎっしり、ってのもお約束だろうなあ……」

「やろうなあ。っちゅうか、ここ来るまでにも結構撃墜しとんねんから、こん中に限って雑魚がおらん、っちゅうんはあり得んやろう」

「まったく、厄介なダンジョンだ」

　ダンジョンの中に、別のダンジョンがある。そう表現するしかない構造に、達也の表情も苦い。

「まあ、愚痴っててもしょうがない。とっとと中に入るか」

「せやな。階段上る必要とかなさそうやったら、最悪壁ぶち抜いて最短距離で突破するっちゅうんもありやし」

「だな」

　いい加減長引いてきているダンジョン攻略。それもかなり実りの少ないものであるために、そろそろ飽きてきているらしい。

　宏の大雑把で乱暴な意見に、なんと達也が同意する。

「師匠、宝箱は？」

「ルート上にあるやつは回収やけど、わざわざ探してまで開ける必要はないやろう」

「了解」

　寄り道上等、こういうときは隅々まで探索、というのが普段の方針であるアズマ工房にあるまじき宏の言葉。それに誰も異を唱えない。

　恐らく、煉獄最下層が広すぎるのが問題なのだろう。

　最初から隅々まで探索、なんて真似ができそうになく、予想どおりであれば残りの三方位にも同等の規模の城が存在するだろうとなると、どうにも細かく探索する気が失うせてくるようだ。

　煉獄特有の、陰いん鬱うつな空気や精神を削りにきているとしか思えないビジュアルもまた、気がそがれる要因なのであろう。

　常人なら下手をすると下層にたどり着く前に正気ではいられなくなりそうな空間は、いくら進化していたり神衣のガードがあったりで一切影響を受けないといっても、あまり長居したい場所ではない。

　いい加減、煉獄の攻略を終わりにしたい。その気持ちにより、超電磁なロボが一発で合体できるレベルで、五人の心は一つになっていた。

　実は居心地云うん々ぬんより、ここに来るまでに神の船の砲撃で仕留めたモンスターが半分ぐらい装備に化けてしまったことのほうが、攻略に嫌気がさした理由として大きいのはここだけの話である。

　なお、神衣の名誉のために補足すると、すでに試練と称して確率を操作するのはやめている。

　半分以上装備に化けているのは、主に物欲センサーの仕事を春菜の体質がサポートしているのが原因だ。

「でまあ、明らかにこの門の向こうに山盛りおるわけやけど……」

「ん。分かる範囲でアークデーモンが五百。ジェネラルも何体かいる。現在進行形で増加中」

「オキサイドサークルが効くんやったらええカモやねんけどなあ……」

　ダンジョンのモンスターには、ほぼオキサイドサークルは効かない。その例に漏れず、煉獄に出てくるモンスターにもオキサイドサークルはバインド効果しかない。

　幸か不幸か煉獄ではアイスダンジョン同様、倒したモンスターは一部を除き、剥ぎ取りをせずとも素材やアイテムに化ける。そのため、オキサイドサークルが効かなくても、素材を得るために余計なダメージを与えないように倒す苦労は必要ない。

　必要ないのだが、こういう密集状態の相手を一気に仕留めるとなると、効果範囲を拡大したオキサイドサークルの利便性にかなう魔法はなかなかない。

「まあ、効かねえもんはしょうがない。まとめて吹っ飛ばせそうな技で一気に蹴散らすか」

「っちゅうても、トマホークレインはこっちが中入らんと無理や。それに、相手は腐っても煉獄最下層の出現モンスターやから、いくら虚神刀やっちゅうたところで、真琴さんが使えるような中級の範囲攻撃ぐらいやと、さすがに一撃では無理やろう。そのあたりは兄貴のほうも似たようなもんやろ？」

「そうだな。可能性があるとすれば、魔力圧縮バージョンのヘルインフェルノぐらいだな」

「それやったら、城中全部丸焼きにするんと変わらんやん」

「いっそ、それでもいいんじゃねえか、って思ってる」

「せやなあ……」

　達也の言葉に、一瞬だけ考える宏。

　その間に、すでに魔力圧縮を進めておく達也。

　どうするかは宏の結論次第とはいえ、相手がこちらの行動を待ってくれる保証はない。

　どう転ぶにしても、準備しておいて損はないだろう。

「まあ、ええか。兄貴、頼むわ」

「おう。春菜、増幅系で一番いいやつくれ」

「了解」

　宏の決断を受け、ヘルインフェルノの詠唱に入る前に春菜に増幅系の補助魔法を頼む達也。

　先ほども宏が言ったように、煉獄最下層に出てくるモンスターは、たとえ神器を使った攻撃といえども普通の攻撃スキル一撃で落とせる保証はない。

　それはエキストラスキルではない攻撃スキルとしては範囲攻撃最強を誇るヘルインフェルノですら例外ではなく、個体差や耐性を考えるとジェネラルはおろかアークデーモン、下手をすればさらに下位のグレーターデーモンですら焼け残る可能性がある。

　故に、確実に仕留めるとなると、何らかの手段で威力を底上げしてやる必要があり、最も手っ取り早く効果的な、かつ今回のような状況で使いやすい手段に出たのだ。

　もっとも、増幅系魔法は基本的に、発動から五秒以内に使った攻撃の威力をスキルに応じた倍率で増幅する、という仕様である。

　普通なら詠唱だけで三十秒以上かかり、かつ他人から詠唱の進み具合が分かりづらい性質を持つヘルインフェルノとは、タイミング合わせの面で相性がいいとはとても言えない。

　が、今回は神器のおかげで積層詠唱がやりやすくなり、魔力圧縮もスムーズに行えるようになっている。

　本来多大な詠唱時間が必要となるヘルインフェルノも五秒程度で発動可能だ。

　そのため、達也のほうで発動のタイミングを調整できることもあり、その相性の悪さは問題にならない。

「それにしても、神器なんて名前で圧倒的な性能を見せてるはずなのに、いくら煉獄最下層とはいえ、雑魚一匹確実に仕留めきれないってのはどうなのかしらね……」

「真琴姉。それ、ＲＰＧだと珍しくもない」

「こっちはゲームじゃなくて現実なのに、結局そこの壁は突破できないのか、って思うとねえ……」

「いくら神器っていっても、人間が使ってる時点で限界がある。だって、師匠や春姉は、直撃さえさせれば普通に一撃確殺」

「結局、そういうことのなのよね……」

　達也と春菜が一気に押し切る準備をしているのを横目に、虚神刀にようやく認められてもなおパワー不足を実感せざるを得ない真琴がぼやきを漏らし、澪に厳しい現実を突きつけられる。

　澪の言うとおり、ネットゲームどころか普通のコンシューマーゲームですら、ＲＰＧの後半のダンジョンでは、たとえ最強装備でも雑魚を一撃で狩れるほうが珍しいぐらいだ。

　なので、真琴が虚神刀を振るってなお、この階層のモンスターを確実に仕留められないのはおかしなことではない。

　だが、雑魚すら確実に一撃では仕留められない現状で、ラスボスである邪神相手にダメージが通せるのか、それ以前にまともに戦闘になるのか、という点で不安になるのも仕方がない。

　そんな真琴の不安をよそに、達也のヘルインフェルノの準備が完了。

　そのタイミングで城門が開かれる。

　そして、

「ヘルインフェルノ！」

　魔力を極度に圧縮し、範囲を目の前の敷地内にいるモンスターのみに制限、建造物の破壊などに余計なエネルギーを使わぬよう性質を書き換えたヘルインフェルノが、城の内部だけを正確に焼き払う。

「……ちっ。やっぱり焼け残りが出やがったか」

「あ～、さすがにデーモンロードはしょうがないよ。中層の最終ボスだし」

「つうかな、あれが焼け残ってるってことは、他のボスも普通に焼け残ってるってことだ」

　まだ十分戦闘能力を残した状態で出てきたデーモンロードを迎え撃とうと身構えつつ、真琴同様火力不足を嘆く達也。

　もっとも、いかに多段階で火力を増幅したといっても、人間が扱う未進化の神器による攻撃ごときで一撃死するほど、本来煉獄のボスモンスターは脆もろくない。ヘルインフェルノの場合、煉獄のボスが標準で耐性を持つ火属性なのだからなおさらだ。

　これが上層のラスボスであるデーモンデュークなら九十九パーセント一撃で死に、残りの一パーセントもあとは通常の物理攻撃で仕留められるレベルで瀕死になるだけの火力を発揮するのだから、むしろ達也は誇るべきである。

「装備とか工夫でなんとかできるのはここまで、ここからは修行あるのみ、ってことなんでしょうけどねえ……」

「そんな時間かけたくない」

「そうよね……」

　焼け残ったデーモンロードを反撃の暇も与えずにコンビネーション攻撃で削り切りながら、真琴と澪がそんな会話をする。

　まともに戦えば神器があってすら全滅の危機が待ち受けるデーモンロードだが、七割がた生命力を削り取られて、なんでも切り裂く虚神刀で反撃ごと斬り捨てられてはひとたまりもなかったらしい。

　デーモンロードにまで一度も到達できず、それどころかデーモンデューク相手ですらそれなりの頻度で全滅させられているゲーム時代の最前線攻略組が見れば、なに贅ぜい沢たくを言ってるのかと憤る光景である。

「さて、面倒だが探索だな」

「多分、ロードとかデュークがなんぼか残っとるやろうから、注意がいるでな」

「あと、この城のボスは普通に健在だと思う。意外と瘴気が減ってないし」

「師匠、春姉、今のでどれぐらい削れてると思う？」

「エクストラスキルじゃないから、半分いってれば御の字、かな？」

「そんなところでしょうね。いっそ、ジオカタストロフで城ごと粉砕でよかったんじゃないかしら……とかちらっと思ったわけだけど、どう？」

「それは次の城で、やな。ここまでやってからやと、クールタイムがもったいない」

　そんな会話をしながら、魔城に侵入する一行。

　彼らが内部で迷いに迷いながらこの城の探索を終え、城の主で最下層の中ボスでもある鏖おう殺さつ魔ま王おうグンドルフを仕留めたのは、それから二時間後のことであった。
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「なんか、誰も攻略できないの当然だと思ったよ……」

「せやなあ……」

「つうか、ご丁寧に東西南北で違う城とモンスターのタイプを用意してくれるとはなあ……」

「モンスターがデーモン系ばかりだったから油断したわよね……」

「ん、さすがに鎧よろい武者の大鬼が空飛んで襲撃してきたのは衝撃だった……」

　最後に残した中華風の城を攻略し、ボスである女魔王の[image: ]いん堕だ公こう主しゅを仕留めて脱出、コテージを展開してようやく一息ついたところで、遠い目をしながらぼやく一行。これまでの道中が、とにかく面倒だったのだ。

　とはいっても、北方にあったアラビア風の宮廷はまだよかった。

　最初の城でいろいろ懲りたこともあり、ジオカタストロフでさっくり城ごと粉砕して終わらせたため、何一つ手間らしい手間はかかっていない。

　実はボスドロップである魔法のランプ（真）も消失したのだが、そのことを誰も知らない。

　が、あったところで叶かなえたい願いには役に立たないので、存在を知っていたとしても残念には思わなかっただろう。

　だが、クールタイムの関係でジオカタストロフが使えなかった二つの城が、実に面倒くさいことになっていた。

　東方にあった和風の城は、構造そのものは簡単だったがボスの[image: ]れん獄ごく童どう子じがやたらタフで手ごわく、センチネルガードで強化されているはずのガーディアンフィールドをぶち抜かれた挙句に、真琴と澪が少なからずダメージを負わされてしまった。

　戦闘中に虚神刀が成長し、斬った傷が再生できないようになるまで、実に八十五発の聖天八極砲と二百六十回のトマホークレインが炸裂しており、何発も攻撃を止めたオストソルやセンチネルガードもわずかながら成長している。

　最後の中華風の城に至っては、構造も面倒だったがボスも割と面倒くさいタイプで、タフさはともかく多彩な防御手段や絶え間ない取り巻きの召喚に、ダメージを与えること自体にひたすら手間がかかった。

　もっとも、中華ボスの[image: ]堕公主が難儀だったのは、最後の最後に疲れからか判断ミスをした澪が[image: ]堕公主に捕まり、九十九パーセント成功するはずの状態異常の抵抗に失敗したのが原因である。

　なお、言うまでもないことながら、宏達はボスの名前など一切知らない。

「てかね、澪。ミスって捕まっちゃったのまではしょうがないとして、催淫なんて状態異常食らったの、わざとじゃないでしょうね？」

「わざとじゃない。ボクは無実」

「だと思いたいんだけど、いくら何でも神衣も万能薬もぶち抜いて状態異常食らうとか、普通に考えてありえないと思うのよ」

「エロゲーとかでよくある催淫、食らうとどんな感じなのか興味があったのは否定しない。でもボクは無実」

　非常に疑わしい言葉を淡々と続ける澪。

　頬ほおがうっすら赤いのは、状態異常を食らっていたときの余韻なのかそれとも羞しゅう恥ち心しんによるものなのかは、本人以外の誰にも分からない。

「というか、いくらボクでも、ボスが使ってきた状態異常をわざわざ食らいにいくような真似はしない」

「一応、そこは信用してるんだけどさ。状態異常の種類が種類だから、あんたの場合日頃の言動からどうしても信用できない面があるのよ」

「ねえ、真琴姉。そもそも食らうまで催淫だって分からなかった、というか相手の攻撃にそんな状態異常があることすら知らなかったのに、わざと食らうなんて怖い真似できるわけが……」

「……そうね。確かにそうよね」

　こういうことに関しては珍しい、澪の説得力あふれる反論。それを聞いて、矛を収める真琴。

　実際、澪が何を食らったのかは、春菜が時空神としての権能を使って分析するまで誰にも分からなかった。

　ただ、転移してきた[image: ]堕公主に捕まった澪が、突然悩ましい声を漏らし始めたことから妙な状態異常を食らったのでは、と判断したのみである。

　そもそもの話、ゲームの時には催淫なんて状態異常は存在しなかった。

　『フェアクロ』は全年齢適応のゲームであり、性的な機能は、どうやっても切り離せない感覚まわり以外では全て撤廃されている仕様において、どう頑張っても実装できる種類の状態異常ではないのだから当然である。

　そのため、実際に澪が食らうまで、こういったどこのエロゲーかと言いたくなるような状態異常が実在するとは思ってもみなかったのだ。

「しかし、万能薬で解除できねえとはなあ……」

「調べた感じ、七割ぐらい呪いやったっぽくてなあ。呪いの要素が強い状態異常は、万能薬の管轄外やねんわ」

「ああ、なるほど。そういうことか」

　宏の説明を聞き、澪が万能薬で元に戻らなかった理由を悟る達也。万能薬は、あくまで薬でしかないということなのだろう。

「いろいろ理屈は分かったけど、それでもよりにもよって宏と今の春菜の次に状態異常耐性が強い澪が食らった、っていうのがどうにも釈然としないのよね」

「わざとじゃない」

「さすがにもう、そこは疑ってないわよ。でも、神衣には状態異常耐性向上がついてるはずよね？」

「ついとるで？」

「それで食らうとか、出来すぎじゃないかしら」

「呪いは、死にかけとるやつがかけるとものすごい強つよなりおるからなあ……」

　真琴の疑問に、宏がありそうな理由を告げる。

　こと、呪いに限って言えば、人間が百パーセント完全に防げるようにするのは不可能である。たとえ神衣をまとっていようと、相手の執念やら事前準備によっては、抵抗もできずにあっさり呪われてしまう。

　その上、[image: ]堕公主はその名に恥じず、人間をその気にさせる技を豊富に持ち合わせている。

　澪を捕まえた瞬間もその手の手管を最大限に駆使して一瞬でスイッチを入れ、呪いを受け入れやすい状態にしてしまったのだ。

　それらの積み重ねにより、ここまでのあれこれでやや疲労が蓄積していた澪の気が一瞬それ、ほんのわずかのところで呪いに抵抗しきれなかったのだ。

「まあ、状態異常なんざ今後出てくるとしてもここで食らうんを超えんやろうし、食らったんもかなり特殊な状況やから、そこまで過度に警戒せんでもええと思うで」

「だといいんだけど、ね。正直、あの気まずい空気は二度と味わいたくないよ……」

「そうよね。目のやり場には困るし、なんだかこっちまで変な気分になってくるし……」

「正直、春姉や真琴姉に襲い掛かるの耐えるだけでも、かなりきつかった……」

　恐らく次からは大丈夫だろう、という宏の言葉に、顔を赤く染めながらそうあってほしいと同意する春菜と真琴。

　澪もいろいろ思い出してか、無表情のままリンゴのように真っ赤な顔でコクコクと頷きながら、とんでもないことを口にする。

　実際、状態異常を食らっていたときの澪は、油断すると自分だけでなく他人の体のあちらこちらに手が伸びそうになるのを必死に我慢し、ちょっと動くだけで全身に走る刺激に耐えるという、無駄に精神力の高さを誇示するような真似を強いられていた。

　ここが煉獄最下層ではなく、近くに誰もいない、もしくは春菜か真琴だけしかいなかった場合、性的な意味でタガが外れていた可能性は否定できない。

　ここで宏と達也が省かれているのは、どちらも行為に及べる相手ではないからだ。

　仮に宏に襲い掛かったとして、さすがにまだ性的な行為に突入できるほど女性恐怖症が矯正しきれておらず、現状ではビビりながら宏が返り討ちにするかガチでおびえられて澪がへこむ未来しか存在していない。

　それぐらいのことは分かっているため、どれだけムラムラきても現状では対象外だ。

　また、達也に対しては他の女性ならともかく、澪に限っては催淫状態でもそんな気にならない。

　図らずも男性陣の安全だけは確保されていたのだが、喜ばしいことなのかどうかは関係者の心の安寧のために、永遠の謎ということにしておいたほうがいいだろう。

　余談ながら催淫状態の澪は、上気した頬に潤んだ瞳、やたら熱く悩ましい吐息、汗で乱れた髪、なのに表情自体は無表情と、春菜以上に色気やエロスを感じさせない常日頃の姿と同一人物とは思えないほど色気ダダ漏れで、春菜と真琴の言葉ではないが周囲もかなり精神力を問われるような状態になっていたことを記しておく。

「結構疲れがたまってるし、今日はゆっくり休もうよ」

「ああ、それがいいな。澪のあれだって、普段なら絶対食らわない類たぐいのものだったわけだし」

「だったら、いっそ城に戻る？」

「戻ったほうがいいとは思うけど、ダンジョンから出ちゃうと、この続きからできるかどうかが分からないのがネックなんだよね」

「せやなあ。さすがにもういっぺん同じことするんはちょっとなあ……」

　春菜の不安に対する宏のコメントに、誰一人反論の言葉が思いつかずに沈黙する。

「……安全さえ確保できるんだったら、このコテージでもいいんじゃねえか？」

「達たつ兄にいに一票」

「ここをもう一度ってのは、かかる時間的にもパスしたいわね」

「ほな、一度コテージ閉じて、もうちょいこの城から離れてから、適当な場所で野営しよか」

　結局、もう一度最初から煉獄を攻略させられるリスクを恐れ、スタート地点に近い場所に多重に結界を張って野営をすることに決めた一行。

「落ち着いたところで、そろそろご飯の準備だけど……」

「こういうときのストレス解消は、焼き肉に限るわよ」

「そうだな。せっかくだから手持ちの肉類全種類、一番いい部位を食い散らかすとかどうだ？」

「それ、いいね。私もなんとなく、今日はお肉の気分だったし」

「ん、今日はうっぷん晴らしに、いつもよりたくさん食べたい」

　よほどストレスをため込んでいたらしく、この日の夕食はベヒモスやガルバレンジアの高級部位を食べ尽くさんばかりにがっつり食い散らかしたのであった。




　　　　☆




「あれ？　春菜さん？」

「宏君？」

　恐らく夜更けだと思われる時間帯。なんとなく目が覚めた宏がコテージの外に出ると、なぜか春菜がぼんやりと空を見ていた。

「どないしたんよ、こんなところで」

「なんとなく、眠れなくて」

　心配そうに問いかける宏に対し、どことなく気落ちした様子で春菜が答える。その様子に、本格的に心配が募る宏。

　日本ではほとんど接点がなかったとはいえ一応はクラスメイトで、こちらに飛ばされてからは共に行動する時間が一番長い相手だ。

　普段この手の気持ちを上う手まくコントロールしているのに、どことなくとはいえ気落ちしているのが分かる態度を見せられれば、当然心配にもなる。

「なんぞ、落ちこんどるみたいやけど、本気でどないしたんよ」

「……今回、みんなにすごく迷惑かけちゃってるなあ、って……」

「迷惑？　……ああ、権能のことか」

　春菜が落ち込んでいる理由を察し、宏が思わずため息をつく。

　確かに迷惑といえば迷惑だが、今回のことは言ってしまえば、単に物欲センサーが仕事をしているだけだ。単に、と言うには少々規模が派手なのは事実だが、正直春菜の体質という要因がなくても、こういうことはよくある。

　迷惑、などと言い出せば、思いつきでいい加減なことをやっては周囲を振り回しまくっている宏を越えるほどではない。

「これぐらいのことで落ち込まれたら、僕の立場あらへんやん」

「……そうかな？」

「せやで。考えてもみいや。ダールの地底とかフォーレの武闘大会とか、あとリヴァイアサンの件もあったか？　ぱっと思いつくだけでも、僕が好き勝手やらかしてまわり振り回しまくったん、三つもあるんやで？」

「……それは、私達も欲望に負けたりブレーキかけられる反論を提示できなかったりで、宏君一人を攻撃できる事例でもないんだけど……」

「せやけど、勝手して好き放題やっとんのは事実やし、影響やら迷惑やらの規模は比較にならんで」

　反省も後悔もする気あらへんけどな、とこっそり呟つぶやいた宏の言葉を聴きつけ、思わず小さく吹き出す春菜。

　その魅力的な笑顔に、少しは気持ちが上向いたかとひそかに胸をなでおろす宏。

　普通なら、恋愛的な意味でドキッとしたり惚ほれ直したりするような、大変魅力的な春菜の笑顔だが、そこはそれ。見ていたのは宏だ。このぐらいの笑顔は今まで散々見てきており、今更大きく感情を揺さぶられるようなことはない。

　それ以前に、この程度のことで春菜に恋心を抱いたり、自身が実は彼女に恋をしているのでは？　などと考えるようであれば、春菜はここまで苦労していない。

「とりあえず、や。今までまったく意識してけえへんかったもんを、昨日今日でいきなりコントロールとか、できるわけあらへん」

「だけど、このままってわけにもいかないよね？」

「そら、あんまり放置するわけにもいかんやろうけどな。早めになんとかするっちゅうて、春菜さん個人の努力だけでどうにかしようっちゅうんが間違いやで、多分」

「えっ？」

「自転車とか思い出してみ？　乗れるようになるまで、補助輪つけたり誰かが支えたりとかしとるやろ？」

「……私、自転車乗るのにそういうこと、した経験ないけど……」

「……これやから、天才型の人間は……」

　例に出したネタが不発だったことに、思わず頭を抱える宏。

　実際のところ、春菜は練習すれば子供でもできる類の体を動かす事柄は、見本さえ見れば特に苦労せずに、大抵のことが一回のトライで平均以上の水準でできてしまっていた。

　一回ではできなかったことでも、ちゃんと練習すれば三カ月もしないうちにアマチュアとして十分な領域に足を踏み入れてきたため、誰かの補助を受けてという経験が皆無なのだ。

「まあ、春菜さん自身はともかく、世間一般では慣れるまで補助具使うたり、誰かに補助してもらったりっちゅうんは珍しくもなんともあらへんねんから、今回のことでもそっち方面でアプローチしたらええだけや」

「そっち方面？　たとえば？」

「神様って、神具っちゅうんやっけ？　固有の道具持っとるん珍しないやん。春菜さんも、そういうん作ればええねん」

「作る、って言われても……」

「心配せんでも、僕が作るわ、そんぐらい。っちゅうか、春菜さんと澪にはまだ武器の神器作ってへんねんし、その流れで作るだけや」

「……ありがとう」

「道具とか装備は僕の領分や。礼を言われるようなこっちゃあらへんで」

「……それでも、ありがとう」

　妙に男前なことを言う宏に、喜びに頬を染めながら、飛び切りの笑顔で心の底から感謝の言葉を告げる春菜。

　実はこのとき、澪の色香にあてられて余計なことを考えていたりとか、神衣からのテレパス的なあれこれに関していろいろあったりとか、けっこう迷惑をかけている割に下世話なほうに気持ちやら思考やらが流れ気味だったことについて内心で余計へこんでいるのだが、それを差し引いても空を見ていたときよりは気持ちが浮上したのも確かだ。

「まあ、やるにしても、明日ボスをしばき倒してからの話やけどな」

「……うん、そうだね」

「まあ、そういうわけやから、あんまり深く悩まんとき」

「……うん」

「僕らは寝んでも大丈夫やけど、明日無事に終わらすためにはちゃんと寝たほうがええで」

「……うん、分かってるよ。今日はありがとう、お休み」

「ほい、おやすみ」

　悩みが晴れたことを見て取った宏が、今度こそちゃんと寝るべし、と春菜をコテージへ追いやる。

　そんな、見ようによってはものすごく健全に青春している二人を見ていたのは、殺虫ランプに誘いざなわれる虫のごとく結界に吸い寄せられては焼き尽くされて消滅するアークデーモン達だけであった。




　　　　☆




「ジオカタストロフは、本気で地表ではぶっ放せんなあ……」

「ものすごいことになってるよね、本当に……」

　翌日。中央に発生したと思われる巨大な瘴気に向かう途中、神の船から地表を見下ろしてその状態に顔をしかめる宏と春菜。

　地上から見たときも大概ひどかったが、空から見下ろしてみるとそのえげつなさは地上から見たときの比ではなかった。

　破壊の範囲や規模では天てん地ち開かい闢びゃく砲ほうに及ばないものの、破壊の質という面ではジオカタストロフの方がはるかにタチが悪い。

　何しろジオカタストロフは、アラウンドガードなどで範囲を縮小することができないのだ。

　物理攻撃ゆえにレジストで威力や範囲を軽減することもできず、地面に着弾する前に体で完全に止める以外に使われた側が被害を減らす手段が一切ないのである。

　威力・効果範囲や特殊効果のバリエーション、防御や回避の困難さといった面で魔法攻撃に大きく水をあけられている近接物理攻撃スキル。それゆえ設定されている数少ない優位点が、エクストラスキル固有の特性を得たとたんに化けてほしくない方向に大きく化けた、といえよう。

「ねえ、宏」

「ん？」

　そろそろ瘴気のもとが見えてくる、というあたりで、真琴が宏に声をかける。

「ボスがいそうだったら、ジオカタストロフでやっちゃう？」

「いや、さすがにここのラスボスぐらいは、普通に仕留めるつもりやで。もしかしたら、ちゃんと素材ゲットできるかもしれんし」

「そうね。今度こそ、ちゃんと素材が欲しいわよね」

　宏の方針に頷き、気を引き締めなおす真琴。

　どうやら今回は日ひ和よって安全策に走る気はかけらもなく、あくまで当初の目的どおりに行動するつもりらしい。

　昨日の中ボス戦は、途中でガーディアンフィールドもセンチネルガードもぶち抜かれている。

　最終的にスキルや装備の成長により完全にノーダメージになったが、それでも初期状態の神衣ぐらいなら普通にぶち抜く火力を持つ中ボスが出てきたのは間違いない。

　正直に言うならば、三幹部のうち最大の火力を持っていたザーバルドと比較すると、中ボスの攻撃力はかなり劣っていた。

　一方的に嵌はめたためにノーダメージで倒せた三幹部だが、実際に相手が本気で抵抗していれば、あの時点での装備では宏と春菜以外は致命的なダメージを受ける可能性があった。それと比較すると、中ボスは弱いといえば弱い。

　今回ちゃんとやりあった中ボスのうち、最も物理火力が高かった[image: ]獄童子の必殺技ですら、少しガーディアンフィールドと各種装備が成長するだけで完封できる程度の火力しかなかった。

　だが、中ボスでそれなのだから、ラスボスがザーバルドと互角以上の火力を持ち合わせていても不思議ではない。

　現時点で最高難易度のダンジョン、そのラスボスを、たかが装備をある程度調えた程度でたやすく倒せるはずがない、と覚悟を決めて挑まねば、どんな事故が起こっても不思議ではないのだ。

　余談ながら、宏や春菜の神化とスキルの熟練度とは、一切関連性がない。

　神化した時点でまだ成長の余地があるスキルは、使えば普通に成長する。

　なので、さすがにエクストラスキルだけあってか、宏のガーディアンフィールドはまだ熟練度的には折り返し地点を過ぎたところだ。

　金こん剛ごう不ふ壊えに至っては、使用機会の少なさからほとんど成長していない。

「……師匠、春姉、見えてきた」

「……ん？　……あれやな」

　ボス戦に向けてアイテムの準備などをしつつ徐々に緊張感を高めていると、ついに澪がボスらしき何かを発見する。

「……なんだか、さっきまでとは違う意味ですごいことになってるよ……」

「……せやな。演出としては悪趣味すぎるし、そうやないんやったらえげつない」

「なんか、いろんな意味ですごく戦いにくいよ……」

「ん。正直、ボクはあの上通りたくない」

「通りたい人なんて、いないんじゃないかな……」

　恐らくボスであろう、多量の瘴気をまとい、誰か、あるいは何かを抱いて座り込む男。

　そいつがいるエリアを見て、心底嫌そうに顔をしかめながら宏達が言い合う。

　それもそのはず。ボスが座り込んでいる場所は、大勢の生きた人間が折り重なった山の上なのだ。

　ただ生きているだけならまだいい。足場として敷き詰められ、積み重ねられた人間はいずれも、原因は違えど死は避けられず、かといってすぐに死ぬこともできない状態になっている者ばかりである。

　それだけに正視に堪えぬ状態になっている者も多く、何より女性や子供、中には赤子やそれを抱いた母親すら交ざっている点が、戦場にするどころか足を踏み入れることすらためらわれる環境を作り上げている。

　また、この一帯に漂う臭気や聞こえてくる音も見た目に違たがわぬもので、よほど気をしっかり持っていなければ、わずかでもこのエリアに足を踏み入れた瞬間、視覚情報との相乗効果で胃袋の中身を空にし、しばらくは悪夢にうなされるであろう、そんな凄せい惨さんな光景である。

　煉獄に入ってからここまでの間に、死体でできた道を歩かされたこともあった。怨えん嗟さの声がＢＧＭとなっている場所もあった。

　だが、それらは一見非常に生々しく本物っぽくありながら、その場に立ってみればどこか嘘うそくさく、リアリティのないものであった。

　しかし、ここは違う。

　ここで苦しんでいる人達は、ここに充満する臭いは、どう頑張っても本物としか思えなかった。

　宏が演出としては悪趣味すぎる、と言ったのも当然であろう。

「……多分、こいつはこの煉獄ができたときの光景、なんだろうなあ……」

「……だったとしても、だからどうした、って話よね。正直、やりづらさに関しては全く関係ないわよ……」

　さすがに今まで、なんだかんだ言って結構な修羅場を潜くぐり抜けてきているアズマ工房一行。

　これだけ強烈な景色を見せられたところで、今更吐いたり戦闘不能になったりはしないが、残念ながらいつものレベルで軽口を叩けるほど平気でもない。

　さすがにここまで凄惨な光景となると、全く呑のまれずに済むとはいかなかったようだ。

「……所詮、ダンジョンのギミックや。そう割り切らんとしゃあないな」

　攻撃の射程内に近寄ってもなお動かない男を見て、覚悟を決めた宏が神の船を着陸させる。

　その行動の意味を理解し、戦闘態勢のまま一行は戦場に降り立った。

「……やっぱり、こっちから仕掛けるまでは動く気なしか」

「……いっそ、ここで切り上げて帰っちゃう？」

「いや、そうもいかねえみたいだぞ……」

　ぎりぎり戦闘可能、という距離に近づいてなお、行動を起こさない男。

　それを見て、後味の悪い真似をするぐらいならいっそ、と提案した春菜をあざ笑うかのように、ギミックであろうあれこれが動き出す。

「ああああああ……」

「うおおおおお……」

「助けて、助けて……」

「せめて、せめてこの子だけでも……」

「いっそ、いっそひと思いに殺してくれ!!」

　外周部、宏達の最も近くにいた人間達が、這はいずりながら、もしくはふらふらと立ち上がりながら、他人を踏みつけてじりじりと近寄ってくる。

　よく見ると、いつの間にやら宏達の足元は完全に半死人で埋め尽くされており、さらには収納していなかった神の船が、どこにあるか全く分からない状態で隔離されてしまっている。

　宏達なら逃げようと思えば逃げられるが、恐らく普通のパーティだと、後味の悪さを抱えながら死に物狂いで戦うしか選択肢はない。

「しゃあない、やるか……」

「宏、無理しなくても……」

「この状況で逃げるとなると、船を置いてかんとあかん。また回収に来るんも面倒やし、回収に来たら来たで同じパターンでボス戦させられかねん。それやったら、嫌なことは一回で済ませたほうがはるかにましや」

　レグルスを構え、真琴の言葉を否定して本気の戦闘に入ることを決める宏。

　すでに春菜は、鎮魂の歌を歌い始めている。

「……なぜ、チュンファは許されず、貴様らは生き返ることが許された？」

　春菜の歌に阻まれ、半死人達が動きを止めたところで、ようやく男が反応を見せた。

　といっても、男が見せた反応は戦闘行為ではなく、恨み言を漏らすというもの。

　その恨み言が強烈な呪じゅ詛そとなって襲い掛かってきてはいるが、本人は直接的な攻撃はおろか、いまだにその場から動こうともしない。

「何の罪もないチュンファが理不尽に命を奪われ、生き返ることも許されなかったというのに、なぜ貴様らは、こやつらは、のうのうと生きていられる!?」

「知らんがな!!」

　足元に転がっていた、赤子を守っていた女性をその赤子ごと男が踏み潰つぶしたところで、相手の出方をうかがうことをやめた宏がレグルスを投げつけた。

　高速回転しながら飛んでいった神しん[image: ]ぷレグルスが、ボスらしき男と男が抱きしめていた女性の遺い骸がいを真っ二つに切り裂き、高速回転したまま宏の手元に戻ってくる。

　斧系の初級スキル・ブーメランアックス。エクストラスキルであるトマホークレインを散々使い倒しているうちに自然と使い方を覚えたという、順序が逆ではないかと小一時間ほど問い詰めたくなるスキルである。

「宏!?」

「あれはダンジョンの一部で、生きてるわけやない。死体そのものですらあらへん。あれは単なる形になった怨おん念ねんや」

　唐突な、それもやたら思い切りのよい宏の行動に、思わず驚きょう愕がくの声を上げる真琴。

　その声にほんのかすかに非難の色がにじんでいるのを察し、レグルスをキャッチしながら淡々と、自分に言い聞かせるように真琴に告げる宏。

　倫理観を盾にとるようなギミックに対して行動しづらかったこともあり、下手なことをして余計な反撃を食らわぬよう観察を続けていたが、その結果分かったことにより、攻撃をためらう理由がなくなったのだ。

「所詮ダンジョンのギミックやから、あいつ自身には魂はない。単にここに染みついた怨念で動いとるだけや。それにな……」

　宏の言葉が終わるかどうか、というタイミングで、切り落とされた男の上半身が抱きしめていた女性の遺骸を食い散らかす。そこから自身が踏み潰した女と赤子の肉体を、さらに周囲で怨嗟の声を上げ続けていた人間達の体を食いちぎり、咀そ嚼しゃくし、飲み込む。

　そのたびに大量の瘴気と怨念が立ち上り、男の体に流れ込んでいく。

　至近距離であるからか、春菜の歌の浄化・鎮魂能力でもその流れを止めきれない。

「この人ら、ギミックだけにボス戦終わるまでは何やっても死なん呪いがかかっとる。……いや、下手したら、魂がここに縛り付けられとる可能性もあるな。あいつ自身にはなんも感じんのに、この人らの怨嗟はほんまもんや」

「……それって……」

「下手に気ぃ使ってちまちまやるより、多少巻き込んでも一気にあれを仕留めたほうが、この人らも早く解放されるっちゅうこっちゃ！」

「……なるほどね」

　宏の言葉を聞き、何やら覚悟を決めた真琴が宙を駆け、そのまま一気に男に肉薄し、居合の構えから容赦もためらいもなく疾しっ風ぷう斬ざん・天てんを放つ。

　技が終わった後もその勢いを殺さず、空中を走り抜けて元の位置に戻ってくる真琴。何か言いたげな宏に対し、にやりと不敵に笑ってみせる。

　神衣の、というより春菜の血を使った装備の特殊機能の一つ、空中歩行。

　いまいち不安定なその機能を、ぶっつけ本番でしかもエクストラスキルな上にしっかりした足場が必要な疾風斬系の技を放つのに使う、という思い切りのいい真似をするぐらいには、真琴も頭にきているようだ。

「たとえ、あの人達がダンジョンのギミックに取り込まれてるとしても、素直にここ作ったやつの思惑どおりに足場にしてやるつもりはないわよ？」

「いや、僕が気にしとったんは、空中歩行の最中に虚神刀で疾風斬系の技が使えるほうやったんやけど……」

「こいつらも現状が気に食わないみたいでね。ものすごく協力的なのよ」

「さよか。にしても、あれ食らってもなんも変化せえへんとか、勝利条件が分からんなあ……」

　ほとんど肉片のみ、というところまで斬り刻まれ、虚神刀の特殊機能で再生を封じられ、トドメに神器の共通機能である強力な浄化能力で瘴気を浄化され尽くしたというのに、隔離されて逃げ場がない、という状況は何一つ変わっていない。

　分かりやすすぎるぐらい分かりやすい標的であっただけに、男はフェイクだったのかもしれない。そこまで考えたところで、飛び散った男の肉片が落ちた先に倒れていた人々をむさぼり始める。

「肉片一つ残さんと消滅させろ、っちゅうことか？　やとしたら、なおのこと悪趣味やな……」

「……師匠、それだけじゃない。怨念の様子が……」

「……とことんまで悪趣味やな、本気で」

　飛び散った肉片により痛めつけられた人々。そこから立ち上る怨念や瘴気が、何かの魔法陣を浮かび上がらせる。

　そして……、

「予想どおりにもほどがあるぞ!!」

　その魔法陣から次々と召喚されるデーモンロードとデーモンアポカリプスに、準備しておいた聖天八極砲十連装を叩き込みながら達也が吼ほえる。

　その一撃で三体ほどを仕留めるも、数が数だけに全てをどうにかすることはできない。

　魔力圧縮もせず、神衣の能力値増幅やエンハンスマジックなどによる強化もない聖天八極砲では、そもそも煉獄中層のボスを一撃で仕留めることなどできない。

　さらに澪からも多数の矢が飛ぶが、これまた達也の攻撃で焼け残った一体を仕留めるにとどまる。こちらに至っては神器ではない武器による普通の射撃なのだから、当然の結果であろう。

　達也と澪の猛攻をしのぎ、地上に降り立ったボスクラスの大悪魔達。

　彼らは、己が呼び出された役目を全うすべく、足元に転がっている人々を、最も苦痛が多くなるやり方を選んで蹂じゅう躙りんし始めた。

「これ以上させるかい!!」

　このまま続けばどうなるか、それをある程度予想した宏が、レグルスを投げると同時に大増殖させる。増殖したレグルスは全て違う軌跡を描き、次々に大悪魔を倒していく。

　やっていることはブーメランアックスではあるが、いくら放ったのが神で使った武器が神器だったとしても、初級技にこんな威力もこんな能力もありはしない。

　この技は、宏が無意識に創造神としての力を使い、新たに編み出したものである。

　『トマホークレインができるんだったら、ブーメランアックスだって増やせないわけがない』という確信により生まれた、新たなエクストラスキル。

　さらにレグルスそのものにも干渉して強化したため、その威力は煉獄中層のボスごときに耐えられるものではなくなっている。

　宏の視界範囲内に出現した大悪魔達は、一瞬にして壊滅した。

「はっ！　やっ！　てい！」

　宏の視界に入らない、ほぼ真横といえるポイントに出現した連中を、真琴が次々に斬り捨てていく。神衣の補助を受けイグニッションソウルと神衣自体の能力値増幅による二重の強化を行い、さらに虚神刀が全面的に協力してくれている現状において、デーモンロードやデーモンアポカリプスぐらいなら一刀両断することは難しくない。

　そんな彼らを、春菜が積層詠唱で様々な補助魔法や障害魔法を歌に乗せて支援する。

　こちらは宏と違い女神としての力は一切使っていないが、そもそもどれだけ抑制しようと、神になった時点で基礎スペックが段違いに跳ね上がっている。

　その能力で支援するのだから、効果は絶大である。

　図らずも、宏も春菜も神としての力を制御する訓練をした形になっているが、いざというときのために意図して権能の使用を控えている春菜と、まったく意識せずに使っている宏とを同列には語れないだろう。

「これで、いったんは終わりやな」

「ま、どうせこの後も何かあるでしょうけどね」

　二度目のブーメランアックス改で投げたレグルスをキャッチしながら言う宏に、元のポジションに戻ってきた真琴が獰どう猛もうな顔で断言する。

　二回のブーメランアックス改と達也や真琴の全力戦闘により、あっという間に大悪魔の集団は全滅していた。

　だが、いまだに宏達の神経を逆なでするギミックは解除されておらず、神の船の所在も不明なままだ。真琴が言うように、これで終わりであるはずがないのだ。

　故に、口では終わったと言いながらも宏は一切警戒を緩めず、春菜も歌を継続している。達也はついに地脈接続に入り、澪もいつでも自身の最強技を使えるように溜ために入っていた。

　そんな宏達の考えを肯定するように、仕留められた悪魔達が残したドロップ素材と、ギミックとして扱われた半死人達の怨念が一点に集まり、何かを実体化させていく。

　様々なものを踏みにじりながら、ついに煉獄の王がその本来の姿を現した。

「罪もない者が一方的に踏みにじられるこんな世界など、ただ幸せを求め努力することすら許されぬ世界など、滅んでしまえ！」

「お前が言うな！」

　とことんまで痛めつけた人々の魂を盾にするように全身にまとい、そんな勝手なことを口にする煉獄の王に、詠唱を終え発射のタイミングを計っていた達也が本気の怒りの声を上げる。

　その声に呼応するように、苦く悶もんの表情を浮かべる大勢の人々の顔、その隙間に赤い点が小さく浮かぶ。

　それに気がついた達也が春菜に視線を向けると、春菜が歌を止めずに達也に向かって小さく頷く。

　特殊補助魔法・ターゲットポイント。対象の弱点をピンポイントで浮かび上がらせる魔法。補助魔法に分類される魔法としては珍しく味方ではなく敵にかける魔法で、ゲーム時代は弱点が見えるのはパーティもしくはユニオンを組んでいるメンバーのみ、この世界では一定範囲内にいる術者が味方だと明確に認識した存在のみ、という魔法だ。

　敵にかけるという性質上、抵抗されれば効果がなく、弱点が見えるというその絶大な効果からかやたら抵抗されやすい魔法だったため、詠唱の長さと相まって有用性の割に使われる機会が非常に少ない魔法だった。

　春菜にしても、ゲーム時代はボス扱いのモンスターとしては格下もいいところであるバーサークベアにすら一度も成功したことがなかったため、今の今まで使う発想がなかったのである。

「ていっ！」

　春菜の無言のメッセージを受け取り、澪が真っ先に巨竜落としで弱点を正確にぶち抜く。

　どうしても破壊力が過剰になるエナジーライアットより、点での攻撃にしかならない巨竜落としの方が、この手の小さな弱点をピンポイントで貫くには向いている。

　澪の一撃により一気にコアにまで矢を食らい込んだ煉獄の王は、その痛みに怒りと苦しみの咆哮を上げた。

「見えてるわよ、あんたの本体が！」

　巨竜落としによって深刻なダメージを受けたからか、煉獄の王の表面、人々の顔と顔の間に、先ほどよりも大きな隙間があちらこちらに大量に浮かび上がる。

　そこをなぞるように、真琴が最大奥義、疾風斬・神かむ威いで余波を出さないように正確に切り開いていく。

　ばらばらに切り裂いてしまえば、先ほどの二の舞。

　そう考えてか、虚神刀も自身の刀身を伸ばすような真似はせず、盾にされた人々を傷つけぬように本体の露出面を広げることに専念する。

　結果、聖天八極砲ぐらいなら複数同時に叩き込めるだけのスペースを作り上げることに成功したのであった。

「達也！　跡形もなく、吹っ飛ばしてあげなさい!!」

「達兄、決めて！」

「おう！　エナジーライアット！」

　真琴と澪の声援を受け、春菜のバックアップに合わせて、今回に限ってはジオカタストロフ以上の効率を発揮する単体用の究極破壊魔法を叩き込む。
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　所詮単体用と踏んで、射線上から退避することで避よけようとする煉獄の王。

　だが、その行動は、宏から向けられた圧倒的な物理的圧力すら伴った威圧感と、ついでのように行われた、足元に亀裂を入れるという荒っぽい妨害により完全に阻まれる。

　結果、勝手なことをさえずり、むやみやたらと効率的にパワーアップと行動阻害を同時に成立させ続けていた煉獄の王は、不必要に神々の怒りを買って、相手の神経を逆なでする以外に碌ろくなことをする暇も与えられずに消滅させられたのであった。

「……ギミックは解除されおったか。せやけど、あの人らの魂は解放されてへんな」

「……でも、素材はなんだかいっぱい落ちてるよ。全然嬉うれしくないけど」

「素材集まってこんなに嬉しないん、初めてやな……」

　警戒を解かずに推移を見守っていた宏と春菜が、瘴気も怨念も薄れドロップアイテムも大量に転がり落ちてきたことを確認し、終わりだと判断して戦闘態勢を解除する。

　だが、その表情は晴れない。

　いくら何でも、あそこまでひどいものを見せられて平然としていられるほど、まだ二人とも精神面が人間から離れてはいない。

　いずれ神々としてこの程度は些さ末まつなことと処理できなければならないのだろうが、まだまだ宏も春菜も、数々の修羅場をくぐり抜けてきた高校生、という以上のメンタリティは持ち合わせていないのである。

「師匠、春姉。どうにかできないの？」

「そうよ。仮にあの人達がここを作った原因の一部だったとしても、いくら何でもあれはひどすぎるわよ」

「ヒロ。お前確か神の城限定っつっても、これぐらいの規模のダンジョン作れたよな？　作れるんだったら、壊せないのか？」

「……確か、この手の発生してから長期間経って、完全に固定されてしもてるダンジョンの破壊方法は、コア潰して浄化して、を根気よく繰り返すんやったか？」

「……分かんない。大図書館か神様達に直接聞くかして、確認しないと」

　あまりに胸むな糞くそ悪い仕様のダンジョンに、ドロップアイテムを回収しながらどうにかできないかと話し合う一同。

　なんだかんだ言っても素材を回収するあたりは平常運転と言えなくもないが、その表情は非常に険しい。

　正直、出どころが出どころだけに、春菜の血ち反へ吐どとはまた別の意味で扱いに困る素材達だが、素材に罪はない。

　それに、多くの人の苦しみが詰まったこの素材達を、この場に放置していくのも気が咎とがめる。

　結局、どんなに嬉しくなかろうと、素材を回収しない選択はできなかったのだ。

「まあ、まずはダンジョンコアを探すところからやな。どう転ぶにしても、コア砕いとくんは無駄にはならん」

「その前に、渡すものがあるので少しだけ時間をいただけませんか？　その時にダンジョンコアの位置をお伝えしますので……」

「……アルフェミナ様？　いつの間に？」

「ちょうど今、こちらに顔を出したところです」

　とりあえず、どうするにしてもダンジョンコアは壊しておこう。そう考えて行動しかかった宏を、たった今降臨したばかりのアルフェミナが制止する。

「やる気を出しているところに水を差して申しわけありません。ですが、本当に重要なことですし、それほど時間もかかりません。ほんの少しだけ、お時間をください」

　やけに切羽詰まった感じのアルフェミナに、これまで感じていた気分の悪さも吹っ飛び、思わず不思議そうな表情で顔を見合わせてしまう宏達であった。




　　　　☆




　先ほどまで胸糞悪い戦闘があった場所でやり取りをしたくない。

　そんな宏達の意見の一致により、アルフェミナの用件は神の船の中で聞くことになった。

　なお、神の船はギミック解除後に、元の位置に出てきている。

「早速ですが、用件を済ませてしまいましょう」

　宏達の気持ちが落ち着いたのを見計らって、何かを取り出しながらアルフェミナが用件を進めていく。

「そうですね。ほんで渡すものって、何ですか？」

「わたくし達の総力を結集して用意した、春菜殿の神具の素材です。申しわけありませんが宏殿、これで春菜殿が権能を制御する、その助けとなるものを作ってください」

「まあ、春菜さんの補助具は作らんとあかん思っとったんで、ええ素材があるんはありがたいんですけど、またいきなりですやん」

「それだけ、春菜殿の体質の影響が深刻化していまして……」

　心底疲れた、しかもやけに余裕のない表情でそうこぼすアルフェミナに、春菜が申しわけなさそうに落ち込む。

「一応念のために申し上げておきますが、この件は別に、春菜殿が悪いわけではありません。元をたどれば、春菜殿が女神にならざるを得なくなった事件、それを阻止できなかった我々のミスです。それに、体質をコントロールしろ、など、普通はできるわけがないことですし」

「……でも、基本不干渉が原則のアルフェミナ様がこうして動いている、っていうことは、それだけで済まない話なんですよね？」

「ええ。事がわたくし達だけで済むのであれば、責任をもって収まるまでどうにかするつもりでしたが、残念ながらわたくし達だけで済まない状況になってしまいまして」

　本当に申しわけない、と頭を下げるアルフェミナに、どれほど迷惑をかけてしまっているのかを察してさらに落ち込む春菜。

　そんな悪循環を断ち切るべく、宏が口を開く。

「その辺の話をし始めたら、大本は人んところに邪神押し付けた挙句にさらに無関係な世界の住民巻き込んで自滅したアホな創造神が原因やし、アルフェミナ様が謝るこっちゃないですやん」

「ですが、ルールを言い訳に、防げることを防がなかったのですから、すでに滅んだ神のみの責任とは言えません。本来なら、あなた方が巻き込まれた時点で、この世界の神全員が相打ち覚悟で邪神を滅ぼすべきだった、と言われても反論できないのですから」

「そんな真似したら、この世界が滅びますやん。舞台装置、とかいうから軽く見えるだけで、実際には神様方が重要で基本的に替えの効かん制御装置や、っちゅうことぐらいは分かっとりますし」

　かつて、他の世界から迷い込み、邪神絡みで命を落とした人物にアルフェミナが言われた言葉。それを宏が明快に否定する。

「正直、城作って分かりましたわ。多分やけど、この世界はアルフェミナ様が消滅した時点で、時間の流れが止まってそのまま滅ぶ。アルフェミナ様だけやない。恐らく、アルフェミナ様が健在でも、五大神のうち三柱、もしくはそれ以外の神々の三割前後が消滅したら、システムの維持ができんで完全に世界は破綻、アルフェミナ様だけが残る、っちゅうところでしょう？」

「……分かってしまいましたか……」

「多分、これでも創造神の端くれや、っちゅうことやと思いますわ。ついでに言うたら、僕とか春菜さんみたいなイレギュラーでも出てけえへん限り、新しい神様の補充もきかん、っちゅうことも、邪神との戦いとかで何柱かは減ったままになっとる、っちゅうことから分かります」

　宏の言葉を、苦い顔をしながら肯定するアルフェミナ。

　実際、世界の維持を考えなければ、邪神を滅ぼすこと自体は可能だ。

　だが、それをしてこの世界が破綻すれば本末転倒だし、一つ世界が滅んだり不安定になったりすると、他の世界にも意外と馬鹿にできない影響が波及する。

　創造神ではないだけで、アルフェミナは実質的に一つの世界の主神である。

　あまり無責任なことはできないのだ。

　その主神が妙なルールに縛られて四苦八苦しているあたり、いろいろ本末転倒なものを感じなくもないのだが、それを言い出すと割とディープな問題に首を突っ込むことになりそうなので、とりあえず自重している宏。

　自分達のことだけで手いっぱいなのに、邪神を潰せば目先のことは解決するアルフェミナ達のシステム問題にまで首を突っ込みたくはないのである。

「まあ、そこら辺の話は置いとくとして、アルフェミナ様がそこまで切羽詰まっとるあたり、よっぽどやばいみたいやから、ここのコア潰したらとっとと作りますわ」

「助かります。本当に申しわけありません」

　宏の言葉に、深々と頭を下げるアルフェミナ。

　宏達に対して何もできていないどころか一方的に負担を押し付け、さらには神化という不可逆変化をさせてしまったのに、こちらの事情を酌んで文句も言わずに自主的に動いてくれているのだ。

　はっきり言って、この世界の神々は宏達に足を向けて寝られない。

　宏と春菜の今後に余計な影響が出る、という問題がなければ、本当ならばたとえどれほどルール違反を重ねようと、世界の維持運営に影響が出ない範囲で、かつ持ちうる権能でできることは、何でもやって宏達を支援すべきなのだ。

　維持運営に影響が出ない範囲で、と言っている時点で腰が引けている、と言われそうだが、そっちに致命的な影響が出てしまえば、その咎とがは宏達にも向かってしまう可能性がある。

　それに、せっかく宏達が世界が滅ばないように動いてくれているのに、その支援で世界に無視できない影響が出てしまえば、本末転倒もいいところである。

　何より、そうなってしまった場合、たとえアルフェミナ達自身のミスであったとしても、宏達が絶対に気にする。

　それを気にしない人間なら、そもそも世界に影響が出ないように権能の扱いを訓練するなどということはしないだろうし、もっと早い段階でとっとと相打ち覚悟で邪神を滅ぼせ、と迫ってくるだろう。

「で、とっとと煉獄のコア潰してまいたいんですけど、どの辺あります？」

「そうですね。ここまで世界との乖かい離りが進んだダンジョンだとはっきりしたことは言えませんが、先ほどの煉獄の王との戦闘、その舞台となった場所に三度ほどジオカタストロフを撃ち込めば、そのまま粉砕できるのではないかと思われます」

「なるほど。ほな早速やってまいますわ。幸い、クーリングキャンセラーの在庫は足りてますし。あ、一応確認しときたいんですけど、別に煉獄がなくなっても問題あらへんですよね？」

「はい。むしろ、囚とらわれている魂を解放するためにも、本来ならダンジョンコアの破壊はこちらからお願いすべきことです。集合無意識の行ったミスを、わたくし達ではなく違う世界から来た、それもこちらのミスの後始末を押し付けたとはいえ、自力で神化に至った元人間にお願いせねばならない、ということ自体が情けないことではありますが……」

「世界の制御システムと世界の本能が対立しとる、っちゅうんも、大変ですなあ……」

「まったくです。その結果、三幹部の件ではあなた方にかけなくてもいい負担をかけ、達也殿と真琴殿は死亡して保険がなくなり、春菜殿に至っては神化せざるを得なくなるなど、申しわけなくて……」

　自然発生系の世界には多々ある問題、それについて心底申しわけなさそうに嘆くアルフェミナ。

　集合無意識の起こす行動には、アルフェミナ達からは一切干渉できない。

　その結果が煉獄の発生と千年以上にわたる定着であり、宏達日本人チームの壊滅と春菜の神化である。

　どちらも先々を考えると明らかに致命的なマイナスで、普通に考えて世界の本能である集合無意識がそんなミスをするとは思えない。

　だが、本能が常に正しい選択をするのであれば、種の保存に失敗する生物は存在しないだろう。

　集合無意識がやったミス、というのはそういう種類のものである。

「その辺の話はこれで終わりにしましょか。終わったことで申しわけないとかやってる間に、どんな影響が出るか分からんし」

「……そうですね」

「サクッとコア潰す……前に位置調整がいるなあ……」

　割と重要な情報はあれど、いまいち生産性のないアルフェミナとの会話を切り上げ、とっととコアを粉砕する作業に入る宏。

　現在地から叩き込んでも微妙に効率が悪いと考え、神の船でちょうどよさそうな場所に移動する。

「この辺から撃ったらええ感じやな。ほな、サクサク潰してまうか。クーリングキャンセラー使うけど、かまへんよな？」

「おう。好きなだけ使え」

「ほな、いくで。ジオカタストロフや!!」

　位置を調整後、断りを入れてから地上に降り、容赦なくジオカタストロフを叩き込む宏。

　寸分たがわぬ位置に三発、普通に地表で放ったらマントル層を貫通したであろうぐらいの深さに斧ふ刃じんの一番外周が到達したところで、何か別のものを粉砕する手ごたえを感じる。

　その一撃と同時に、ダンジョン全域の瘴気が急激に減少。

　さらに、囚われていたらしい魂が、きらきらと輝きを放ちながら天に向かって飛び去っていく。

　それを見た春菜が、自然と鎮魂歌を口ずさむ。

　春菜の歌に押され、多数の魂が輝きを増しながら、ダンジョンの境界線を突き抜け、還かえるべき輪りん廻ねの流れに次々と飛び込んでいく。

　煉獄成立から二千年以上。その間、常に逆恨みと八つ当たりを受ける形で自我を失うこともできずにいたぶられ続けてきた魂達が、ようやく救われた瞬間であった。

「……さて、適当に置き土産したら、帰って春菜さんの神具作りやな」

　聖職者系ポメやらテープレコーダーやらを取り出しながら、どことなく邪悪な笑みを浮かべてそう告げる宏に、思わず小さくため息をつく春菜。

　やりたいことは分かるし基本的に大賛成ではあるが、いちいちそういうことに自分の歌を使われるのは、好きな相手の行動でいい加減諦めていても、なんとなくもやもやするものはあるのだ。

「でも、いいのかな？　一応、有名なダンジョンだよね？」

「どうせここに出入りする冒険者なんぞおらんのやし、消滅したらしたで別にええやん」

「まあ、そうなんだけど……」

　そもそもアクセス環境がよくない。飛行手段があってすら容易ではないのだ。

　まあ、足を運んだ人間がここ数百年はいないのだから、消滅したところで誰の迷惑にもならないだろう。

　そんな論法で割と自分勝手に正当化し、最下層エリアの破壊と浄化を徹底的にやりつくして留飲を下げる宏であった。








邪神編　第三六話






「いい加減にしてくれないか？」

　宏ひろし達が煉れん獄ごくから戻ってきたのと同時刻。

　北地区の商業組合。

　マルカスの顔を見るなり、チャールズが挨拶すらも省いてそう言い放つ。

　身の程知らずにも、己を呼び出すという無礼を働いた。そんな連中をどう叩たたき潰つぶしてやろうかと思案していたマルカスも、さすがに場の雰囲気に居住まいをただす。

　娶めとった嫁の家業とはいえ、木工職人でありながらパン屋の真似事をし、そのコネで商業組合のトップに成り上がったチャールズを、正直マルカスは心底馬鹿にしていた。

　実のところ、チャールズ自身は木工職人という立場でパン屋の仕事に協力していただけであり、その流れでかろうじて売り物にできるレベルのパンを焼ける程度の腕を身につけたにすぎない。

「前々から思っていたが、貴様もいつまでたっても礼儀を覚えんな、チャールズ」

「陛下を見下し、王族が直接旗振りをしているプロジェクトを潰そうとした挙句に悪評を流す反逆者にだけは言われたくない」

　マルカスの嫌味を、ぞっとするほど平へい坦たんな声で切り捨てるチャールズ。

　その尋常ではない様子に気け圧おされ、背筋に冷たいものが走るマルカス。

　マルカスは今頃になって、ようやく事態がのっぴきならないところまできていることに気がついたのだ。

「お前のおかげで、順調に取引が打ち切られているよ」

「それは、貴様らの腕がゴミのようなレベルから進歩しておらんからだろう？」

「違うな。反逆者に関わって連帯責任を取らされたくないからだ、とはっきり言われている。その証拠に、我々が過去に納品し、修理までして愛用していただいた家具なんかも片っ端から突き返されているからな」

　そういって、チャールズが引き出しから小箱を取り出し、マルカスに突きつける。

　それは、とある公爵家の結婚祝い兼新当主誕生の祝いとして別の公爵家から依頼を受け、最盛期のマルカスが作って納品した飾り箱だった。

「こちらで処分しろと言われた」

「……なんだと？」

「敬愛する陛下と王太子殿下を馬鹿にして楯突くような職人が作ったものなど、見るだけでも不快だそうだ。この件がどんな形で終息しようと、金輪際お前の作ったものを手元に残すつもりはないと言い切っておられた」

　とんでもないことを淡々と告げるチャールズに、表情が凍りつくマルカス。

　件くだんの公爵家当主が、目の前の飾り箱をどれほど気に入り大切にしていたか、マルカスはよく知っている。

　それを手放すどころか、見るのも嫌だから処分しろというのだから、単に怒っているという次元ではないのは間違いないだろう。

「儂わしが陛下に楯突いている、だと？　その証拠は？」

「王太子殿下自身が公爵様に告げたらしい。噂うわさを聞いておかしいと思ったが、実態を知って怒りのあまり目の前が真っ暗になったとおっしゃっておられたよ」

「……おっしゃっておられた……？　……も、もしかして……？」

「ああ。公爵様が、ご自身でこれを突き返しに来られた」

「……なん……だと……？」

「私がどれだけ肝を冷やしたか、どれだけ情けなく悔しい思いをしたか、お前には分かるまい」

　マルカスに対する憎悪をにじませ、そう吐き捨てるチャールズ。

　もはや、かつてのパトロンを完全に敵に回したと知って、マルカスは冷や汗が止まらない。

　だが、それでも己の信念は間違っていないと反論を口にする。

「……貴様らもアズマ工房の若造どもも、かつての儂の足元にも及ばんのは事実だろうが。基礎もできておらん貴様らがそのことを棚に上げて、目新しいやり方に飛びついて小手先でのごまかしをしようとしたからこそ、その鼻をへし折ってやろうとしたまでよ」

「基礎が不十分なことぐらい、言われずとも分かっている。そもそも、何十年やろうが基礎が完璧になることなどない。だが、基礎が完璧になるまで新たな技法の研究をしないのでは、いつまでたっても進歩などない」

　そこまで言って一息つき、マルカスを睨にらみつけてチャールズがトドメを突きつける。

「そもそもの話、実用に耐え数十年もつ製品であれば、基礎がどうこうなんぞ買う側には関係ない。そんなことは殿下のプロジェクトを潰しにかかる正当な理由になどなりえない。それともお前は、よその工房と交流し、共同研究を通じて切せっ磋さ琢たく磨ますることすら基礎が完璧でなければ無駄だというのか？　だとしたら、職人失格だな」

　チャールズの一言に、反論できずに黙り込むマルカス。

　さすがのマルカスも、基礎ができていなければよその工房と切磋琢磨をしても無駄、などとは口が裂けても言えないようだ。

　自身もそうやって腕を磨いてきたこともあり、むしろ基礎ができていないからこそ得られるものが多いことは嫌というほど分かっている。

　それを否定することは、まだ職人としてのプライドが残っているマルカスには不可能であった。

「元よりそういう話だったのを、基礎がどうだとお前が因縁をつけて妨害してくれたおかげで、アズマ工房の工房主が王家からの別件で手が回らなくなってしまった。それだけでも申しわけないというのに、それに対してお前は何と言った？」

「ふん。たとえそうであっても、こんな爺じじいの妨害ごときで進まなくなること自体、未熟な証拠。それを言うに事欠いて儂が全て悪いとは、所しょ詮せんアズマ工房などぽっと出のゴミクズ同然だということよ」

「というようなことを噂として流したから、お前は反逆者同然の扱いを受けた挙句、アズマ工房に恩義を感じている者達全てを敵に回したわけだ。今、北地区が何と言われているか知っているか？」

「ぽっと出の外様から伝統を守り抜いた、誇り高き職人集団だろう？」

「違うな。あれこれ揚げ足取りに終始して直接対決から逃げた挙句、それを勝ち誇ってくだらん印象操作に走る下げ種すな卑ひ怯きょう者しか存在しない地区、だ」

「なに……!?」

「作品を見もせずに一方的にこき下ろした挙句、先方からの提案を蹴って逃げ回ったくせにその責任をなすって見下せば、当然そういう評価になるだろうよ」

　チャールズの言葉に、もう一度愕がく然ぜんとした表情を浮かべるマルカス。

　よもや、自身の流した噂がそこまで裏目に出ているとは思ってもみなかったのだ。

　もっとも、そういう方向での感性が絶無で興味も持っていない人間でもなければ、宏とマルカスの作品を並べてマルカスに軍配を上げることなどない。

　それを考えれば、噂を流してこうなるのも当たり前である。

「我々に与えられた選択肢は二つ。卑怯者として北地区そのものの歴史に幕を下ろすか、明日の勝負を受けて立って、誇り高き敗者として汚名をそそぐか。どちらにしても、お前の名を抹消し、追放するのは最低条件だ」

「この儂の名を抹消するだと!?　このマルカス・リードを!?　そんなこと、できるものか！」

　明日という期日の唐突さよりも、自身の名を抹消するということに食いつくマルカス。

　実のところ、唐突な勝負の日程もマルカスの名を抹消するのもレイオットから出された条件ではなく、北地区の若手や中堅の不満を受けたチャールズが適当にまとめたものなのだが、怒りに目がくらんでいるマルカスはそのあたりの突っ込みどころに全く気がついていない。

「作品の大部分が遺失し、名簿にも記載されていない職人など、百年もすれば誰も覚えていない」

「それでも作品は残る！　ならば、儂の名が消え去ることなど……！」

「たかが私やお前ごときの作品が、百年も二百年も残ると思っているのか？」

　いろんな意味で見苦しいマルカスに対し、禁断の一言を自嘲気味に突きつけるチャールズ。

　残念ながら、当代一といわれているマルカスも、過去の名工が残した作品を超えるようなものは作っていない。

　ここ数十年、そのマルカスの作品すら超えるようなものが出なかったのは事実だが、過去をさかのぼればマルカス程度のレベルはごろごろしている。

　同時代にアズマ工房が存在している以上、チャールズやマルカスの作品などあっさり埋もれてしまうのは目に見えている。

　抹消するまでもなくマルカスの名など残りはしないだろうが、それでもけじめと処罰は必要だ。

「いつからこの国は、諫かん言げんすら許されなくなった……」

「印象操作のために聞くに堪えん悪評を流すのが諫言ならば罵ば詈り雑ぞう言ごんなんて存在しないし、客がどこの物を買おうと客の自由だ。明確な根拠も証拠もなくアズマ工房の物は粗悪品だから買うな、などと言ったところで、誰が聞き入れるものか」

　どこまでも往生際が悪いマルカスに冷たい目を向け、そう吐き捨てるチャールズ。

　先ほどのマルカスの言葉ではないが、こんな現実の見えていない爺じいさん一人を自滅するまでどうにもできなかったという事実が、情けなくてしょうがない。

「お前が誰に喧けん嘩かを売ったのか、どれほど現実が見えていなかったのか、明日の勝負で思い知るがいい。先に言っておくと、勝負を受けずに逃げるなどということは許されないからな。もし逃げたなら……」

「どうするというのだ？」

「人知れず始末された後に、性根まで腐った職人の屑くずとして未み来らい永えい劫ごう語り継がれるだけだ」

　そう言って、犬でも追い払うように手を振るチャールズ。

　チャールズの態度に腹を立て、きつく叱しかってやろうと口を開いた瞬間に、部屋の入口で事の成り行きを見守っていた若い職人達がマルカスを捕まえてつまみ出そうとする。

「貴様ら何をする!?　儂を誰だと思っている!?　こんなことをしてタダで済むと思っているのか!?　ええい！　放せ！　放さんか!!」

　どれだけ威勢がよかろうと、所詮肉体的にはただの年寄り。

　つまみ出そうとする若者達の力には手も足も出ず、商業組合の外へと軽々と運び出されてしまう。

「……これが、これが北地区に尽くしてきた者に対するやり口か！」

　自分を投げ捨てたあと、一いち瞥べつもくれずに中に入っていく若者達の背中に向けて、自身の行いを顧みることなく魂の叫びをぶつけるマルカス。

　無論、若者達は一切反応を示さない。

「おのれ！　おのれええええええ！」

　いつまでも未練がましく叫びながら、延々と恨み言を漏らし続けるマルカス。

　そこに、一人の男が声をかける。

「憎いですかな、彼らが？」

「憎くないわけがなかろうが！」

　フードを目深にかぶった胡う散さん臭くさいローブ姿の男に、反射的にそう怒鳴り返すマルカス。

「では、復ふく讐しゅうのための力はいりませんかな？」

「あるならよこせ！」

「分かりました。あなたの復讐を手伝いましょう」

　相手の胡散臭さなど気にも留めず、即座にそう返すマルカス。

　そんなマルカスの反応に満足げに微笑ほほえむと、男は懐から何やら取り出す。

「これを腕に巻けば、たちまちあなたの肉体は最盛期の力を取り戻します」

「本当だな？」

「ええ。ですが、その腕輪は力と引き換えに、あなたの寿命を著しく削ります。年齢的に考えても、使えて一時間が限度でしょう」

　一時間と聞き、マルカスが不満そうな表情を浮かべる。

　が、すぐに気を取り直し、重々しく見えなくもない表情で頷うなずく。

「たったの一時間では、うかつに試すこともできんな。本番まで温存しておくほうが無難か」

「そうでしょうね。下手に試すと、本番の時にあと少しで完成、というタイミングで時間切れ。場合によってはそのまま命を落とす可能性がありますから」

　男の言葉に、渋い顔をしながら頷くしかないマルカス。

　こいつに言われるまでもなく、自分の命がそれほど長くはもたないことぐらい自覚がある。

　今日明日ということはなかろうが、いつ死んでもおかしくない程度には年老いている。

　さすがに、その状況でうかつに寿命を削るような道具を試そうとは思わない。

　もはや自分の命など惜しくもないが、同じ死ぬにしても死に方というものがある。

　復讐のための道具を試した結果寿命を使い切るなど、死んでも死にきれない。

「……仕方がない。せっかくの切り札を十全に活かせるよう、勘を取り戻せる程度には練習しておくか」

　もう十数年、工具を握っていない。そのことを思い出し、真剣な表情でそう呟つぶやくマルカス。

　さすがのマルカスも、体が最盛期に戻った程度で今までの自分の作品を超えられるものを作れるとは思っていない。

　なんだかんだ言ってマルカスは、その半生を木工細工に捧ささげ、当代一の名工と呼ばれるまでに上り詰めた職人だ。

　そのあたりの認識は正確で、ものづくりというものを甘く見たりはしない。

　もっとも、ものづくりを甘く見ていないからこその傲ごう慢まんさが現状につながっているのだが、そこに気づけるのであればそもそもこんなことにはなっていない。

「それで、貴様の目的は何だ？　儂に肩入れするメリットは？」

「我々にとっても、あの工房は目障りなのですよ。この程度のことで力を失ってくれるのであれば、これほど楽なことはありません」

「なるほどな。単純な利害の一致か」

　男の言葉に納得し、そのまま踵きびすを返して自分の工房に向かうマルカス。

　理由や状況を考えると疑う必要を感じず、またマルカス本人には寿命を削ること以外、一切デメリットがなかったがために、多少といえども最初に感じていた不自然さを無視したのだ。

「まずは初歩のやり方だけで作れる作品を作って腕慣らし、いやその前に道具の手入れが必要か。なんにしても、明日までしかないとなると、無駄に使える時間はない」

　小声でぶつぶつ計画を立てながら、工房へと急ぎ足で戻るマルカス。

　この時、もう少し周囲に気を配りながらゆっくり帰宅していれば、もしかすれば明日の醜態だけは避けられたかもしれない。

　が、自分の世界に入り込んでしまったマルカスは、自分が背を向けてすぐに背後で起こっていたことに気がつかぬまま、自宅でもある工房へと帰り着いてしまったのであった。




　　　　☆




「……面白いほど簡単に踊ってくれますな」

　背を向けて立ち去っていくマルカスの後ろ姿に向けて、ローブの男が聞こえないように小声でそうあざける。

　北地区がアズマ工房ともめているとの情報を得て、物は試しといろいろ煽あおってみたら、実に都合よく踊ってくれた。

　おかげでなかなかいい具合に聖気が集まってきて、ここしばらく得ることができなかった充足感に包まれている。

　とはいっても、邪神教団が健在だった頃は、この程度の聖気など誤差の範囲ですらなかったことを考えると、アズマ工房成立以降の落ちぶれ方は目に余る。

「さて、あとはどこをどう煽るか……」

　マルカスを見送りながら、もっと効率よく聖気を集められないかと頭をフル回転させる男。

　マルカス程度の小者からでは、恐らくこれ以上の聖気を搾り取ることはできまい。彼の目もく論ろ見みなど、こちらからの補助があろうがなかろうが成功しないと、最初から分かり切っている。

　なので、もっと積極的にかつ確実に聖気を集める手段を講じる必要がある。

　もっとも、もはやウルスでちゃんと活動しているのは、実力的にも立場的にも教団内で最下層のいわゆる使い捨ての捨て駒であったこの男一人だけ。しかも、大きく力をそがれている。

　戦闘になってしまえば、衛兵相手でも苦戦を免れることはできない。

　まずは、せめてケルベロスを呼び出して使役できる程度にまでは力を取り戻さないと、いざというときに逃げることすら困難だ。

　いずれかつての自分と同じような手駒を増やす必要もあるが、それも力を取り戻してからの話である。

「そうだな、手をつけるとすれば……」

「どこをどう煽る？」

　考えをまとめるために呟いた男の独り言に対し、背後──それも至近距離から少女の声が割り込んでくる。

「何者だ!?」

「素直に言うとでも？」

　思わず派手に飛びのいて大声で叫んでしまった男に対し、淡々と少女がそう答える。

　いつの間にか背後をとっていた少女を観察しつつ、憎々しげに睨みつける男。

　ほとんど顔が隠れている上に露出している部分も表情が乏しいので年齢などは分かりづらいが、体つきや声の様子から言って十代半ばから後半といったところだろう。

　白昼堂々、明らかに密偵という服装をしている少女だが、それが妙に自然でなぜか目を引かず印象に残らない。

　その一点だけでも、目の前の少女が並々ならぬ技量と修羅場をくぐってきたベテランの密偵であることを物語っている。

　もっとも、さすがにこれだけ騒げば目立たないだの印象に残らないだのということはないようで、あっという間に集まった野次馬も、この少女は何者なのかとひそひそ話を始めている。

　これだけの騒ぎになっているのだから、もしかしたらマルカスが戻ってきているのではないかと、慌てて野次馬をチェックする男。

　幸か不幸かマルカスが野次馬の中に交ざっている様子はないが、すでに二十人近い野次馬が集まっているというのに完全スルーというのは、別の意味で不安になってくる話だ。

　などと、一瞬現実逃避しそうになり、大慌てで目の前の少女へと意識を戻す男。

　男が何かアクションを起こすより先に、少女が口を開く。

「あなたがどんな展望を持っているかは知らないけど、ハニーの仕事のために、あとついでに殿下達の胃と髪の健康のために、これ以上余計なことはさせない」

「……もしや、貴様レイニー・ムーンか!?」

「さて、なんのことやら」

　語るに落ちるとしか言いようのない台詞に突っ込まれ、わざとらしくとぼけてみせるレイニー。

　もはや顔を隠す意味があるのか、というぐらい存在が知れ渡ってしまっているレイニーだが、それでも誰にも気づかれずに尾行などをこなすのだから、一流というのはすごいものである。

「それで、どこにちょっかいを出す予定？」

「言うと思ったか！」

　レイニーの質問にそう吐き捨て、野次馬を飛び越えて逃走を図ろうとする男。

　即座に追いつき、男を取り押さえるレイニー。

　自分を取り押さえたレイニーが何やら取り出そうとしているのを察し、直感に従って影に潜り込んで逃げる男。

　この逃げ方は派手に聖気を消費してしまうが、捕まってしまえば終わりなので四の五の言っている余裕はない。

　できればこのまま別の区画まで一気に逃げたいところだが、残念ながら今の男には、そこまで聖気に余裕はない。

　結局、男はレイニーの目視可能な範囲を出ることはできなかった。

「反対側に逃げたのは評価する」

　そう言いつつ、再度男を捕まえようとするレイニーを、稼いだ距離を活かしてかわす男。

　そのまま全力ダッシュで引き離しにかかったところで、

「遺体遺棄～」

「色しき即そく是ぜ空くう空くう即そく是ぜ色しき」

「あっ」

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああ!?」

　能天気な声とともにぶつけられた何かで全身を焼かれ、聖気を根こそぎ浄化されて体を保てなくなり、怨おん念ねんすら残せず男の意識は完全に途絶えるのであった。
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「あっ」

　唐突に転移してきたオクトガルが、取り逃がしそうになった男に聖属性ポメを叩きつけたのを見て、レイニーの口から間抜けな声が漏れる。

　さすがのレイニーも、このタイミングでオクトガルが割り込んでくるのは予想外だったようだ。

「一丁上がり～」

「……まだ、あの男から聞かなきゃいけないことがあったのに」

「どんなこと～？」

「何を企たくらんでいたかと、残党はほかにいるのかどうか」

「どっちも今更気にしなくていいの～」

　レイニーの言葉に、そんな身も蓋ふたもないことをはっきりと言い切るオクトガル。

　外がい套とうを脱ぎながらそれを聞き、珍しく露骨に困ったという表情を浮かべるレイニー。

　何を企んでいたかはともかく残党については気にしないわけにはいかないし、そもそも今回の場合、レイニーは妨害より調査に軸足を置くように指示を受けている。

　恐らく『オクトガル無罪』となるだろうが、報告書の内容に困ることだけは間違いない。

「レイニーちゃ～ん、レイニーちゃ～ん」

「なに？」

「あれがウルスにいる最後の一人～」

「えっ？」

「他は全部遺体遺棄～」

「そこのところ詳しく」

　レイニーの言葉に反応して、次々にオクトガルが転移してくる。

　そのままいつもの調子で事情を説明する。

「私たち～」

「各都市で駆除活動中～」

「ファーレーン国内は駆除完了～」

「宏ちゃんとレイっちのおかげ～」

「なるほど」

　オクトガルの自己申告により、とりあえず状況を理解するレイニー。

　ファーレーン政府としては特に積極的に残党狩りをしていたわけではないので、宏とレイオットのおかげというのがどういうことなのか気になるが、オクトガルが自主的に懸念事項を処理してくれること自体はありがたい。

　が、それはそれとして、いろいろと解決していない疑問というか疑惑というかがある。

　というよりむしろ、報告書的な意味では何も解決していない。

「それで、なんでオクトガルが邪神教団の残党狩り？　そういうのは勝手にやっちゃダメだったんじゃ？」

「アランウェン様からの命令～」

「もうすぐ邪神討伐～」

「余計なことされないように先手～」

「神様が動いていいんだ……」

　アランウェンからの命令と聞いて、意外そうに呟くレイニー。

　宏達のように直接神々から聞かされているわけではないが、レイニーは今までの調査の副産物として、人間界に神様が干渉することに対しては制限がかかっていることをうっすらと知っていた。

　その観点で見れば今回のオクトガルの行動はかなりアウトくさいのだが、特例なのか、これぐらいまでは制限がかからないのか、どうやら今回の行動は特に問題がないらしい。

　なお、オクトガルのほうはアランウェンに禁止されていない限り、頼まれれば基本的に何でもやる。
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　なので、独自行動でさえなければそれほど不思議ではない。

「ハニーと殿下のおかげっていうのは？」

「レイっちと宏ちゃんが作った工場が大活躍～」

「新作ラーメン大人気～」

「携行食も美お味いしくなったの～」

「みんな幸せ～」

「瘴しょう気き激減～」

「パワーダウン～」

「それだけ？」

　その程度では、宏やレイオットのおかげ、それも特にレイオットの手柄というには弱いのではないか。思わずそんな風に首をかしげてしまうレイニー。

　大体予想していたとおりの答えではあるが、宏と邪神の力関係について知らないレイニーには、その程度のことでそんなに瘴気が減るのか、というのも理解できない話である。

　それに対しても、オクトガルが解説をしてくれる。

「もともと超弱体化中～」

「追撃～」

「追い打ち～」

「死体蹴り～」

「それ、ハニーはともかく殿下は関係なさそう」

　言わんとすることは分かるが、やはりレイオットがあまり関係なさそうな内容に対し、レイニーが容赦なく突っ込む。

　だが、その程度の突っ込みでオクトガルがめげることはない。

　楽しそうに飛び回りながら、ある程度予想できる内容ではあるがそれを先に言えと突っ込みたくなる説明を口にする。

「インスタントラーメン工場のおかげで不正あぶり出し～」

「悪い子をどんどん処罰～」

「芋づる式に処分～」

「ついでに教団の残党も巻き込まれて処分～」

「一気に駆除～」

「多分そんなところだと思ったけど、そんなに？」

「「「「「超効果的～」」」」」

　口を揃そろえて言い切ったオクトガルに、そこまでだったのかと微妙に遠い目をするレイニー。

　多分一緒くたに潰していただろうという自覚はあるが、あの関連の捕り物はそこまで精査する気力も時間的余裕もなく、全て機械的に流れ作業のように処理をしていた。

　むしろ、そんな雑なやり方に巻き込まれて壊滅的打撃を受けるなんて、弱体化しているにもほどがある。

「……邪神教団については納得した。そのポメは？」

「宏ちゃんが神の城で栽培～」

「聖属性～」

「普通の生き物に影響ゼロ～」

「ウォルディス空爆で大活躍～」

「こっそりくすねた～」

「アランウェン様の神域で栽培中～」

　オクトガルの答えを聞いて、心の中で十字を切るレイニー。

　春はる菜なの歌を録音した機材が出回っていることを考えると、今後アンデッドをはじめとした瘴気関連の問題は、発生してすぐに身も蓋もない形で終結することになるだろう。

　理性も知性もない最下級のアンデッドはまだしも、リッチやアンデッドのヴァンパイアなど高度な知性と能力を持つ連中にとっては、悪夢以外の何物でもない。

　これ以上ないほど屈辱的な仕留められ方をしているというのに、死んでも死にきれないという怨念すら根こそぎ浄化されてしまうのが哀れな話である。

「……とりあえず、全部理解した。報告書には正直に記載する」

　何やらいろんなものを諦めたように、レイニーがそんな結論を出す。

　正直、さっきの男がどんな工作をしようとしていたのか分からないのは困るが、今更どうしようもないし今後その工作が進展することもない。

　何かあったとしても、自然発生的なトラブルとして対処すればいいだろう。

「もうここには用がなさそうだし、別案件がないか確認してくる」

「は～い」

「いってらっしゃ～い」

　オクトガルに見送られながら、さっさと引き上げるレイニー。

　結局、男がマルカスに何を渡したのか、その何かがどうなったのかについて、最後までレイニーの頭の中からは完全に抜け落ちたままであった。
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「素材の準備はこんなもんでええとして……」

　煉獄のコアを破壊し、神の城に戻っての昼食後。

　一時間ほどかけての材料の準備、その最後の工程である金属素材の精製を終え、真火炉から取り出した各種インゴットを作業台に並べたところで、一息つきながらこれからの作業を頭の中で組み立てる宏。

　間違いなく神の城と並ぶほどの難物となることが予想されるだけに、その表情は実に真剣だ。

「コア素材はこのアルフェミナ様からもろた宝玉でええとして、問題は最終的な形か。メインは補助具としての機能やねんから、基本は普段から身につけられるようなもんでないとあかんわな」

　下作業として霊糸を春菜の血ち反へ吐どで作った染料で染め直しながら、どういう方針で作るかを思案する宏。形態変化機能で武器防具に小道具の類たぐいも一つにまとめる予定なので、最終的にどう落ち着けるにしても布や糸は必要となる。

　その武器防具に関しては、デザインや機能はほぼ決まっている。

　宏のコーディネイトのセンスなど大したものではないが、それでもこれしかない、というイメージははっきりしている。

　それに、神具自身も成長・変化をするので、最初の段階でデザインが完璧でなくても、そのうち勝手に一番いいものに変化する。

　そもそもの話、防具に関しては展開していなくてもほぼ完全に性能を発揮できるよう調整する予定なので、鎧よろいをまとうというのは本気で戦闘するという宣言以上の意味はなくなるだろう。

　他に意味があるとすれば、せいぜい鎧を表に出したほうが都合がいい機能や特殊能力がいくつかある程度で、防御力だけで考えるなら鎧をまとう意味は一切ない。

　問題は、その鎧を展開していないときの形状をどうするかである。

「基本的にはアクセサリーやろうけど、日本帰ったら高校通うんやから、あんまり派手なんはあかん。ピアスは安全上、イヤリングは防犯とか紛失の関係で禁止やから、その二つもアウト。指輪とか絶対余計なフラグ立てるからあかん。となると、ネックレスとかペンダント、ブレスレットあたりになるか……」

　使う予定のない神器素材をまとめて粉砕し、粉末をいくつかのパターンで配合しつつ候補を絞っていく。

　春菜の神器は、基本的に権能を制御するためのものなので、常時身につけておかねば意味がない。

　それは日本に帰ってからも例外ではない、というより、今後の人生ずっとのことである。

　日本に帰ってからも身につけたままになるのだから、当然武器防具などはだめだ。

　かといって、忘れがちではあるが宏と春菜は日本ではまだ高校生、アクセサリーというのも限度はある。

　常時身につける必要がある以上、校則なども気にしなければいけない。

「ありがたいことにうちの高校はそういうん緩いけど、限度っちゅうもんはあるからなあ……」

　服飾に関する校則や、クラスメイトがどうだったかなどを思い出しながらそう呟く宏。

　宏と春菜が通う県立潮しお見み高校は、公立高校ではあるが県下屈指の進学校で、基本的に通っている生徒の学力自体は割と高く、また、歴代の校長と教頭、生徒指導の教諭が道徳重視の指導をしているがゆえか、おかしな真似をする生徒はほとんどいない。

　それだけに校則は非常に緩く、制服はあるが私服登校も許されている。

　その延長線上か、アクセサリーもよほど派手で高価なものでなければ、基本的には特に誰も何も言わない。

　せいぜい安全上、および管理上の問題から、ピアスやイヤリングが禁止されている程度である。

　同じ理由で化粧もよほどのバッチリメイクでもなければ指導を受けたりはしないし、髪を染めたりも特に問題視はされていない。

　いないのだが、わざわざ若いうちから肌や髪を痛めつける趣味を誰も持っていないからか、それともそういうのは頭が悪そうに見えると思うのか、そっち方面で羽目を外す生徒もまずいない。

　いてもせいぜい髪を多少明るい色に脱色したり、冬場に薄く色の付いた薬用リップクリームをつけてくる生徒がいるぐらいだ。

　余談ながら宏達の代は、春菜の影響で長期の休みの時にこっそり金髪を試した生徒は多かったのだが、三日もたたずに色合い関係は自然なままが一番いいという教訓を胸に、全員が元の髪の色に戻して黒歴史に近い苦い思い出として記憶の片隅に封印していたりする。

「幸いにして、三年は水泳は自由参加、体育は球技と武道除いてヘアバンドとかブレスレットぐらいは黙認してくれるから、鎖巻くとかその程度のブレスレットが無難やな」

　世界樹の枝でレイピアの柄を作り、コア素材の粉末を振りかけてグリップにリヴァイアサンの皮を巻き付けたところで、宏の中で方針が決まった。

　正直なところ、ありとあらゆるトラブルの可能性を排除するなら、神の城の鍵と同じく春菜の内部に取り込んだ状態にするのが一番であり、その機能も当然つけるつもりではある。

　だが、制御が甘いにもほどがある現状、ある程度改善するまでは、身につけていると春菜がはっきり認識できるようにしておかなければ、恐らくその性能を十分には発揮できない。

　そんなあれこれを考えると、目立たないデザインのブレスレット、が一番無難ということになる。

「よし、ほなまずは組み込むもん全部作ってまうか」

　何をおいてもまずは金属製品。そう考えて、神鋼のインゴットを手に取る宏。

　今回は今までにない仕様のものを作るだけに、神の城を作ったときですら比較にならないほど気合いが入っている。

　まず最初に春菜のレイピアから作業を始める。

　メテオアイの粉を多めに混ぜたコア素材粉末Ａタイプを添加剤に、もう一度精錬しなおす。世界樹や森羅結晶からもエネルギーを集め、時空属性を主に春菜の手札のどれに対してもプラスになるように丁寧に調整する。

　そうやって作ったインゴットを、頑固おやじを説得するがごとく丁寧に丁寧に鍛造していくこと十分。数発の反撃を食らいながらもどうにか説得を終え、最高峰の芸術品と称してもどこからも文句が出ないであろう素晴らしいシルエットの刀身を完成させる。

　その刀身を真火炉で熱し、春菜の血反吐に神の食肉モンスター三種の血清を加え、さらにシリウスハートとメテオアイを同じぐらいの量配合し、それ以外にも十種ほどの神器素材の粉を混ぜたものを溶かした焼き入れ用の液体に刀身を突っ込む。

　焼き入れが終わると、先ほどまでは真っ白だった刀身が半透明に、しかもオーロラのようにゆらゆらと色合いを変える幻想的なものに変化。そのシルエットの美しさと相まって、妙な神々しさすら見せる。

「レイピアはこんなとこやな。っちゅうたかて、春菜さんがこれで直接斬りかかる機会はほとんどなさそうやけど」

　バルドであれば触れるだけでも消滅するであろうレイピア。最初からこれがあれば間違いなく三幹部相手の全滅はなかったはずだ。

　もっとも、今の春菜を基準に作った武器なので、当時だとどうやっても使いこなせないだろう。

　そんな優れた性能の武器ではあるが、ポジション的に春菜は直接攻撃を行うことがまずないので、残念ながらほとんど出番はない。

「ついでに別の武器としてナイフも作っとくか。各種包丁にも変形する便利グッズとして」

　そんなことを言いながら、添加剤を余りのコア素材から作ったコア素材粉末Ｂタイプに変更し、ほぼ同じ手順でナイフも作り上げる。

　それを世界樹で作った柄にはめ込み、ちゃんと包丁に変形するのを確認して満足そうな笑みを浮かべる宏。ついでに自分と澪みおの分も作ったのはご愛あい嬌きょうであろう。

　神秘的で幻想的な、神々しさすら感じさせる包丁。

　よほど厳選された素材のまな板を使わない限り、まな板ごと食材をぶった切りかねない危険物の完成である。

「あとは鎧やけど、一応革鎧モードとブレストプレートモードがあったほうがええか？」

　粉砕した神器のコア素材をぜいたくに使い、次々といろんな添加剤を投入して精錬を進めながら、春菜の特性を踏まえた防具について考える宏。

　もはやこのクラスの素材になると、魔法の発動を阻害するとか着用者の動きを阻害するとか水に入ると沈むとかそういった問題は一切なくなるが、それでもある程度の向き不向きや素材の差は出てくる。

「まあ、作るだけ作ったらええか」

　ここまで来たら、革鎧の一つや二つは誤差だ。そう割り切り、鍛造を済ませた神鋼の板を横に置き、革鎧の製造に移る宏。

　鎧下として作った霊布に次々と三大食肉モンスターの合成皮革を縫い付けていき、その上に先ほど精錬しておいた鎧用の板をパージできるように取り付けていく。

「うし。我ながら上出来や」

　革自体を強度や防御力を落とさない範囲で極限まで薄くした甲か斐いがあってか、見た目には下に革鎧が仕込んであるとは思えないスマートな造形になったブレストプレート。

　焼き入れの影響か、このブレストプレートもオーロラを鎧として固めたように無数の色に変化する美しいものだが、精錬した際の添加物の差か、こちらは半透明ではなく、色合いの変化も色の濃さや鮮やかさもそれほど派手なものではない。

　気がつけばいつの間にかグラデーションが変化している、といった程度である。

　それでも春菜以外が身につければその美しさに完全に負けてしまうであろう。

　美醜の評価だけなら春菜に並ぶ大人バージョンのエアリスやライムも、根本的に金属鎧で武装するという行為が似合わない容姿であることもあり、やはりこれを身につけても一方的に負けてしまうのは間違いない。

　製作者であるはずの宏が論外であるあたり、間違いなく完全に春菜専用である。

「春菜さんっちゅうたら音楽や。マイクにスピーカーに楽器類は当然として、できたらＢＧＭの自動演奏もできるようにしときたいなあ」

　どうせ春菜専用なのだから、と、思いつく限りどんどんと機材を用意していく宏。

　マイクとスピーカーはともかく、楽器は完全に春菜の現在の腕前に対してオーバースペックだ。

　その他にも、オルテム村以降は割と農作業にも凝っていることから農具を用意したり、調理器具と合わせて簡単な調合キットを作ったり、と、これでもかというぐらいいろいろ作っていく。

　途中から、春菜のため、というよりは宏自身の製造欲求を満たすために暴走した部分が大きいが、とりあえず春菜の神具に組み込むものの準備は全て終わった。

「なんか、余計なもんを大量に作ってもうた気がせんでもないけど、メインのブレスレットやな。まずは神銀とアルフェミナ様のコア素材を融合させて……」

　ここからが本番だと気合いを入れ、ブレスレットにするために用意した小さな神銀のインゴットにアルフェミナからもらったコア素材を慎重に融合させていく。

　なお、神銀とは神鋼に精錬する前の神鉄に三割ほどの量のミスリルと一パーセント程度のガルドリウムを配合し、特殊な添加剤を加えて精錬したものである。

　この時、ガルドリウムではなくアミュオン鉱石を使えば神金になるのだが、見た目以外にこれといった違いはない。

　そのため、あまり派手にならないようにという要求特性と、春菜なら派手派手しい金色のブレスレットよりシックなシルバーやプラチナのブレスレットの方が似合いそうだという判断から、今回は神銀を使ったのだ。

「……よし、融合完了。あとは、これをブレスレットにして、機能を定義して……」

　コア素材と融合し、これまた複雑な輝きを放つようになった神銀のインゴットを、慎重にブレスレットの形に成型していく宏。

　必要なときは勝手に春菜に似合うデザインに化けるだろう、と、地味でシンプルなチェーンブレスレットに仕上げる。

　そのまま、最も重要な機能である因果律攪かく乱らん体質の抑制と制御に九割のリソースを割り当て、残り一割でそのほかの権能の制御補助と大量に用意した装備・機材の収納展開、およびリンク機能を設定する。

　さすがにアルフェミナが手ずから複数の、それもかなり大量の神器素材を融合させて作っただけあり、宏が調子に乗って作りまくった機材全てをリンクさせて強化し、さらに自由に出し入れできるようにしてもまだまだ余裕がある。

　材料の準備開始から三時間、製造開始から約二時間。全ての設定と微調整を終え、春菜の神具は滞りなく完成を迎えたのであった。

「ちょっと余ったか。っちゅうて、これ以上攪乱体質の制御に回すんもよくないし、調整用に残しとくか」

　完成品を見て、二パーセントほどキャパシティに余裕が残っていることに気がつくものの、その使い道に関しては保留にしておく宏。

　キャパシティが必要になるかどうかは別にして、実際に春菜が身につけて経過観察しながら調整しなければならない部分は多い。

　そう考えると、余裕は残しておくに越したことはないのだ。

　実のところ、これまた無意識に権能を使い、本来持っている以上のキャパシティを付与して詰め込んでしまっているのだが、当然のごとく本人は気づいていない。

　本来持っていたキャパシティだと、武器と防具だけで満タンになっていたであろう。

　だが、それがいいことなのか悪いことなのかは永遠の謎である。

「あとは名前やけど……、妙なリンクが発生したりとかなるとまずいやろうから、アルフェミナ様とか既存の神様に因ちなんだ名前とかはあかんやろうなあ……」

　冬とう華かの時にあったあれこれを思い出し、しばし悩む宏。

　だが、いい名前が思いつかず、あっさり考えるのをやめる。

「名前ぐらい、春菜さんにつけてもらえばええか。まだ時間あるし、飯までに澪の弓と短剣作ってまお」

　ある意味一番重要なことを春菜に丸投げすることを決め、宏はその後も弓、短剣、両りょう手て槌づちなどの神器を作り上げ、大いに製造欲求を満たすのであった。
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「宏君、そろそろご飯だよ」

「もうそんな時間か」

　散々製造欲求を満たし、宏の顔がつやつやしてきた頃合に、春菜が夕食のために呼びに来る。

「春菜さん、これ」

「もうできたの？」

「できたで」

　チェーンブレスレットを渡しながらきっぱり言い切る宏に、思わず春菜が目を白黒させる。

　さすがに物が物だけに、もう少しかかるものとばかり思っていたのだ。

「まあ、できたっちゅうても、実際につけてもらって、経過観察しながら調整せなあかんところが多いんやけどな」

「それでも、こんなに早くできるとは思ってなかったよ」

「作ってる最中にちょっと暴走した自覚はあるけど、別に手は抜いてへんで？」

「そこは信用してる。っていうか、宏君はこういう一品物、理由なしに手を抜くのは嫌いでしょ？」

　受け取ったチェーンブレスレットを左手首に巻きながら、宏の主張に苦笑しつつそう応じる春菜。

　実際、宏がものづくり関連で手を抜いたことがあるのは北地区の一件以外では、アズマ工房以外で量産する必要があり、なおかつコストの問題が絡んだものばかりである。

　それとて、厳密には手を抜いたというよりは、問題にならない範囲ぎりぎりで最高の品質を追求した、というのが正しいところだ。

　一品物に関しては、予算や国家間の力関係、組織内部のパワーバランスなどが絡んで、その時作れる最高の品を作るわけにはいかなかったことは多々ある。

　というより、ローレン以降はむしろそちらのパターンのほうが多い。

　いずれにせよ、手を抜いたというよりは手加減した、というのが正しいと言えよう。

「せやねんけど、今回は見た目がそれで、しかも春菜さんが予想しとったより早くに完成品渡しとるやろ？　疑問に思われとんちゃうかな、思ったんよ」

「私はこういうシンプルなの好きだし、シンプルなデザインのものって実はかなり難しいのも知ってるから、見た目だけで手抜きだとかは思わないよ。それに、このデザインにしたのも、意味があるんだよね？」

「一応は。っちゅうても、基本常時身につけとかなあかんもんやから、あんまり派手で目立つデザインにしてまうと、向こう戻って学校に復帰したときに先生とか風紀委員とかに目ぇつけられると面倒や、っちゅうだけやけどな」

「そうだね。確かに、これぐらいだったら割と誰も何も言わないけど、ダールの女王様がつけてるレベルになるとさすがにもめるよね」

「せやろ？　で、シルバーなんは、おんなじシンプルな鎖やったら、金より銀、それもつや消ししたやつのほうが落ち着いた雰囲気で春菜さんに似合うか、思ったんよ。派手なんも悪かないとは思うけど、春菜さんの趣味やなさそうやし」

　宏の言葉に、嬉うれしそうに頷く春菜。

　普段の生活や行動原理からも分かるように、基本的に春菜は派手な装いは好まない。そうでなくても容姿が派手なのに、服装やアクセサリーまで派手なもので着飾るのはためらいがあるのだ。

　もっとも、春菜が派手な装いを嫌がるのは、本人が地味な性格をしているからだけでなく、派手な格好をすると下品で頭が悪そうに見えるから嫌だ、というある種の偏見が混ざっているのも理由の一つではある。

　実際、派手な格好でも下品にならないようにするのは、結構難易度が高い。派手と下品の境界線は割と曖昧な上、失敗すると悪趣味に見えかねないという別の問題も絡む。

　相当高度なセンスと、それに釣り合う容姿か物腰が要求される、間違っても素人が手を出してはいけない領域なのだ。

　春菜の場合は普段の立ち居振る舞いなどに品があるため、少々どころかかなり派手な服装をしても問題はないだろうが、宏あたりだとどう頑張ったところで下品で実力もないのに粋がっている小者のチンピラにしか見えないのは間違いない。

　そういう人物をたくさん見てきた春菜の場合、ある意味派手なのがデフォルトである舞台やフォーマルなパーティ以外で、派手な格好をするという選択肢はない。

　この場合、方向性は違えど地味な格好も同じぐらい難易度が高い、という点は突っ込んではいけない。

「ただ、それに収納した武器防具は正直、かなり派手になってもうたんやけど……」

「……まあ、神器は真ま琴ことさんの刀以外どれも結構派手、というか外け連れん味みあふれる外見になってるから、そこはある程度予想はしてたけど」

「割とそんな次元やなく派手やねんわ」

　宏のその言葉に、春菜の顔が引きつる。宏の神しん[image: ]ぷレグルスや達たつ也やの神しん[image: ]じょうジャスフィニアも大概派手なのに、それより派手とか考えたくもない。

「とりあえず、どんなビジュアルかは飯食ってから確認してや」

「そうだね。ちょっと不安はあるけど、そうするよ」

　もうできてしまったものはしょうがない。そう割り切って、さっさと夕食を済ませることにする春菜。

「あ、その前に、ちょっと調整させて」

「は～い」

　早速調整が必要な部分を見つけ、食事の前にさっさと調整を済ませる宏。

　身につけた状態で調整する必要があるため春菜の左腕を手に取っているが、もはや春菜相手に常識の範囲で触れるぐらいで、宏が怯おびえたり緊張したりすることはない。

　むしろ、春菜の方が宏に腕を取られるというシチュエーションにドキドキしているぐらいだ。

「よし、終わり」

「もう少し時間かかるかと思ったよ」

「そらまあ現状やと、体質のオンオフ制御と絶対起こらへんことは起こさんようにするようリミットかけるんが限界やから、そない複雑な調整はできんでな」

「うわあ……」

　宏の説明に、思わず絶望的な表情を浮かべる春菜。

　せっかく補助具を作ってもらったというのにそれとか、自分の体質だけに不安しかない。

「そんな顔しいな。神具も春菜さんも成長の余地はあるんやから。で、まあ、今度こそ飯やな」

「そうだね。ちょっと待たせちゃったし」

　慰めるような宏の言葉に、絶望的な気分から一転、派手に高鳴る鼓動をどうにか抑えながら春菜が頷く。

　早く食堂に行かないと、特に澪がうるさそうだ。

　何しろ澪は、料理の最中もおなか減ったを連呼していたのだから。

　夕食を今か今かと待っている澪と冬華の顔を思い浮かべることで二人だけの時間を引き延ばしたくなる衝動を抑え、どうにか食堂に戻るまでに平常心を取り戻す春菜であった。




　　　　☆




「師匠、遅い」

「すまんすまん。春菜さんにいろいろ説明とか調整とかしとってな」

　食堂に入ってすぐ、澪から文句が飛んでくる。空腹をこらえながら宏が来るのを今か今かと待っていたらしく、もう我慢の限界といった表情である。

　因みに、今日の夕食は日本人チームに冬華とアンジェリカというメンバーである。

　エアリスは慰霊式典の打ち合わせのためにアルチェムとともにアルファト城に出向いており、他の工房メンバーはテレスの味付けその他の特訓のため、ウルスの工房で別メニューだ。

　最近のローリエはレラ同様使用人的な立場にこだわりがあるようで、今日も夕食は給仕に徹している。無理に誘っても本人が納得しないため、妥協点として全員が揃わなかったときや何かの祝い事などは一緒に食べるように、という取り決めをした上で好きにさせている。

　久しぶりに、ひそかにラーちゃんが宏の背中に這はい上がり、食事の席に同席しているが、かつてよく見た光景なので誰も気にしていない。

「何を説明してたかも気になるが、そういうのは飯を食いながら、だな」

「そうね。澪がそろそろ限界だし、冬華も待ってるしね」

　ものすごく分かりやすい感じで料理に釘くぎ付づけになっている澪と、同じようによだれをたらさんばかりの表情で夕食に熱視線を送る冬華を見ながら、苦笑を浮かべて食事を促す達也と真琴。

　大人しく行儀よく座って我慢している冬華がかわいそうになってきたのだ。

「せやな。これ以上待たすんもあれやし、さっさと食おか」

　周囲の催促に応じ、迅速に自分の席に座って、いただきますを宣言する宏。

　その声が消えるか否かのタイミングで、早速澪が焼き魚に箸をつける。

「今日は魚にしたんやな」

「お肉が続いてたからね。まあ、一番多いのは野菜料理だけど」

「せやな」

　大根とニンジンの炊き合わせを食べながら、春菜の言葉に頷く宏。

　確かにメインは焼いた魚の切り身三種ではあるが、全体の品目と分量は野菜のほうが多い。

　宏が食べている炊き合わせのほかにも、ほうれん草の胡ご麻ま和あえ、もやしとピーマンとブロッコリーの炒め物、きんぴらゴボウの三品が小鉢や添え物として並んでおり、何より味み噌そ汁にも大根と里芋が入っている。

　言うまでもなく、魚の切り身はリヴァイアサンの各種部位で、野菜類は全て神の野菜である。

　割と子供が嫌いそうな野菜が混ざっているが、誰に似たのか冬華は嬉しそうに、美味しそうに野菜料理をバクバク平らげている。

　この様子だと、春菜やエアリスほどではないにしても、好き嫌いとは縁がなさそうだ。

「ふむ。子供というのはピーマンやニンジン、ブロッコリーなどが苦手なことが多いが、冬華はそうでもなさそうだのう」

「ピーマンはこの苦みが癖になりそうなの！」

「それはまた、変わった好みをしておる」

「小学生の頃の澪は、ピーマンもニンジンもブロッコリーもほうれん草も駄目だったのになあ……」

「達たつ兄にい、今は美味しく食べてるんだから、蒸し返さない」

　食欲旺盛で好き嫌いをしない冬華を見て、澪との違いにしみじみ感心する達也。

　そんな昔のことを蒸し返され、居心地が悪そうに達也に抗議する澪。

　今でこそよく食べる澪だが、もともとは持病もあって食が細く、非常に偏食が激しい子供だった。

　肉類は食べやすくて美味しい高級部位以外は滅多に口にせず、魚も骨や内臓をちゃんと処理し、手間をかけなくても食べられるものしか食べようとしなかった。

　野菜に至っては、ポテトサラダ以外は見向きもせず、ピーマンなど見ようものなら無表情のままかんしゃくを起こしていたぐらいである。

　その後、事故で栄養摂取は点滴以外では不可能となり、こちらの世界に飛ばされた後も三日ほど絶食させられるなど、食事に関して不自由な状況が続き、食べられることのありがたさを思い知らされた澪。

　その結果、単なるわがままと大差ない種類の偏食は大方矯正されたのだが、それだけに難病持ちの子供だからといって許されるものではないその頃の好き嫌いに関しては、黒歴史として封印したい過去となっている。

　とはいえ、元が元だけに、実は偏食そのものは完全に矯正されたわけではない。

　レバーをはじめとした内臓類やホタルイカのような珍味の類、もずく酢のようにとがった味付けでないと食べづらいようなものなど、どうしても食べられないものは結構多い。

　ただ、食べられないものはほぼ全て、大人でも好き嫌いが分かれる類の、食べられない人間はどう頑張ったところで食べられないものなので、好き嫌いで注意をされることはなくなっている。

「それにしても、こっちでもニンジンとかピーマンは、子供の嫌いな野菜なんだ」

「少なくともうちの隠れ里では、あまり子供が好まない食材ではあった。もっとも、そもそも今日ここに並んだ食材が全て存在しておる地域なぞ、神域や隠れ里の類の一部かファーレーンぐらいではあろうが」

「あ～、それもそうだね」

　アンジェリカの指摘に、言われてみればと春菜も頷く。

　少なくとも大根やゴボウはマルクトでは見なかったし、ピーマンはフォーレにはなかった気がする。ダールにはニンジンとほうれん草がなく、ローレンでは里芋に近いタイプの芋は見ていない。

　こう考えると、類似品とはいえ基本的にこれら全てが揃っていたウルスやオルテム村は、食生活の面では実に豊かだったのではないかと思わざるを得ない。

　無論、ファーレーン全域から食材が運び込まれてくるウルスといえど、見かけない食材というのは当然のごとく存在している。

　だが、国内で揃う食材のバリエーションだけでいうならファーレーンを超える国はなく、ウルスを超える都市も存在しない。

「でも、こっちの人達って全般的に、そこまで好き嫌いを言う余裕はないんじゃないかな、と思ってたんだけど……」

「我の里でも、食えぬと駄々をこねる子供はそれほど多くはなかったが、な。やはり、どうしても食べづらいものはある。特にピーマンとニンジンは、時に大人でもよう食わぬほどおかしな味のものができるから、それに当たったことがある子供はまず間違いなく嫌いになる。そうでなくてもピーマンの苦みやニンジンの独特の匂いなどは、子供が嫌いになりやすい類のものだしな」

「あ～、そういう事情なんだ」

「うむ。無論、四の五の言ってられん環境で育てば、好き嫌いなど言わんがな。ファムとライムを見れば分かろう？」

　基本的によほどでなければ好き嫌いを言わないファムとライムを引き合いに出され、心底納得する春菜。

　実際、ファム達が好き嫌いを言ったのは、せいぜいファムが炭酸飲料を受け付けなかったときぐらい。

　それ以外で食材に文句を言うのは、自分達の身の丈に合わないと思っているようなモンスター高級食材か春菜ぐらい悪食でなければ食う発想が出てこないような無茶なもの。あとは食文化の問題で口にしないものや万人が食えないほどまずいと認定したものだけである。

　そんなファム達を見ていたからそれが標準だと思っていたが、やはり庶民でもそれほど食うに困ったことがない層では、ある程度の好き嫌いはあるらしい。

　特にファーレーンや隠れ里の場合、毎回満腹になるほど食えているかどうかは横に置くとしても、選えり好みができるぐらいには食料にも庶民の懐具合にも余裕があるのだ。

　もっとも、アズマ工房で暮らしていれば、違う意味で好き嫌いなどしていられないだろう。

　匂いや食感がどうしても生理的に受け付けない、過去にそれを食べて死にかけたトラウマがある、などの理由がない限りは、好き嫌いなどするようなもったいない真似ができないほど美う味まいものばかり出てくるのだから。

「しかし、種類も量も、子供には少々多いのではないかと思ったが……」

「食べきってるわね……」

「これは、親兄弟の誰の影響が大きいのやら……」

　そんな話をしているうちに、見るといつの間にやら冬華が自分の割り当てを食べ終え、満足そうにデザートを堪能していた。

　食後のデザートなど、本来全員が食べ終わるまで待って給仕すべきものではあるが、冬華の場合はいまだにいつアップデートのための再起動モードに入るか分からない。

　なので、起きていられるうちに用意したメニューを全て食べさせるようにしているのだ。

「ごちそうさま！」

「ちゃんと食べたね、えらいえらい」

「ママのごはん、美味しいからたくさん食べられる」

　春菜に褒められ、嬉しそうにそう宣言する冬華。

　だが、満腹になったからか、それとも今日経験したことに合わせてアップデートするためか、すでに表情が眠そうになっている。

「だったら今日はもう、歯磨きしてお休みしようか」

「うん」

　よしよしと頭を撫なでてから、ローリエに冬華を預ける。

　食事を中座するのはどうかと思うが、かといって終わるまで冬華が起きていられそうにない。

　この後、それなりに大事な話もするので、素直に冬華をローリエに任せることにしたのだ。

「それで、春菜に何か説明してて遅くなったとか言ってたが、その鎖か？」

「せやで。春菜さんの神具ができたから、それについて軽く説明しとってん」

「なるほどな。しかし、えらくシンプルで地味なデザインにしたんだな」

「神器だし春菜がつけるんだから、もうちょっと派手でもよかったんじゃない？」

「ずっと身につけとかなあかんもんやから、校則に引っかからんようにしたんや」

「……あ～……。そういや、ヒロも春菜も高校生だったな……」

「最近、あんた達が高校生だってこと、忘れそうになるわね……」

　春菜の神具となったチェーンブレスレットを見てあまりの地味さに突っ込みを入れ、宏に帰ってからのことを言われて納得する達也と真琴。

　さすがにこの世界で二度目の年越しともなると、そのあたりのことは微妙に忘れがちになる。

「で、そいつの説明って、そんな大層なことだったのか？」

「まだ大した話はしてへん。せいぜいいろんなもんを収納しとるっちゅうことと、そこに収納してあるレイピアと鎧のデザインがものすごい派手になってもうた、っちゅうことぐらいやな。どっちかっちゅうたら、調整にちょっと時間がいったんよ」

「派手、ねえ。その派手さってのは、春菜の容姿を食っちまうレベルだったり、ゴテゴテと下品になっちまったり、って感じなのか？」

「いやいや、そういう方向性やあらへん。どっちかっちゅうたら神像とか仏像とかそっち方面やな。ベースの素材が素材やから、そんな品のない感じにはなってへんっちゅうか、どう頑張っても神話方向にしかいかへんよ」

「なるほどな。まあ、一応春菜も女神様なんだから、そっち方面で派手でも問題はないだろうよ」

　宏の説明を聞き、いろいろ納得する達也。

　言われてみれば、神器ができるまでのつなぎとして神鋼や世界樹で作った武器防具は、どれも品がないとか厨ちゅう二に病すぎとか、そんなイメージとはかけ離れている。

　実際のところ、神鋼や世界樹だけで作ったつなぎ装備はまだしも、神器として作ったものは形状に宏の意思は一切反映されていない。コア素材を融合させながら普通に鍛造や切削を行うと、自然とあの形になるのである。

「実のところ、春菜さんが装備したらどんな風になるかは、僕もまだ見てへんねんけどな」

「私も、すごく派手になったっていう話しか聞いてないから、どんなデザインかは全然知らないんだよね」

「まあ、装備は逃げへんから、まずはご飯済ませてからやな」

「そうだね」

　装備の確認は食事を終えてから。そう意見が一致し、残り三分の一ほどの夕食を落ち着いた態度で平らげていく宏と春菜。

　その様子に苦笑し、美味い酒とともに料理を堪能する達也と真琴。

　よく考えてみれば、このメンバーでこうして夕食を囲める回数も、もうそれほど残っていないのだ。無粋なことはせず、料理と会話を楽しむべきだろう。

「ところで、そのブレスレットって、名前とかあるの？」

「それがなあ、ええ名前が思いつかんで保留にしてるんよ。少なくとも既存の神様と縁がありそうな名前は避けるべきやし、っちゅうたかて、その手の言葉の語源って結構神様とか神話に関係あることが多いし」

　真琴に問われ、宏が悩ましそうにそう答える。

　神具ともなると、名前一つつけるにも下手なことはできないのだ。

「あ～、冬華の名前決めたときと同じってこと？」

「そういうこっちゃ。せやから、間違ってもアルフェミナ様を連想するような名前はつけたらあかんでな。ええ名前が思いつかんから春菜さんに丸投げしようか、思ってんねん」

「てかさ、いっそあたし達の間では春菜の腕輪でいいんじゃないの？　神具とかって、後から信者とか庇ひ護ごされた人間とかが勝手に名前つけてるケースも結構あるし」

「まあ、春菜さんの神具やからそれでもええっちゃええんやろうけど、仮にも神具にそれってええんか？　っちゅう疑問がどないしてもなあ……」

「私、そういうのあんまり気にしないから、春菜の腕輪でもいいと思うよ？」

「本人がそれでええんやったらそうするか。その名前やったら、他の神様と変な縁ができる、っちゅうこともあらへんやろうし」

　春菜の鶴の一声で、非常に安易な名前に決定する神具のブレスレット。

　いろいろややこしい事情があって仕方がないとはいえ、仮にも神具に対してあまりに適当で安易な名前をつける宏達の様子に、思わずアンジェリカが遠い目をしていたのはここだけの話である。

「まあ、話が決まったのであれば、今後お前達がどう動くかを聞いておいて構わんか？　その動き次第では、こちらの民の撤収時期にも影響が出る」

「せやなあ。とりあえず明日からの話にはなるけど、春菜さんの神具と武装の調子確認したら、一応奈落も踏破しとこうか、思うんよ。で、それから、天空神アンゲルト様と太陽神ソレス様の神殿回ってから、最後の準備して邪神に喧嘩売ろうか、っちゅう感じや。まあ、神殿と奈落はどっち先行くかは未定やけど」

「なるほど。では、長く見ても三日程度、と考えておけばいいわけか」

「そんなもんやろうな」

　長く見て三日程度という言葉に、春菜がピクリと反応する。その様子に気がついた澪が、春菜に話を振る。

「春はる姉ねえ、何か心残りとか？」

「……分かっちゃった？」

「ん。って言っても、師匠と一つ屋根の下に未練っていうのは却下」

「そっちも……っていうか、みんなとこうやってわいわい暮らすことに対する未練もないわけじゃないけど、そっちじゃないよ」

「じゃあ、何？」

「大したことじゃない、というか、今更それか、って言われそうな類のことなんだけどね」

　今更という台詞に、何かを悟った様子を見せる宏達。

　そんな宏達に、怪け訝げんな顔をしてしまうアンジェリカ。

「何やら悟ったようだが、ハルナは何に未練を残しておる？」

「本当に大したことじゃない上に今更なんだけど、帰る前に一度、屋台やりたいなあ、って」

「……屋台？」

「うん。ある意味で私達の原点だし、結構長いことやる機会がなかったから、久しぶりにやりたいな、って」

「……女神が、屋台？」

　春菜の未練の内容に、思わずジト目になりながら疑問形で突っ込みを入れるアンジェリカ。

　残念ながら、アンジェリカとの合流後はちょうどいい隙間時間がなかったこともあり、彼女は宏達が新しく拠点にする街に腰を据えるたびに屋台を行っていた過去を知らない。

「まあ、春菜さんがやりたいっちゅうんも分かるんやけど、屋台は邪神終わってからでも間に合うで」

「そうなの？」

「せやで。っちゅうかな、多分うちらが向こうに戻れんの、最低でも慰霊式典とかそのあたりの後始末が終わってからやで」

「どうして？」

「そんなもん、砂漠で天地波動砲ぶっ放した後、すぐ動けんかったんとおんなじ理由やで。あんないかつい障害物が急になくなってみいな。時空間とか世界の壁とかにものすごい影響が出おるで」

　非常に説得力のある宏の言葉に、全員が一発で納得する。

　考えてみれば、邪神の欠片かけらが復活したり消滅したりするだけでも、あちらこちらにかなり影響が出ていたのだ。大本の邪神がいなくなれば、それはもう洒落しゃれにならない影響が出るだろう。

「それにな、戻るにしてもいっぺんアルフェミナ様らに時系列とか調整して戻してもらわんと、僕と春菜さんが自力で適当に戻った日にゃ、向こうのどの時間軸に出るか分かったもんやあらへん」

「宏と春菜が組んでも、そんなもんなの？」

「なんぞ過剰な期待しとるみたいやけどな、所詮僕も春菜さんも新米や。世界間の移動とかノウハウ全くあらへんねんから、一発で成功するわけあらへん」

「春菜の豪運だったら、って、そもそも攪乱体質のほうでどんな偶然を引き当てるか分かったものじゃないわね……」

「そういうこっちゃ」

　いろいろ納得させられる話に、もうしばらくはこの世界でお世話になるしかないか、と、あっさり受け入れる真琴。

　達也には悪いが、もうここまで来たら、半月やひと月ぐらい大した違いではない。

「まあ、その辺の話も、無事に邪神をしばき倒せる前提での皮算用やけどな」

「ヒロは無理だと思ってるのか？」

「勝てるとも勝てんとも言えんところや。こっちは自分の権能の把握すらおぼつかん未熟な新米神やからな。勝負にはなるやろうけど、どんな事故が起こるかは分かったもんやあらへんし」

　これまでのいろいろを思い出しながらの宏の言葉に、反論の余地もなく沈黙する一同。

　頭をよぎるのは、やはりパーティ壊滅の憂き目にあった三幹部戦。トラウマという意味ではすでに乗り越えてはいるが、やはりあの一連の出来事はいろんな意味で記憶に刻まれているのである。

「あと、あんまり先のこと言うたら鬼が笑いおるし、終わった後の話ばっかりするんって、フラグ臭いしな」

「言いたいことは分からんでもないが、あまり敵を強大に見積もりすぎるのもよくはないぞ。別に、一度の出撃でケリをつけねばならんわけでもなかろうし、我に言わせれば引き際を間違えずに普段どおり対処すればいいだけの話だと思うのだが？」

「このあたりはゲン担ぎみたいなもんやからな。どっちにしても、まずは明日のダンジョン攻略と神殿探しや」

「その前に、ハルナの装備の確認であろう？　ちょうどいい具合に全員食べ終わったことだし、そろそろお披露目してはどうだ？」

「そうやったな。他にも澪の弓とか僕と春菜さん以外の防具とか、作れる神器装備は一気に全部作ったからな」

　そう言いながら、全員に新装備を配付する宏。

　今後のためを思ってか、新装備は全てワンタッチで着脱可能な仕様になっている。

「……まあ、俺らの防具はこんなもんだろうな」

「そうね。でもこれ、プラとかで作ったら絶対にちゃちなコスプレか厨二こじらせた痛い人にしか見えないわね」

「まあなあ。つうか、防具ってのはそもそもそういうもんだって考えりゃ、しょうがねえさ」

　ハーフプレートの神器、神しん鎧がいオウサムを身にまとった真琴の言葉に、ローブの神器、神しん套とうオルステッドを羽織った達也が苦笑交じりにそう応じる。どちらもファンタジーＲＰＧの最終装備だけあって、実に外連味あふれる尖とがったデザインをしている。

　澪の革鎧、神甲シェルフィールに宏の神鎧オストソルまで並ぶと、そのビジュアルはなかなかに強烈だ。

　この集団はいったい何なのか。正直そんな疑問がどうやっても避けられない姿である。

「にしても、これで澪も武器の制御に苦労する日々が来るわけね」

「……あんまりありがたくない」

「で、肝心の春菜は、っと……」

　そういって真琴が春菜のほうに視線を向けると、そこにはオーロラのように刀身の色を変えるレイピアを手に苦悩の表情を浮かべる姿が。

「……確かに、派手と言えば派手ね」

「うん。武器がこれだと、鎧がどうなってるのか怖くてどうにも踏ん切りが……」

「まあ、派手っていうよりは神秘的、とか幻想的、とか、そういう表現が正しい感じだし、鎧も多分そっち方面のはずよ？」

「だとは思うんだけど、これと同系列の鎧を着込むとか、ちょっとどころじゃなく嫌な予感が……」

「その剣持っていろんな意味で様になってる時点で手遅れなんだから、諦めてとっとと鎧着ちゃいなさい。どうせ邪神を相手にするときは装備しなきゃいけないんだから」

「……うん、そうだね」

　真琴に言われ、覚悟を決めて鎧を身にまとう春菜。

　戦闘用装備が全て揃った時点で、髪型が勝手にハーフアップに変化し、ブレスレットと神衣のデザインも自動的に変化する。

　オーロラを鎧にしたような春菜のブレストプレート。それに合わせて靴も膝まであるブーツに変化、マントと合わせて隙のないたたずまいになる。

　フル装備になったことで増幅され、にじみ出るようになった神力。あふれ出る神としての威厳。

　その美貌と相まって、春菜は誰の目にもまごうことなき女神としてそこに君臨していた。
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「……これは……」

「……マジかよ……」

「……うわあ……」

　完成された春菜の姿。

　その威厳と神々しさに呑のまれ言葉を失う、達也と真琴、澪。

　今まで特に意識してこなかった、春菜がもはや自分達とは違う存在である、という事実。真琴達人間組はこの時、ついにその事実を心底思い知ってしまったのだ。

　頭ずが高い。早く跪ひざまずかなければ。

　なぜ今まで、対等だと思っていたのか。

　慈悲深く優しい我らが女神。

　これからは心を入れ替え、忠実なる従僕として一生涯仕えなければ。

　完全に神気に当てられ、宗教方向に思考停止し始める三人。

　そんな彼らの様子に怯えるように、不安そうな、泣き笑いのような笑みを浮かべる春菜。

　その春菜の表情を見て、真っ先に己の醜態に気づいたのは真琴であった。

「……っ!?」

「……真琴さん？」

「我ながら、情けないわね」

「えっ？」

「春菜がこうだってのは、あたしと達也を生き返らせた時点で分かってたじゃない。それなのに、ちょっとちゃんとした格好しただけで呑まれて崇あがめようとするとか、情けないにもほどがあるわよ……」

　そういって、思いっきり己の頬ほおを叩く真琴。

　パーンといい音が響き、見事なモミジがその両頬に浮かび上がる。

「ま、真琴さん!?」

「っつう……！　目ぇ覚めたわ……」

　真琴の唐突な行動に目を丸くし、どこか慌てた様子で声をかける春菜。

　そんな春菜に、うめくような言葉で応える真琴。

　他のメンバーも、いきなりの真琴の行動に驚きの表情を浮かべて固まっている。

　アンジェリカも己の態度を決めかねており、普段どおりなのはどこか見透かしたような顔で事態を見守っている宏だけである。

「ごめん、春菜。今完全にあんたに呑まれてた。あたしが発破かけて無理やりそれ装備させたってのに、やらせた張本人が呑まれるとか本気で情けない。宏のことをヘタレとか言えないわ……」

「神様が戦闘モードになったら、普通の生き物がビビんのはある意味当たり前やけど？」

「鎧着ただけで戦闘モードってわけじゃないでしょう？　それに、中身変わってないのに外見がそれらしくなっただけで萎い縮しゅくするとか、春菜にたかってくるナンパ男とどう違うっていうのよ？」

　よほど自分が情けなかったらしく、宏の助け舟を自分でぶった斬って沈没させる真琴。そのままうなだれ、際限なくへこんでいく。

　それを見ていた達也と澪も、真琴と同じようにうなだれる。

「あんまりへこむと、それはそれで春菜さんショックみたいやで？」

「分かってるわよ。ただ、もうちょっと反省させて。今ちょっと自分が情けなすぎて、そう簡単に切り替えられないから」

「まあええんやけど、僕とかこっちの神様とかとは、えらい態度ちゃうやん」

　あまりにへこんでいる真琴達を見かねてか、からかうように余計な茶々を入れる宏。

　それに対して、意外な相手からコメントが入る。

「こちらの神々は、基本、舞台装置に徹しようとするがゆえ、本当に必要なとき以外は威厳とかそういったものを表に出さんからな。それに、ヒロシはハルナと違って、容姿も雰囲気もそういった威厳というやつとは無縁だ。我とて、真祖の視覚でその生き物にあるまじき力と神の威を目にしておらねば、お主が神だとは到底思えん」

「うわ、えらい言われようや」

「……言われてみれば、師匠って神様は神様でも、イメージ的には『とんでもない、あたしゃ神様だよ』とか言いそうなタイプ」

「コントネタかい」

　アンジェリカの尻馬に乗って澪が漏らしたコメントに、苦笑しながらノータイムで宏が突っ込む。

「……結局、この顔のせい、っていうのが大きい、ってこと？」

「顔っちゅうか、雰囲気含めた見た目の印象全体やな、多分」

「……私、また見た目で損した感じだよね」

「まあ、ハルナは自分の見た目を生かした行動とかできるタイプではないからな。せめて姫ひめ巫み女こ殿ぐらいの割り切りか、ノーラぐらいの図太さがなければ、そこまで突出した容姿をもって生まれて得などできまい」

　ようやくペースをつかめたらしいアンジェリカが、真琴達の態度にへこむ春菜に対して冷静にコメントする。

「自分で選んだことだし、達也さんと真琴さんのことを考えたらどうしようもなかったんだけど、今初めて自分が神になったことを後悔したよ……」

「まあ、後々のこと考えたら僕みたいに誰も敬ってくれへんっちゅうよりはましやで、多分」

「仲間なんだから変な方向で敬われたくなんかないよ」

　装備を解除し、完全にへこみながら愚痴をこぼす春菜。

　それを妙な理屈で慰める宏。

「っちゅうか、一回着てアップデートしたから、今後は別にあの鎧無理に展開せんでも防御力そのものは変わらんようになるし」

「……そういうことは先に言ってよ……」

「ごめんごめん。サクッと説明忘れとったわ。まあ、早いか遅いかだけで、いずれ通る道やとは思うけど」

　割と重要な話をサクッと忘れていた宏に、本気でガクッとくる春菜。

　このあたりの普段と何も変わらぬやり取りのおかげで、風呂に入る頃にはすっかり元の距離感に戻ることができたアズマ工房一行であった。






邪神編　第三七話






「ねえ、親方。今日これから、ちょっと時間作ってもらっていいかな？」

　翌朝、朝食の準備中。

　なぜか強引に手伝いを買って出たファムが、料理を始めてすぐにそんなことを言い出す。

　因ちなみに、ファムが割り込んだ関係で、今日は澪みおが朝食作りから外れている。

　厨ちゅう房ぼうの広さは十分だが、朝食はそんなに凝ったものを作らないので、さすがに四人もいらないのである。

「なんや、いきなりやな。なんかあったんか？」

「うん。今日これから北地区で勝負があるから、念のために親方にも来てもらいたいんだ。ダメかな？」

「そういうことやったらかまへんけど、本気でいきなりやなあ」

「アタシ達も殿下に聞かされたの、昨日親方達がダンジョン攻略から戻ってくる直前だったし。本当は昨日のうちにお願いするつもりだったんだけど、親方達みんな、ずっと神の城で取り込み中で話すタイミングがつかめなくて」

「そらすまんかったな。にしても、レイっち、そういうやり方はあかん、っちゅうて反省しとったのに、何があったんやろうなあ……」

　インスタントラーメン工場の件で性急なやり方を反省していたはずのレイオットによる、まさかの急な日程。

　それについて首をかしげる宏ひろし。

「今回は殿下じゃなくて、北地区の人達のほうが焦ってたみたい」

「そうなんや？」

「うん。殿下によると、せめてこっちに根回しして日程調整するぐらいの時間をくれ、って言ったみたいなんだけど、チャールズさんはともかく、若い人達がいい加減切れてたらしくて」

「ああ、なるほど。噂うわさの件でレイっちすらええ加減抑えきれんなってもうた、と」

「そんな感じらしいよ」

　手分けして鮭さけの切り身を焼きながら、そんな話をするファムと宏。

「というか、私達が今日の時点で煉れん獄ごくから帰ってきてるとは限らなかったんだけど、もし帰ってこれてなかったらどうするつもりだったのかな？」

「殿下いわく、オクトガル経由で神様からお告げがあったんだって。せめてもう一日ぐらい後ろにずらそうかと思ったらしいんだけど、神様方からとっととケリつけろって言われたみたいでさ」

「オクトガルがそれをわざわざ北地区の人らの前で言いおった、と？」

「そうらしいよ。おかげで、完全に押し切られたってぼやいてた」

「「うわあ……」」

　完全に神々の都合に巻き込まれて振り回されているレイオットに対し、思わず心の中でも『うへぇ～』と漏らす宏と春はる菜な。

　神々の意思かオクトガルの独断かは分からないが、多忙なレイオットにとってはとんだ災難であろう。

「まあ、僕らからすれば、明日も明後日も大した差はあらへんけどなあ」

「そうだね。それにしても、なんというかこう急展開だよね」

「アタシからすれば、なるべくしてなった感じはあるんだけどね」

「そうなの？」

「うん。実のところ、いつ切れるかだけの問題だった感じだったから」

　卵焼きを仕上げた春菜の問いに、サラダを盛りつけたファムが肩をすくめながらそう言う。

　最初に紹介された時点で、爆発寸前になっていた空気をいやというほど感じさせられていたのだ。

　アズマ工房の関連はあくまできっかけにすぎず、恐らく宏達がいなくても近いうちに別のきっかけで爆発していただろう。

「なんというかね、北地区の隠居老人って、下手に影響力持ってるせいか、今主力として頑張ってる人達のことを素人扱いする傾向があるんだよね」

「……それって、すごく士気が落ちるよね」

「うん。しかも、若い人の言葉って、どうしても無視されやすいからさ」

「そういう状況だったら、確かになるべくしてなった感じだよね」

　ファムの言葉に、北地区の若手や中堅の気持ちを察して遠い目をする春菜。

　いつの時代も若者と年寄りのジェネレーションギャップによる対立はあるが、あまりに一方的に押さえつけてしまうと、大抵幸せな結果にはならないものだ。

「とりあえず、詳しいことは飯食いながら聞くわ」

「うん。アタシだけじゃなくて、テレスやノーラの話も聞いてもらったほうがよさそうだし」

　完成した朝食を盛りつけながらそう言った宏に、カートを用意しながらファムが同意する。

　なお、本日の朝食はご飯に味み噌そ汁、焼き鮭、きんぴらレンコン、卵焼きに野菜サラダというメニューである。

　そのうち、宏は鮭ときんぴらレンコン、春菜が卵焼きと味噌汁、ファムが野菜サラダと鮭という分担で作業していた。

「ご飯できたよ～」

　盛りつけを終えた料理をカートに乗せ、運びながら無線館内放送で工房全体に声をかける春菜。

　基本的にこの時間は全員食堂に揃そろっているが、たまにライムが中庭で何やら世話をしていたり、テレスやノーラが昨日やり残した作業をしていたりといったことがあるので、一応工房全体に声をかけるようにしているのだ。

　因みに、無線館内放送はいつの間にか宏が設置していた。いつ設置していたのかは、本人以外誰にも分からない。

　いつの間にか設置されたためかそれとも直接探して声をかけたほうが早いからか、朝食の時に春菜が使う以外に滅多に使われることがない機能である。

　もっと職員の人数が増え、工房の内部もそれに合わせて大きくなってくれば、いずれ出番が増えるかもしれないが、現状ではほぼ飾りと化していると言えよう。

「今日はきんぴらレンコンか」

「バッシュレンコンが余っとったから、そろそろ使ってまいたかってん」

「なるほどな」

　飲のん兵べ衛えの血がうずく種類のメニューに一瞬相好を崩し、さすがに朝から飲むのはどうかとすぐに表情を引き締める達たつ也や。

　さっきテレスとノーラから軽く聞いた話を考えると、正直一杯やって景気づけでもしないとテンションが下がって仕方がないのは確かだが、いい大人がそんな真似をするのは恥ずかしいので自重する。

「なんかこう、飯がまずなりそうな話が待ってそうやけど、そんな時間もなさそうやからな。食いながらとっとと進めてまおうや」

「そうね。っていっても、基本的にはあたし達もこうはならないように気をつけましょうね、って感じの話なのよねえ……」

「ん。反面教師として自戒」

　手早く朝食を配膳しながらの宏の言葉に、どことなくうんざりしながら同意しつつ、いろいろと肝に銘じる様子を見せる真ま琴ことと澪。

　引き金を引いたのが自分達である以上、最後まで付き合うこと自体は納得してはいるのだが、とにかく相手のやっていることが見苦しいのが精神的につらい。

　そういうのを延々と見せられると、どうにもこちらのほうが恥ずかしくてしょうがないのだ。

　そのままサクッといただきますの挨拶を済ませ、料理に箸をつけながら宏が口を開く。

「で、さっきファムから軽く聞いたんやけど、対決って何すればええん？」

「単純に、相手が出したお題に対してその場で物を作って、格の差を見せつけるだけなのです」

「なるほどなあ」

　宏の問いかけに、ノーラがおおよその内容を要約して伝える。

　その内容に、念のために自分が出たほうがいいと納得する宏。

　単に勝つだけならファム達の誰がやっても問題なかろうが、面倒ないちゃもんをつけさせないようにするとなると、澪でも確実とは言えない。

「勝負のジャンルは？」

「時間の都合もあるので、今回は木工細工と金属細工だけなのです。木工細工は小物の家具、金属細工はアクセサリーを指定してきているのです」

「その日のうちに終わらすっちゅうんやったら妥当なとこやな。で、念のために確認すると、お題っちゅうんはもうちょい細かい指定があるんやな？」

「そう聞いているのです。ただ、こちらが事前の仕込みをできないようにするために、どんなお題が出るかは聞いていないのです」

「大した問題にはならんけど、その言い方やと相手は事前に仕込みしてるっちゅうことか？」

「材料はチャールズさん達が用意すると聞いているので、さすがにそこまで不公平ではないようなのです。ただ、これ以上相手に余計ないちゃもんをつけさせないため、テーマは相手が決定するらしいのです」

「また、なかなかハードな設定やなあ」

　圧倒的に不利としか言いようがない条件設定に、思わず苦笑する宏。

　ここまでこちらに不利な条件を用意したのだから、むしろ相手が圧勝しなければおかしいぐらいだ。

　レイオットやチャールズが相手を徹底的に叩たたき潰つぶしたかったのか、それともここまで条件を譲歩しないと相手のほうが乗ってこなかったのか、そのあたりの裏が気になるところである。

「お題の内容次第では宏でもヤバそうな気がするんだけど、そのあたりはどうなのよ？」

「せやなあ。愛する女性をテーマに、とか言われたら、ちょっとどころやなく困るところやな」

「確かにそれは、宏にとっては何重もの意味で厳しいお題ね」

　宏のあげたお題に、深く納得する真琴。

　女性恐怖症の宏にとって、恋愛がらみは鬼門もいいところだ。

　さらに言うならば、仮に女性恐怖症がなかったとして、宏が積極的に恋愛できるタイプかというと、これは考えるまでもなく否。中学時代の一件がなくても、この年齢までまともな初恋すらしていなかったであろうことは断言できる。

　その上、現在は春菜にエアリス、澪、アルチェムと、明確に恋心を、それももはや取り返しのつかないレベルで抱いていると断言できる人物が最低でも四人もいて、それ以外にも言い寄っている女性が数人いるという、宏でなくとも手に余りそうな状況になっている。

　『愛する女性』というテーマにおいては、どれか一つだけでも致命傷となりうる条件がこれだけ揃っているのだ。

　ものづくり勝負において宏が負けるとすれば、このテーマ以外ではありえない。

「なあ、ヒロ。思いっきりフラグ立ててる気がするんだが、そのテーマになっちまったらどうする気だ？」

　フラグを立てにいっているとしか思えない宏の言葉に、思いっきり突っ込みを入れる達也。

　世の中、こういうことを言うと、割と高確率で実現してしまうものである。

「せやなあ。そうなった場合、友情も愛情の一種、みたいなレベルで拡大解釈してどないかするしかないやろうな」

「それぐらいしかねえか……」

「ん、ボク達としても、そうしてくれるほうが助かる」

「だよね。今更感があるかもしれないけど、実は私達のほうも言うほど心の準備ができてないというか……」

「こういう流れで師匠に告白もどきのことをされても、いまいち信じきれない」

　宏が挙げた対応策に達也が賛成し、恋愛方面では当事者である澪と春菜も同意する。

　言っては何だが、たとえどんな形にしても、今の宏に恋愛感情を白状させるなど、罰ゲームで告白させるのと何も変わらない。

「ん～……。でも、女性が絡んでくる可能性はありますが、多分愛するとかそういうのがテーマに入ってくることはないかな、と思いますよ」

「ノーラも同意見なのです」

　宏達の会話に、味噌汁を飲んでいたテレスとノーラがそんな風に口を挟む。

「ふむ。その心は？」

「簡単な話です。そんな、どっちも後に引けなくなるような条件、殿下やチャールズさんが許すわけがないです」

「それに、内容が主観的すぎるのです。最愛の人を表現しました、と言われて、どう評価すれば公平なのか、というのが難しすぎるのです」

「あ～、そりゃそうだわな」

「そうねえ。その場合、譲って一番の美女っていうのがいいところかしら。これなら、人気投票的なやり方である程度公平に評価できなくもないし」

　テレスとノーラの指摘に、いろんな意味で納得する達也と真琴。

　美女というのもそれはそれで角は立つかもだが、モチーフにするだけで架空の人物を作り上げればまだどうとでもなる範囲である。

　少なくとも、最愛の女性、なんて荒れること間違いなしのお題よりははるかにマシであろう。

　もっとも、こういう冷静な指摘が達也ではなくテレスとノーラから出るあたり、宏達はフラグ云うん々ぬんに対して過敏になりすぎではなかろうか。

「そのあたりのことはなんとも言えないけど、アタシは正直、早くケリをつけてほしいよ」

　朝食を食べ終えたファムが、どことなく不機嫌そうに言う。

　その様子に、思わず目を丸くする日本人組。

　なんだかんだ言って、アズマ工房に拾われてからのファムは、こういう態度を見せることはほとんどなかったのだ。

「なんや、えらい不機嫌やん」

「そりゃ不機嫌にもなるよ。せっかくいろいろ楽しくなってきたのに、変なおじいちゃんの意味不明なわがままでお預け食らってるんだからさ」

　宏に指摘され、本格的に不機嫌そうにそう言い募るファム。

　どうやら、最近の状況はよほど腹に据えかねているらしい。

　もっとも、宏達ですらうんざりするぐらいだから、本質的には子供であるファムはもっとフラストレーションをため込んでいてもおかしくはないだろう。

「うちじゃ扱わないような素材がいろいろ出てきて、初めて見るやり方とかいろいろ教えてもらって、試したいことがいっぱい出てきたところで邪魔が入ってるんだよ？　アタシでなくても機嫌悪くなるって！」

「せやな。普段使う機会のない素材とか、そらいろいろ試したいわな」

「でしょ!?　なのに、やっちゃいけない理由が『素材独特の扱い方も知らない素人未満の人間に触らせる素材はない』だよ？　それをこれから教えてもらおうっていうときにさ！」

「その理屈やと、弟子も取れんわな」

　爺じい様達がアズマ工房を排除した理屈を聞いて、思わず呆あきれる宏。

　これが、よそ者であることを理由にしているのであればまだ、外部に見せられない秘密などもあるだろうから理解できなくもない。が、素人未満であることを理由にされると、弟子はどうやって学んだのかという突っ込みが入ってしまう。

　アズマ工房が気に食わないのは仕方がないが、せめてもう少し考えて邪魔してほしい。

「何が一番腹立つって、じゃあ独学でって思って使ってないお小遣いで素材買おうとしたら、それすら邪魔してくること！　アタシから新素材を取り上げて触らせすらしないその態度は、正直万死に値するよ！」

「……そっちなんだ？」
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「あたりまえじゃん！　面子メンツだ何だってのは、大人が勝手にやってればいいんだよ！　アタシは知らない素材をいじりたいの！　ものづくりがしたいの！　ぶっちゃけ、仕事とか関係なく、技術開発やりたいの！」

　宏が言いそうなことを、微妙に血走った目で叫ぶファム。

　子供であるファムを働かせすぎなのではないか、という大人達の心配とは裏腹に、当の本人は順調に宏の同類へと進化し続けているようだ。

　少なくとも自分の小遣いを素材に平気で投入しようとしている時点で、なかなかの重症なのは間違いない。

「……ファムちゃんが、ファムちゃんが……、宏君みたいになってるよ……」

「おねーちゃん、最近採取に行くと親方みたいな喜び方することがあるの」

　ファムの反応を見て嘆く春菜に対し、空気を読んで黙々と朝食を食べていたライムが追い打ちをかける。

「っつうことは、テレスやノーラも……」

「さすがに私達はここまでではないですね」

「ノーラもいい加減新素材のお預けには腹が立ってるのですが、こんな禁断症状じみた苛いら立だちはないのです」

「まあ、なんだかんだ言って、私もノーラも仕事だっていう意識が結構強いですから」

　ライムの発言を聞いて恐れおののくように疑いをかけてきた達也に対し、テレスとノーラがバッサリ否定する。

　どうやら、乙女的な意味で手遅れになりつつあるのは、現時点ではファム一人だけらしい。

　普段は年不相応に大人びて見えるだけに、その落差が非常に激しい。

　問題なのは、宏に近いレベルで手遅れになっているということは、すでにいつ暴走してもおかしくないと想像できてしまうことである。

　年齢の差かテレスやノーラは割と冷静ではあるが、あくまでファムに比べれば冷静なだけで、怒っていないわけではない。

　単に、ファムと違ってアズマ工房の看板的な方向での怒りが主成分なので、相手の没落が確定した時点でややどうでもよくなりつつあるだけである。

　とはいえ、一般人が引きそうになる手前ぐらいには素材に執着しているのだから、ファムと同類になるのも時間の問題かもしれない。

　宏が弟子として仕込み始めてからたった一年ほどで、よくもまあここまで染まったものだ。

「……こら、さっさとケリつけやんと、しまいには僕らがファムに刺されそうやな」

「ん。意外とピンチ」

「さすがに親方に腹が立ってるわけじゃないけど、少なくとも殴っていいならあのお爺ちゃんを助走つけて全力でぶん殴りたい」

　自分達基準でファムの気持ちを推測し、どことなく背筋に寒いものを感じながらそう結論を出す宏と澪。

　それに対して、というより宏を刺すかもしれないというところに一応抗議しつつ、非常に物騒なことを平気で言い放つファム。

　スラム時代の顔が表に出かかっているあたり、あまり猶予はなさそうだ。

「ファムちゃんのことを抜きにしても、ソレス様の神殿探したりしなきゃいけないから、できるだけ早く終わらせたいよね」

「やりすぎかもしんないけど、ちょっとぐらい権能使っちゃってもいいんじゃないかしら？」

「そこまではいかなくとも、余計な影響とか気にして変に加減しようとか考えないほうがいいのは間違いなさそうだな」

　時間的にも、神様関連の案件や邪神討伐のための準備に早く入らなければいけない、ということをほのめかす春菜。

　ファムの問題だけでなく春菜の指摘内容を考えても猶予がない状況に、過度の手加減はやめるよう宏に告げる真琴と達也。

　それを聞いた宏が重々しく頷うなずく。

「大人げないことになるかもしれんけど、間違って権能が発動しても気にせんレベルで全力出すことにするわ」

　宏がそう宣言した瞬間、マルカス一派がオーバーキルされることが確定するのであった。




　　　　☆




「お手を煩わせてしまいまして、本当に申しわけございません」

　三十分後、勝負の会場となる北地区の広場。

　宏達を出迎えたチャールズが、開口一番、そう頭を下げる。

「こっちも忙しさにかまけてほったらかしにしてしまいまして、申しわけない」

　チャールズの謝罪に合わせて、同じように頭を下げる達也。

　そのやり取りを遠巻きに見守る野次馬達。そのうち三割ぐらいは、今回の騒動を当て込んだ屋台である。

　その中でも結構な割合が他の地区の店というあたり、商魂がたくましいとみるべきか暇な人が多いとみるべきか難しいところである。

　一つ言えるのは、都会のウルスであっても、案外みんな娯楽に飢えているということであろう。

　なお、レイオットは朝のお勤めが終わったエアリスと一緒に、後から来ることになっている。

　さすがに二人とも、最初から立ち会えるほど暇ではないのだ。

「……あれ？」

　材料チェックに向かった宏を見送った後、いろんな意味でうずうずしながらギャラリー、それも主に屋台を観察していた春菜が、見知った顔を見つけて首をかしげる。

　彼女がここにいてはいけない、とまでは言わないまでも、普通に考えてこの時間にこんなところで屋台を出しているのはおかしい。

　そんな疑問を解消すべく、春菜は素直にその人物に声をかける。

「エルトリンデさん？」

「あっ、ハルナさん。おはようございます」

　そう。野次馬に交ざって屋台のようなものを出していたのは、インスタントラーメン工場で新製品の開発主任をしているはずのエルトリンデであった。

「おはよう。どうしてここに？」

「開発中の新製品に関するモニター……みたいな感じです。昨日、レイオット殿下にここでやるといい、と指示をいただきまして」

　そう言いながら、開発中のパッケージであることを示す白ラベルのカップ麺と袋ラーメンを見せるエルトリンデ。

　そこにはでかでかと『モールフォーナ・うすしお』と書かれている。

「モールフォーナ？」

「オークの伝統料理だそうです。豚肉の煮込み料理で、どちらかというと汁物に分類できる料理なので、ちょっと試しにインスタントラーメンにしてみたんです」

「へえ？」

　そう言いながら、渡されたカップ麺をしげしげと観察する春菜。

　味見してみたいところだが、残念ながら朝食を食べてから、まだそんなに時間が経っていない。

　食べられないこともないが、そこまで食欲は湧いていないのだ。

「ん～……。美お味いしそうなんだけど、朝ごはん食べてきちゃったからなあ……」

「あとで皆さんのところにも持ち込む予定でしたので、好きなだけ持っていってください」

「いいの？」

「はい。大小のカップに袋も合わせて二千食ぐらい用意してきましたし、今いる人達のところには大体行き渡りましたから」

「そんなに用意したんだ」

「思ったより人がいたので、あと百ちょっとぐらいしか残ってないんですけど、残しても意味はありませんので必要なだけ持っていってください」

「そういうことなら」

　エルトリンデの厚意に甘え、ジノ達に管理人組まで含めた人数分をもらうことにする春菜。

　春菜に告げられた数を用意するついでに、何やらチラシのようなものを一緒に袋に入れるエルトリンデ。

　それを見た春菜が首をかしげる。

「エルトリンデさん、その紙は何かな？」

「モールフォーナのレシピです。ヴォルケッタさんのおばあさんが作ってたオリジナルのものと、インスタントラーメンに合わせて調整したもの、両方書いてあります」

「あっ、それはちょっと嬉うれしいかも。ありがとう」

「ヴォルケッタさんからも頼まれていましたから。ただ、インスタントラーメン用はまだ調整中で完成品とは言えないので、またちょくちょく変更がかかるとは思いますけど」

「了解。私達のほうでも、ちょっとアレンジしてみるよ」

　そう言って、ほくほく顔でインスタントラーメンとレシピを受け取る春菜。

　そこに、材料のチェックを終えた宏が顔を出す。

「もう、次の製品が形になっとんねんな」

「まだテローナラーメンも全種類終わってないのに、とは思ったんですけどね。試食で似たような味のものばかり食べてたせいか、飽きてきて正当な評価ができなくなってきてたので、ちょっと目先を変えるために」

「あ～……。そうでなくてもインスタントラーメンってある程度似たような味になりがちだから、せめてベースになる料理を変えたくなる、っていうのはよく分かるよ」

「っちゅうか別に、飽きたとかそういうんなくても、どんどん新製品開発したらええで。商品開発っちゅうんはそういうもんやし」

「そうだよね。管理しきれる範囲で、って条件は付くけど、とにかく何種類も同時に開発を進めておかないと、全部が全部ヒットするわけじゃないしね」

「滑ってから次の商品とかやっとったら遅いからな」

　言い訳じみたことを言い出したエルトリンデに、商品開発とは何たるかを告げる宏と春菜。

　基本的に変化の速度がゆっくりなこの世界で、しかも定番商品すら需要を満たしきれていないものといえど、さすがに一つ商品が完成してから次、などというやり方では遅すぎる。

「それはそうと、宏君。こっちに来てていいの？」

「相手の爺様らがまだ来てへんからな。材料のチェックも終わったし、することないねん」

「だったらいいんだけど、もうちょっと吟味しなくてもいいの？」

「それがちょっと悩ましいところでなあ」

　そう言って、何を思ったか何かの鳥の胸肉を二つ取り出す宏。

　それを見て首をかしげる春菜とエルトリンデ。

　さすがに、それだけでは宏が何を言いたいのか測りかねたようだ。

「春菜さんらに分かりやすく言うんやったら、鳥料理っちゅうテーマだけ決まってるときに、この二つのうちどっちの鳥肉使うか、っちゅう感じやねん」

「「……ああ、なるほど」」

　宏の言わんとしていることを理解し、確かにこれは悩ましいと納得する春菜とエルトリンデ。

　単純に品質だけを言うなら、最初に取り出した鳥肉のほうが数字（最大値は千）に直して一ポイントぐらい優れているのだが、その程度では誤差の範囲だ。

　はっきり言って味に影響が出るほどの差ではない。

　作る料理次第では、あとから出した品質で劣る鳥肉のほうが美味しいものが作れる。その程度の違いである。

　それと同じ次元となると、こだわる気が起こらなくなるのも仕方がないだろう。

　この場合、驚くべきは材料生産に関してそこまで細かく品質管理などできないこの世界において、勝負に使う材料を一ポイント程度の差で揃えてきたことであろう。

「まだテーマも出てへんから、今から材料にこだわってもっちゅう感じでなあ……」

「聞いてる話だと、下手に確保したらそれを口実に相手が面倒なこと言いだしそうだしね」

　宏の考えに頷き、思うところをそう告げる春菜。

　下手をすると、先に来て材料のチェックをしたことすら攻撃材料にされかねないので、必要ないことはしないに限る。

「しかしこう、暇やなあ……」

「聞くまでもないとは思うけど、道具のチェックとか手入れとかは？」

「そんなもん、ここに来てからやっとるようでは終わりやで。せいぜいやって、忘れもんないかの確認ぐらいや」

「だよね」

　宏の言葉に頷く春菜。

　素人じゃあるまいし、普通、道具類は使ったあとにきっちり手入れするものだ。

　無論、使う機会が少ない道具などは使う前に再度手入れをしたりすることもあるし、人のすることである以上見落としや忘れ物などを完璧に避けるのは難しい。

　が、いくらなんでも、勝負が決まった時点で会場に来てから手入れするようなのんきな真似を、宏のようなガチの生産廃人がするわけがない。

　聞いたのが朝食時なので、昨日の時点でというのは無理でも、ここに来る前にきっちり完璧に手入れを済ませている。

　まあ、そもそもの話、宏が全身全霊を込めて作り上げた道具類に、そんな大掛かりな手入れなど必要ないのも事実なのだが。

「それにしても、本当に遅いですよね」

「ほんまになあ。あえて相手待たせて平常心奪う、とか割と常じょう套とう手段やけど、それにしても遅すぎんでな」

「ぎりぎりまで練習してるとか、今頃手入れしてるとかだったりして」

　そんなグダグダな話をしていると、広場がざわめき始める。

「あっ」

「来たか？」

「多分」

　宏にそう答えつつ、視線でそれっぽい爺様達を示す春菜。

　春菜の視線をたどって、広場の向こうから歩いてくる爺様の集団を発見する宏。

　爺様達の様子を見て、宏が首をかしげる。

「あの肩で風切る感じで先頭歩いとる爺様が例の、えっとなんやったっけ？」

「マルカスさん」

「そうそう。そのマルカスっちゅう爺様でええとして、他の爺様がなんっちゅうかえらい大人しい、っちゅうかしょぼくれた感じせえへん？」

「……そうだね。もしかして、引くに引けないから一緒に行動してるだけで、本心はやりたくない感じなんじゃない？」

「かもしれんけど、今更遅いで」

　爺様達の様子をそう分析した春菜の言葉を、ばっさり切り捨てる宏。

　今更びびって後悔するぐらいなら、レイオットが出てきたときに手を引いていればよかったのだ。

「まあ、ここでグダグダ言うとってもしゃあないし、ちょっと行ってくるわ」

「うん。頑張って……いいのかな？」

「どうやろうな？」

　そう言いながら、春菜をその場に残し、マルカスの相手をしに行く宏。

　それを見送った後、エルトリンデに別れを告げて邪魔にならないよう真琴と澪がスタンバイしているところに移動する。

　なお、ファム達アズマ工房の職員組も一応この場にはいるが、北地区の若手達とともにスタッフ席でギャラリーとなっているため、春菜達とは別行動となる。

「やっと始まるわね……」

「すごくダレてるけど、大丈夫なのかな？」

「師匠が作るものが、その程度で品質的にダメになることはないから多分大丈夫」

「そっちはあんまり心配してないけど、むしろ宏君が面倒になって無茶なことしないかのほうが心配かな」

「それは確かに不安ねえ……」

「ん。師匠も春はる姉ねえも権能が安定してないから、そういう精神状態だと何が起こるかすごく不安」

　春菜の不安に、真琴と澪も同意する。

　宏も春菜も不安定さでは大差ないが、宏の権能は九割方がパッシブな感じのものである。

　スキルもそうだが、パッシブ系は割と精神状態の影響を強く受ける。

　ここまであからさまに「面倒くさい」という感情を駄々漏れにしていると、権能がどんな仕事をするか予想もできない。

「つうか、ヒロのやつ、爺様の姿見た瞬間、完全に意識がこのあとの奈落攻略に向いちまった感じだぞ……」

「あんまり長引くと、今朝のファムちゃんみたいなことになりそうだよね……」

　チャールズとのやり取りを終え、春菜同様勝負の邪魔にならぬよう合流してきた達也の感想に、さらに不安が募った様子で春菜が応じる。

　そんな中、宏とチャールズの姿を認めたらしいマルカス一行が、唐突に歩く速度を落とす。

「やっと来たんかい……」

「なんじゃ、この無礼なガキは!?」

　勝負とはかなりずれたところでハラハラしながら春菜達が見守る中、わざとらしくゆっくり歩いてきたマルカスに対してあからさまに面倒くさそうに宏がぼやく。

　その態度に、自分から挑発しておきながら、かなり不愉快そうに吐き捨てるマルカス。

　宏の態度もあまり褒められたものではないが、それ以上にマルカスの煽り耐性が低すぎるのではないか。

　敵であるアズマ工房のトップ陣にそんな感想を持たれているとは露つゆ知らず、ややキレ気味にマルカスが言葉を続ける。

「貴様のようなおしめも取れておらんガキが、このマルカス・リードより優れた職人だと？　よくもまあ、そこまで思い上がれるものだ」

「見た目だけやったら、そうやろうなあ」

　なかなか失礼なことを言い放つマルカスに対し、心底面倒そうに返す宏。

　職人として重ねた年期でマルカスにかなわないことなど、言われるまでもない話である。

　が、宏本人がどう思っていようが、関係者やギャラリーには無関係である。

　不必要で下手な挑発を続けるマルカスのせいで、春菜達とチャールズの怒りゲージが結構な勢いで上がり、反対に道連れにされた他の老人達の顔色が急激に青ざめていく。

　どうやら、取り巻きの老人達は、宏を見て何やら感じるところがあったようだ。

「こんな貧相で不細工で貫録のない素人丸出しの小僧に負けを認めるなど、貴様らも落ちたものだな、チャールズ」

「いい加減その口を閉じろ、マルカス」

「ふん。腕ではかなわないから、言葉で黙らせようというのか。そんなことだから、この北地区が衰退するのだ」

「……なんか、すごいブーメランを見た気がすんで」

　マルカスの、お前が言うなとしか言いようがない発言に、思わずぼそりと呟つぶやく宏。

　その言葉が聞こえたらしく、鬼のような形相で宏を睨にらみつけるマルカス。

　どうやら、ブーメランが何をさしているのか、マルカスにも分かったらしい。

「……宏も言うわねえ」

「うん。ちょっとだけすっとしたよ。それにしてもあのお爺さん、よくあれで前の組合長が務まったよね」

「ん。年取って偏屈になった？」

「それもあるだろうが、俺が話した感じ、現役時代でも割とああだったんじゃないかって気がするんだよな」

「あたしだったら、ああいう態度で売りに来られたら思いっきりぶん殴ってる自信あるわ……」

　宏の言葉に少し留飲を下げつつ、あまりに態度が悪いマルカスに眉をひそめる日本人チーム。

　言葉だけでなく態度に表情、さらには仕草一つ一つにまで相手を見下す傲ごう慢まんさが見え隠れしているのだ。

　今回の宏の失礼さぐらいでは誰も気にしないどころか、むしろよくその程度で済ませていると称賛されるだろう。

「こっちはこの後、やらなあかんことが山ほどあんねん。しょうもないことグダグダ言うてんと、とっとと始めようや」

「ふん、大した自信だな」

「そういうのええから。職人やったら、もの作って語ろうや」

「本当に、どこまでも無礼で口の減らんガキだ！」

　宏に楯突かれたと感じたか、さらに煽り耐性の低さを露呈しながらそう怒鳴りつける。

　その言葉に、『どの口で言うのか』という気持ちでギャラリーの心が一つになる。

　そんなマルカスとギャラリーをスルーして、宏が話を進める。

「ほんで、テーマは？」

「愛する女、だ。どうせ貴様のようなおしめも取れておらん小僧には、どう逆立ちしても不可能だろうがな」

「そのテーマは却下だ」

「儂わしも、そのテーマは避けてほしいですな」

　宏達がしていた最悪の予想、それを口にしたマルカスがチャールズと金属アクセサリー担当の老人、双方からダメ出しを食らう。

　チャールズはともかく、味方であるはずの老人からも却下され、不機嫌そうにねめつけるマルカス。

　だが、この時ばかりは老人も引く気はないらしく、ダメだと思う理由をきっぱり言い切る。

「儂も職人の端くれ。これがせいぜい四十ぐらいの頃で、こういった勝負事のためでなければ喜んでそのテーマで作っておりましょう。が、大人数が参加するコンテストならともかく、この程度の人数で優劣を競うために愛する妻をモチーフにしたものを作る気はございません」

「なんだと!?」

「それに、さすがに老いさらばえ現役を退いてから、もう何十年。昨日必死に勘を取り戻すために練習したといえど、碌ろくに工具も操れぬこの手で亡き妻をモチーフに作るなど、地獄に落ちてもごめんですじゃ」

「ぐっ」

　先ほどまで青ざめて縮こまっていたとは思えぬ、気迫のこもった老人の言葉。

　それに気け圧おされて、反論もできずに黙り込むマルカス。

　そこに、チャールズがさらに追い打ちをかける。

「そもそも、愛する女というものについて、何を基準に勝敗を決める？　その基準を、貴様は受け入れられるのか？　大体、そのテーマではたとえ勝者を芸術神ティーナンアーク様が決めたところで、双方絶対に引けんだろうが！」

　チャールズに一喝されて、屈辱のあまり顔を醜悪にゆがめるマルカス。

　たかだか小僧一人叩きのめすために、最愛の妻を勝負の道具にする人でなし。

　取り巻きにそう突きつけられ、さらにチャールズごときにまで負けても駄々をこねるつもりだという論破をされ、どちらも反論できない、いや、反論すればするほど二人の言い分が正しかったと証明してしまうことに、これ以上ないぐらいの屈辱を感じているのである。

「ほな、そっちのお爺ちゃん。どんなテーマがええ？」

「そうですな。装飾なのですから、美女でよろしいのでは？」

「そうだな。ならば、テーマは美女とする」

　屈辱に震えるマルカスを放置し、取り巻きの老人にテーマ選定を振る宏。

　宏に振られ、無難でかつ比較的優劣が分かりやすいテーマを告げる老人と、それを受け入れてテーマを決定するチャールズ。

　どろどろとした感情を前面に出したやり取りと一方的にやりこめられるマルカスの姿に、ギャラリーは大喜びである。

「……やっと開始か」

「朝に話してたのと、ほぼ同じような展開になってるよね～……」

「正直、ああいう見苦しいやり取り見るの、そろそろおなかいっぱいよ……」

「ボクも……」

　そんなことを言い合いながらも、もしもの時のためにフォローに入れるよう、勝負の行方からは目を離さない日本人チーム。

　その間にも、先に材料を選ぶ権利を譲られたマルカスが陰謀を疑ってかみつき、チャールズに怒られて追い払われるという見苦しいシーンが展開される。

「……あれ？」

「どうしたの、春菜？」

「マルカスさんの腕に、何か微妙に瘴しょう気き駄々漏れって感じの腕輪が巻いてあるんだけど……」

「「「えっ？」」」

　春菜の言葉にぎょっとして、まじまじとマルカスを観察してしまう達也、真琴、澪の三人。

　観察を開始して、すぐに澪が腕輪の存在に気がつく。

「……ん。確かに、瘴気駄々漏れの腕輪がある」

「いつから巻いてたかは知らねえが、今までのあの爺さんの見苦しさはそのせいか？」

「ん～……。あの程度だと、そこまでじゃない感じかなあ。多分、薬事法に引っかからない薬効成分ぐらいの影響？」

「あ～……。確実に影響自体はあるけど、気休めとか誤差の範囲とかってやつね」

「そんな感じ」

　春菜の解説に納得し、なるほどと何度も頷く一同。

　となると、マルカスの見苦しさ、往生際の悪さは本人の素の性格だということになるので、それはそれで非常に救いがない話ではあるが。

「あっ、宏君が動いた」

「なんか、非常に無造作に素材選んでるように見えるんだが、大丈夫なのか？」

「あそこの材料だと、正直どれ選んでも完成品に影響は出ない」

「さっき、宏君もそう言ってたよ」

　達也の疑問に澪が答え、春菜が補足する。

　それを聞いて納得する達也と真琴。

　その間に宏は迷うそぶりも見せずに木材を削り始め、瞬く間にティッシュボックスサイズの、一般的な化粧品一式が入る程度の容積を持つ小箱を完成させていた。

　その動きを一言で言うなら、早送り再生といったところであろう。

「完成まで、えらく速いわね……」

「今更師匠が普通の木材加工して、一時間も二時間もかかるはずがない」

「そりゃ分かるんだが、加工始めてから何分も経ってねえぞ。いくらなんでも速すぎだろう。それに、すごすぎてファム達には何の参考にもなってないんじゃねえか？」

「少なくとも、私の技量だと全然参考にならないよ……」

　達也の指摘に、春菜が微妙にうなだれながらそう言う。

　残念ながら、春菜の木工や金属加工の技量は、メイキングマスタリーを取得可能なところで止まっている。

　そのレベルだと、何をやっているのかは分かってもどうやればそうなるのかが分からない、もしくはどうやればいいか分かっても同じことをやるのは絶対不可能、という状態になる。

「てかさ、あんなスピードで加工して、ひずみとかそういうのは大丈夫なの？　あの箱、無垢材から内側大きくえぐってたように見えたんだけど……」

「師匠クラスになると、普通の木材なら神化してなくてもあれぐらいの作業でひずませたりはしない」

「そうなの？」

「ん。向こうが透けて見えるぐらい薄く削そぐとかだと、ちぎれたり大きくねじれたりする可能性はあるけど、中をくり抜いて箱にするぐらいは問題ない」

　真琴の疑問に、澪がそんな異常な答えをあっさり返す。

　本来なら真琴が不安を持ったように、無垢材からの削り出しという手法で加工すると、荒加工でどれだけ削ったかにもよるが、材質に関係なく大きくひずむのが普通だ。

　どんな材料でも大小関係なく内部応力というものが存在するため、肉の厚みが変わればどうやっても内部での力のつり合いが変わって変形するからである。

　さらに、加工時に材料にかかる力や削ったときに発生する熱も当然のごとく製品を変形させ、特に熱に関しては膨張しようとする力がそのまま内部応力として製品全体にかかる。

　また、加工速度が速ければ速いほど、削る量が多ければ多いほど材料の発熱が多くなるため、今回の宏の加工内容と速度だと、木材であることを考えれば下手をすれば発火する可能性すらある。

　これらのことを踏まえると、澪の言葉がどれほど異常かよく分かるだろう。

「それにしても、真琴姉からそんな質問が出るとは思わなかった」

「さすがにこれだけあんた達に関わってれば、そのぐらいの知識はつくわよ。加工そのものについてはさっぱりなままだけどね」

　澪の指摘に、苦笑して肩をすくめつつ、そんなことを言う真琴。

　やはり、加工後に砥と石いしやカンナ、紙やすりなどでひずみをとってすり合わせしている姿をしょっちゅう見ていれば、大抵の加工に共通する知識ぐらいは身につくらしい。

「で、多分だけどあれ、歌ってるときの春菜だよな？」

「はっきり女性の形に彫ってるわけじゃないけど、あたし達の目にはそれ以外には見えないわね」

　ひずみその他に問題がないことを納得したところで、蓋ふたに彫られた彫刻について達也と真琴がそんな感想を口にする。

「師匠、芸術系はそんなに得意でもないはずなのに、今回のはすごい」

「モチーフが春菜だからじゃないの？」

「だとしたら、嬉しいけどちょっと反応に困るかな……」

　宏が苦手分野で名作を作り上げたことに対し、その題材にされて嬉しさを主成分にした複雑な表情を見せる春菜。

　テーマ的に、美女に分類されるであろう女性で一番身近だという理由で、自分がモチーフにされる可能性は低くないとは思っていた。

　それに、惚ほれた男に真っ向から美女だと言われて、嬉しくないわけがない。

　だが、そこにまだ恋愛感情などなさそうなところは、どうにもこうにも複雑な気分にならざるを得ない。

　そんなことを言っている間にも、宏がアクセサリーに使うらしい原石の研磨を終えて見事なサファイアを作り上げ、プラチナのインゴットを素手で加工し始める。

　まるで粘土細工のように形を変えていくプラチナに目を丸くしていると、一分ほどで誰の目にもティアラにしか見えない形が出来上がる。

　それを手に取った工具で削っていくこと約五分。先ほど研磨していたサファイアをはめ込んで微妙にすり合わせをして、満足げに頷く宏。

　出来上がったティアラは、ただ置いてあるだけでも美しいのに聖女がそれを頭にいただいて祈りを捧ささげている姿が思い浮かぶ、見事な出来栄えであった。

　エアリスの姿を知るものが見れば、恐らく全員が大人になった彼女の姿を連想するであろう。

　美女というお題として考えても、文句なしの逸品である。

　それを見た老人が、工具と加工中の材料を置いて頭を下げる。テーマ決定の際に意見を言ってきた金属アクセサリー職人だ。

「お見事。儂の負けですじゃ」

　清すが々すがしい笑顔で負けを認める老人。

　そのあまりにもあっさりした態度に、思わず宏もチャールズも目を丸くする。

「いいのか？」

「たとえ儂が全盛期であったとしても、それほど見事なティアラは作れませぬ。それに」

「それに？」

「アズマ工房の工房主殿が行われた工法は、儂の先々代が得意としていた工法ですじゃ。残念ながら、儂らは誰一人、先々代の領域に届きませんでしたが、な」

　そう言って、いいものを見た、と言わんばかりに一つ頭を下げる老人。

「今回の一件、儂の不明でたいそうご迷惑をおかけしました。禊みそぎのため、追放も名の抹消も謹んでお受けいたします。が、一つ二つ、わがままを言わせていただいてよろしいか？」

「なんだ？」

「一つは、せめて妻の墓参りぐらいは許していただきとうございます」

「我々も鬼ではない。さすがにけじめというものがあるので住居は北地区から移してもらうが、墓参りに目くじらを立てるつもりはない」

「ありがとうございます。もう一つはそれに絡む話ですが、儂が死んだときに、妻と同じ墓に入ることを許していただければと思います」

「先ほども言ったが、我々も鬼ではないし死人に鞭むちを打つ趣味もない。けじめの問題で公に埋葬することも埋葬したと記録することもできないが、それでよければこちらからは何も言わない」

　チャールズの裁定に、ありがたそうに頭を下げる老人。

　その様子を一言で表すならば、まさしく「憑つき物が落ちた」であろう。

　先々代の技を引き継げなかった、という言葉も併せて考えれば、この老人に限って言えば基礎もできていないのに他の技法に手を伸ばすなど、というのは反発でも建前でもなく、本心から弟子達の先行きを心配しての言葉だったのかもしれない。

「どいつもこいつも！」

　こうなってくると、たまらないのがマルカスだ。

　立場的にも心情的にも今更負けを認めることなどできるはずもなく、かといって文句なしの勝利などもはやどうやっても望めない。

　いや、この勝負に関しては、最初に出したテーマを却下した以外は、ほぼ全てにおいてアズマ工房側が譲歩している。

　それに対して散々見苦しくいちゃもんをつけてきた以上、どちらかといえばマルカスのほうが優れているかも、程度の勝ち方では完膚なきまでの敗北と変わらない。

　さらに悪いことに、老いたマルカスの体では、現時点でまだ当初予定していた三分の一も加工が進んでいない。

　本人以外には最初から分かっていたことではあるが、マルカスはもはや、完全に死に体になっていた。

「予定より早いが、こうなれば仕方がない……」

　そう呟いて、奥の手を使うべく腕輪に軽く魔力を流すマルカス。

　その魔力に反応し、腕輪から一瞬強い力が流れ込んできてマルカスの体をわずかに若返らせる。

（これならば！）

　そう思ったのもつかの間。甲高い音を立てて腕輪が砕け散り、あっという間にマルカスの体が元どおりに、いや、より衰えた状態に変化する。

「な、なぜだ!?」

「提供者消滅～」

「邪神教団ウルス支部、完全壊滅～」

「力の供給途絶えてる～」

「効果ゼロ～」

　あまりに理不尽な展開にマルカスが思わず叫んだその瞬間、明らかに見計らっていたとしか思えないタイミングで、オクトガルが割り込んでくる。

「邪神教団、だと……？」

　オクトガルの言葉に、わざとらしく驚いてみせるマルカス。

　そんなマルカスを、その場にいる全員が冷めた目で見る。

　あまりの白々しさに、アズマ工房に反感を持っている人間や心情的にマルカス寄りの人間ですら同じ反応になってしまっている。

「おじいちゃん、アウト～」

　そんな会場の空気を代弁するかの如く、オクトガルが楽しそうにそう宣言する。

　まるでそのタイミングを狙ったかのように、レイオットとエアリスが転移してくる。

「……ふむ。状況がいまいちつかめんが、オクトガルがいるということは、そこの愚か者が邪神教団の力を借りようとして不発になった、というところか？」

「で、殿下！」

　会場の状況を確認したレイオットの冷ややかな言葉に、マルカスがすがりつかんばかりにすり寄って頭を下げる。

「殿下！　私は知らなかったのです！　あそこの卑ひ怯きょう者にはめられたのです！　邪神教団のものだと知っていたら、決して使おうとはしなかった！」

「だとしても、勝ち目のない相手に勝つためだけに、自らの意思でそんな怪しげなものを使おうとしたことは変わらん」

「そもそも～」

「あんな怪しいのから～」

「寿命削る道具もらって～」

「ためらいなく使おうとした時点でアウト～」

「そういうことだ」

　マルカスの言い訳を、レイオットとオクトガルのコンビネーションが叩き潰す。

　そのやり取りを全力で無視したエアリスが、興味深そうに宏が作った化粧箱とアクセサリーを鑑賞する。

「あの、ヒロシ様」

「なんや？」

「こちらの化粧箱は、ハルナ様ですか？」

「テーマが美女やったからな。一応そのつもりで作ったで。年齢的な部分で美女と美少女どっちに分類するかちょっと迷ったけど、こっちやとほとんどの国で成人しとるから、まあええかっちゅうことにしてん」

「まあ！」

　宏の言葉に、何がそんなに嬉しいのか、キラキラと目を輝かせるエアリス。

「因みに、こっちは大人になったエルが、儀式とかで使うんによさそうなティアラ、っちゅうんをイメージして作ってん」

「えっと、テーマは美女、だったのですよね？」

「おう。せやから、大人になったエルをモチーフにな。春菜さんと違ちごうてエルの場合、今やと美人ではあっても美女っちゅうには明確に若すぎるから」

　本人を前に、のうのうと美人だと言ってのける宏。

　その言葉に、思わず顔を真っ赤に染めるエアリス。
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　これが漫画であれば、ボンッ、という擬音とともに湯気が出ているだろう。

　そのやり取りを見て、もう勝負は終わりでいいだろうと判断した春菜達も、宏のもとへと集う。

「宏君、権能とかのほうは大丈夫だった？」

「極力使わんようにはしとったけど、全く影響なしかはちょっと自信あらへん」

「……ん～。まあ、祝福とかそういうのはかかってないから、大丈夫じゃないかな？」

「それやったらええんやけどなあ」

　春菜の言葉に、微妙に不審そうにしながらもそう答える宏。

　今回に関しては、こっちに転移してきた頃からできていたことをそのままやっているだけで、しかも今回はエンチャントの類たぐいを一切していないのだから、見た目どおりのものになっていないほうがおかしい。

　が、残念ながらあまりよろしくない精神状態で作業をしている上、モチーフがモチーフだ。宏や春菜が分からないところで、何がどうなっていてもおかしくない。

「あの、ヒロシ様」

「なんや？」

「対価はお支払いいたしますので、この化粧箱とティアラをいただいてもよろしいでしょうか？」

「それは、僕やなくてチャールズさんに聞いて。僕はチャールズさんの依頼で北地区の材料使うて作っただけやから」

　エアリスに請われ、どうせ断れないと分かった上で判断をチャールズに丸投げする宏。

　エアリスと宏のやり取りに、どよめくギャラリー達。

　王族がアクセサリーをお買い上げするシーンが目の前で展開されたのだから、ある意味当然であろう。

「で、こんなもん買うてどないすんの？」

「化粧箱のほうは、お姉さまとフェルノーク卿の婚約祝いに使おうかと思っています。ティアラはこちらで聖別して、いくつかの儀式に使う予定です」

　宏の質問に対するエアリスの答え。それがトドメになったか、必死になって抵抗していたマルカスが叫ぶ。

「儂のような真の職人をないがしろにし、あくまでどこの馬の骨とも知らぬ作業が速いだけの小僧を重用するというのか！　あんな手を抜いて手早く作った見栄えだけ取り繕ったものをありがたがるのか！」

「あれを見て作業が速いだけ、見栄えを取り繕っているだけ、と断じる時点で、お前はすでに職人でも何でもないということだ、無礼者」

「何が無礼者か！　見る目のない王家など、そう長くはないわ！　そんな王家に尽くす礼儀などない！　こんな国、滅んでしまえ！　人の風上にも置けぬ醜悪で軽薄な小僧と心中すればいい！」

　やけを起こして支離滅裂なことを叫び始めたマルカスを、ひそかに待機していたレイニーが指先一つ動かせそうにないほど徹底的に捕縛する。

　レイニーに捕縛されながら、鬼のような形相で聞くに堪えない罵倒を垂れ流すマルカス。

　その、とても言葉として記せない、どんな時代であっても誰も書物に残そうとはしないであろう言葉の数々に、思わず春菜がブチ切れかける。

「あの、ハルナ様。こらえてください」

「……ありがとう、エルちゃん。止めてくれなかったら、もう少しで手を出すところだったよ」

「こんなことでハルナ様が手を汚してはいけません」

　そっと手を握って制止したエアリスに対し、一つ深呼吸をした春菜がお礼を言う。

　いくら人として最低なことを言いまくっているとはいえ、単に腹が立ったというだけで女神が直接手を下すのは少々問題がある。

「とりあえず春菜さんのその鬱うっ憤ぷんはあとで晴らしてもらうとして、や。ちょっとファムらのところで表面処理の実演やってくるわ」

「ああ、うん。っていうか、勝負の最中にやらなかったの？」

「あの爺様がどんないちゃもんつけてくるか分かったもんやないから、工具以外の持ち込みは極力避けたかってん。まあ、あの様子やと、こっちの化粧箱もあの爺様の頃に途絶えた伝統技法使っとる、っちゅうんにまったく気ぃついてなさそうやけどなあ」

「うわあ……」

　基礎云々を攻撃材料にする爺様達に対して、宏がこっそり仕込んでいた意趣返し。

　その内容に思わずうめきつつ、さらにマルカスに対する反感やら鬱憤やらが蓄積するのを感じる春菜。

「まあ、行ってくるわ」

「はい。行ってらっしゃいませ」

　絶句している春菜達に代わり、宏を送り出すエアリス。

　宏の姿が見えなくなったところで、真琴がポツリと呟く。

「よくもまあ、あそこまでこじらせたわねえ、あのお爺さん……」

「俺達も、自信を持つことと周りを見下して馬鹿にすることとは別問題だって、肝に銘じないとなあ……」

「ん。反面教師」

「結局、最後まで自分の非を認めないままどころか、ずっと悪口を言いっぱなしだったよね……」

「なあ、春菜。その鬱憤は、このあと行く奈落に全部ぶつけろ。それなら誰も不幸にならない」

「うん、そうだね……そうするよ……」

　珍しく、最後まで怒りを主成分とした鬱憤をため込んだままの春菜を、そうやってなだめる達也。

　こうして、最高難易度のダンジョンであるはずの奈落は、春菜の八つ当たりを受けて蹂じゅう躙りんされる運命が決定づけられてしまうのであった。




　　　　☆




「ここが、太陽神ソレス様と天空神アンゲルト様の神殿？」

「の、はずやで」

　翌日の午後二時頃。宏達は邪神に挑む前の最後の下準備として、五大神の最後の一柱である太陽神ソレスの神殿がある、空に浮かぶ全周一キロほどの浮遊島にたどり着いていた。

　それなりに巨大な島ではあるが、島がある辺りはロック鳥などのような大型モンスターが飛び回る危険地帯で高度もかなり高く、何より光学迷彩的なもので姿を隠しているため、その存在はほとんど知られていない。外部からの訪問者もなく、宏達の来訪は実に数千年ぶりだったりする。

　なお、最後の攻略予定ダンジョンだった奈落に関しては、マルカスとの対決を終えた後すぐに挑んでいるのだが、奈落は雑魚からボスまで全てアンデッドというモンスター構成だ。いかな最高難易度のダンジョンとはいえ、アンデッドのみで構成されたダンジョン、というのはいかにも分が悪い。

　結局、装備関連やマルカスの宏に対する無礼な態度に関して鬱憤が残っていた春菜が、己の神具に仕込まれたマイクと楽器機能をフルに活用し、思いっきり全力で般若心経ゴスペルを歌い続けたおかげで、雑魚だろうがボスだろうが関係なく一瞬で消滅して一時間もかからずにダンジョン攻略は終わった。

　一応、新たな装備に慣れるための時間はとっていたが、それを含めても実時間で二時間はかかっていない上、かろうじてコアが残っているだけというレベルまで浄化されてしまっている。

　ここまでやられてしまっている以上、しばらく奈落には、最弱クラスのスケルトンやゾンビ一体すら湧くことはないであろう。

「しかし、連絡先も連絡手段も知らないから直接来ちまったが、勝手に敷地内に入ってよかったのかね？」

「まだ門はくぐってへんから、ええんとちゃう？」

「だといいんだがな」

　今更のように礼儀の面で不安になった達也に対し、宏がやけに気楽なことを言う。

　なんだかんだ言って、新米ではあるが神が二柱もいる以上、門前払いということはないだろう。

　しかし達也的には、神といったところで所しょ詮せん新米の若造が、連絡を取る努力もせずにいきなり神殿に足を踏み入れるなど相手がへそを曲げかねないのでは、という懸念がある。

　その懸念を肯定するように、神殿のある小山の山頂から、全長五十メートルほどのドラゴンが飛んできた。

　実のところこのドラゴン、かつてウォルディスの国境でリーファ派の残党をウォルディスのモンスター兵から救ったドラゴンと同一人物（人物、という表現が正しいかどうかは横に置いておく）なのだが、そもそもそのエピソードを知らない宏達は、見ただけでは意思疎通可能かどうかなど分からない。

　故に、ドラゴンが飛んできた、というだけでどうしても警戒態勢に入ってしまうのである。

「……やっぱり、へそ曲げちまったか？」

「……そういうのじゃない感じね。どっちかっていうと、来訪者の確認と観察、ってところじゃないかしら」

　お互いに近接攻撃がすぐにできない程度の距離を置き、ゆっくりと慎重に着陸するドラゴン。それを見て、達也と真琴が今後の展開についてひそひそと相談し合う。

　この時、その隣にいるアズマ工房の主で神の城の主神でもある生産ジャンキーが、やたらとワクワクした表情で目を輝かせていたことに、年長組は気づくことができなかった。

『珍しく客人が訪れたと思えば、知られざる大陸から来られた新たな神々であったか。あまりに上手に神力を隠しておられるから、すぐに気づけず失礼した』

「うちらは普段からこんなもんやから、気にせんでええで。神やっちゅうてもまだまだ自覚も制御も甘い感じやし。それより……」

　妙に恐縮するドラゴンにあっけらかんとそう答え、上から下までなめるようにその姿を確認する宏。その挙動に嫌な予感を覚えた達也と真琴が突っ込みを入れて制するより先に、宏が致命的な言葉を発する。

「生え変わったとか抜けたとか手入れしたときに切ったとかでええから、素材として鱗うろことかもらわれへん？」

「会話できてる相手から素材を強奪しようとするな!!」

　いきなり失礼なことを言い出す宏に、フルスイングでハリセンを叩き込む達也。ある意味身構えていただけあってか、その速さは驚異的である。

　昨日春菜の神気に当てられていた男と同一人物とは思えない、見事な早業だった。

「今日はいつにもまして容赦ないなあ……」

「そりゃ、お前が失礼な真似するからだ！　大体、もう神器装備も神器級の消耗品も揃ったってのに、何作るつもりだ!?　必要ねえだろうが!!」

「そんなもん、こんだけのドラゴンからもらえる素材があったら、作るもんなんざいくらでもあるに決まってるやん。大体、必要な素材だけしか集めへんとか、生産系失格やで」

「必要ないのに失礼な真似すんな、つってんだ！」

　どうにも悪びれる様子のない宏に、再度フルスイングでハリセンを叩き込む達也。

　いくら仲間内とはいえ、あまりに容赦のない行動に戸惑いつつ、フォローするようにドラゴンが口を開く。

『新神様からの頼みとあれば、抜けた牙やはがれた鱗ぐらいいくらでも差し上げるが、それは我らの間では婚姻の申し込みだと知っておられるのか？』

「そうなん？　ほなええわ」

『いや、いくらなんでも神となられたお方にそのような要求をするつもりはないが……』

「そういう問題じゃねえだろうが……」

　ドラゴン相手に全力でずれた会話をする宏に対して、額を押さえながら再度達也が突っ込む。

「っていうか、ドラゴンさんは女の子だったんだ」

『うむ。まあ、あなた方人間に初見でドラゴンの性別を見分けろ、などと無理難題は言わんので、安心してほしい』

「いや、そういう問題でもないからな、春菜」

　せっかく宏に突っ込みを入れて軌道修正しようとしたというのに、新たな刺客により再び話が横道にそれようとする。そのことに対して眉間のしわを深くしつつ、春菜にも突っ込みを入れて話の軌道修正を図る達也。

　そんな達也の苦労を察したか、ドラゴンが横道にそれた話を戻すのに協力してくれる。

『それで、お客人。皆様はソレス様にご用か？』

「そうね。先触れもなしにいきなりで悪いんだけど、会わせてもらえる？　都合が悪いなら出直してくるけど」

『いや、問題ない。昨夜、そろそろ皆様が訪れるであろう、とアルフェミナ様から連絡があった。なので、いつでも迎えられるよう準備はしてある。あと、先触れに関しては気になさらずとも結構。この神殿は故意に外部との接触を断っているから、こちらの神々以外には訪問の連絡などそもそも不可能なのだ』

「それでも、不作法は不作法だから、ちょっと気にはなっちゃうのよね」

『なに。こちらとしても、皆様がソレス様の客人だとすぐに分からず、確認の間むやみに警戒させてしまったのだ。おあいこというものだろう。とりあえず立ち話もなんだ。客間に案内するので、ついてきていただけるか？』

　そう言って背を向けようとし、何かに気がついたように再び宏達に向き直る。

『そういえば、自己紹介がまだだったな。しかも、このような威圧感たっぷりの姿のままで案内しようとするなど、我ながら失礼にもほどがある』

「ドラゴンの姿は見ごたえがあるから、別に気にしなくていい。ボク的にはむしろ、そのままで案内してほしい」

『いや、そういうわけにもいかぬ。それに、皆様がソレス様のもとを訪れた理由を考えると、どのみち一度は姿を変える必要がある』

　そういってドラゴンが一声吠ほえると、その姿が瞬く間に小さくなる。

　後に残ったのは、凛り々りしいと可愛かわいらしいの中間ぐらいの容姿をした、すらっと背が高い標準的な体形の、ヒューマン寄りの外見の人間系種族の女性であった。

　ヒューマン種との違いをあげるなら、やや尖とがった耳とドラゴンの名残を感じる尖った二本の角、そしてそこかしこに残る鱗ぐらい。

　恐らくドラゴニュート系の種族だと自己紹介されたら誰一人疑わないであろう、そんな姿である。

「改めて自己紹介させていただこう。私はバルシェム。ドラゴンロードの一人にして、ソレス様の巫み女こをさせていただいている。恐らくなんだかんだと長い付き合いになるであろうから、以後よろしく頼む」

　ドラゴンことバルシェムの自己紹介を聞き、真琴がその場に凍り付く。

　一瞬遅れて真琴が凍り付いた理由を察知して、愕がく然ぜんとした表情を浮かべる宏達。

「えっ!?　ドラゴンロード？」

「うむ」

「バルシェム？」

「ああ」

「ソレス様の巫女？」

「いかにも」

　数秒後。ようやく解凍した真琴が、震える声で聞かされた内容を確認する。

　そんな真琴の態度に不思議そうな表情を浮かべながら、バルシェムが肯定の言葉を続ける。

「……ええ～!?」

　バルシェムが嘘うそをついていないらしいと理解した真琴の、心の底からの驚きの声。

　その声が、島中に響き渡るのであった。








こぼれ話　ユリウスとエレーナ






　宏ひろし達がファルダニアへ向けて旅立った後の、ある日のお茶の時間。

「ユリウス、もう少し気楽になさい」

「はっ」

　婚約者として同席していたユリウスの態度を、苦笑しながらエレーナが窘たしなめる。この隙のない貴公子には珍しく、傍はた目めで見て分かるほどユリウスは緊張していた。

　体も完治し、あとは日程さえ決まれば完全に自身のものとなる王女。その婚約者としてどう振る舞えばいいか分からず、どうしても態度が硬くなってしまうようだ。

　悪いことに、毒の後遺症でやせ衰えていてさえ魅力的だったエレーナが、一級ポーションで完治したことで健康美を取り戻し始めているのだ。体重の戻りはまだまだだが、それでも随分と体つきが柔らかさを取り戻している。

　あまりに長く毒で弱っていた王女が、一足飛びに健康を取り戻す。

　それに関してどう対応すれば正解なのかが判断できず、緊張に拍車をかけていた。

「冷静で勇猛なユリウスも、エレーナ相手となると分が悪いか」

「……陛下」

「……お父様」

　そんなお茶会なのかお見合いなのか果たし合いなのか分かったものではない空気に、なんとファーレーン王が割り込んできた。

　この程度の時間を空けるのも四苦八苦するほど多忙なはずのファーレーン王。

　その参戦に驚きの表情を隠せないユリウスとエレーナの反応を無視し、飄ひょう々ひょうとした態度でそのまま話を続ける。

「まあ、ユリウスの気持ちも分からんではない。毒のことがなければ、エレーナはとうに嫁いでおっただろうからな。身分的にも立場的にも、本来万に一つも可能性がなかろう相手が自分のものになる、とくれば、どう対応すればいいか分からなくもなろう」

「そういうものなのかしら？」

「そういうものだろうな。我々からすればピンときづらいが、本来ユリウスの立場であれば、エレーナは仕えるべき対象であって嫁にと求める相手ではない。そういう風に見ていたのであれば、フェルノーク伯もああも意固地に反対すまいさ」

　主君に戸惑いと緊張の原因の大部分を見抜かれていることに、傍目では分かりづらい感じで恐縮してみせるユリウス。夜会などでは一度も見せたことがない、実に人間味あふれる様子だ。

　夜会などで群がってくる女性に対しては、クールを通り越してブリザードが吹き荒れるような態度のユリウスも、こういう場ではずいぶんと勝手が違うらしい。

　この様子を現在適齢期でいろいろ焦っている貴族の娘さん達が目撃した日には、いろんな意味で大騒動になりそうである。

「まあ、いくら自分のものになるのが確定しているとはいえ、現状では王族とただの一貴族だからな。どの程度までの行動が許されるか分からず、態度を決めかねるのは仕方あるまい」

「別に、そこまで気にする必要はないとは思うのだけど……」

「いや、ユリウスとしては気にせんわけにはいかんよ。何せ、こいつも戦場帰りの時は娼しょう婦ふを買わねばおさまらん程度には若くて健康な男だ。今までなら一切縁のない相手、しかもここ二年ほどは毒だの後遺症だのですっかり体つきから女らしさが消えておったからまだよかったが、今後はそうではなくなるのだ。結婚してからならともかく、現段階ではどの程度そういう目で見ていいのか、というのも、若い男としては悩ましい問題だろう」

「まあ……」

　若い男のプライドとして、婚約者にだけは知られたくなかった事情をあっさり暴露されるユリウス。相手が婚約者の父親であり、自分の上司であり、この国のトップなので、その口をふさぐこともできない。

　そんな羞しゅう恥ちプレイを必死になって耐えているユリウスに、どこかほっとした様子でエレーナが話しかける。

「ユリウスは、私をちゃんと女として見てくれているのね……」

「無礼かとは思いますが、その、どうしても……」

「むしろ、私はとても嬉うれしいのよ。だって、今までが今までだったでしょ？　恐らく子供を産むことはできるでしょうけど、正直女として見られるような状態ではなかったから……」

「そんなことはありません！」

　そんなエレーナのどこか自虐的な言葉に、思わず本気になって否定するユリウス。

「褒め言葉ならともかく、うら若く高貴な方に己の獣欲を垂れ流しにするのはあまりにも失礼でみっともないのでこらえていましたが、エレーナ様は私にとって、そういう意味でも困るぐらいに魅力的でした」

「婚約者でしかもお互い別に嫌いあっているわけではないのだから、むしろ少しぐらいはそういうところを見せてくれたほうが、私としては嬉しかったのだけど……」

「私にも男のプライドというものがあります。たとえ婚約者相手といえど、誰が見ているか分からぬ場で色香に負けて色欲をあらわにするのは、恥以外の何物でもありませんので」

　生真面目に言い切るユリウスに、はっきり苦笑を浮かべて頷うなずき合うエレーナとファーレーン王。

「それにしても、ユリウスが女を買っていたことは気にせんのだな？」

「若い独身の男性騎士というのは、そういうものなのでしょう？　おかしな病気さえ持っていなければ、気にしてもしょうがないと思っているわ」

「そういう部分は、あまり物分かり良くされると身の置き場がないのですが……」

　抵抗しづらい王族からのいじり攻撃に、白旗を上げながらもささやかな抵抗を試みるユリウス。

　そこには、お茶会当初の妙な緊張感はみじんもない。

「さて、あまり仕事を放置するわけにもいかん。余はこれで戻るが、式までにもう少し夫婦らしくなっておくようにな」

「……善処します」

「何だったら、多少の婚前交渉は黙認するぞ？」

「……いえ。大変魅力的なお言葉ではありますが、まだエレーナ様のお体が心配です。結婚式が終わる頃にはもっと健康的で魅力的になっておられるでしょうから、それまで待たせていただきます」

　国王にいじり倒されて吹っ切れたのか、ユリウスがそんな風に言い返す。

　それを聞いた国王は面白そうに笑顔を浮かべると、そのまま軽く手を振って立ち去る。

「……やはり、陛下はタヌキでいらっしゃる」

「……まったくね」

　未来の娘夫婦のために、あえてデリカシーのない父親を演じて壁を取り去っていったファーレーン王に、そんな風に感謝の気持ちを口にするユリウスとエレーナ。

　これ以降、二人の間には妙な遠慮や緊張がきれいさっぱり消えてなくなるのであった。
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閑話　日本にて






「……春はる菜な!?」

　二〇二九年四月二十七日、午後七時三分四十二秒。

　自宅スタジオでのレコーディング作業を再開しようとしたところで、歌手のＹｕｋｉｎａこと藤とう堂どう雪ゆき菜なプリシア（なお、普段本名を名乗るときはプリシアは省略している）は、不意に娘の異変を察知してしまう。

「さっきまで一緒にご飯食べてたから、多分ゲームに接続したところかしら」

　深呼吸して心を落ち着け、春菜の行動を思い出す雪菜。

　今日は久しぶりに自宅での仕事だったため、つい数分前まで二人の娘と一緒に夕食を食べていた。

　その時は春菜も春菜の妹である深み雪ゆきも特に変わった様子はなかったので、何かあったとしたら部屋に戻ってからのはずである。

「うだうだ考えてても仕方がない。確認してこよう」

　迷いを振り切って、春菜の部屋の鍵を手にスタジオを出る雪菜。

　娘達に個室を与えた際、何かあったときのためにと、雪菜は合意のもとで二人の部屋の合鍵を持っている。

　これまでに使った回数は二人合わせても二桁にはまだまだ遠いが、その使用例全てが地震で家具が倒れて身動きが取れなくなったり夜中に緊急搬送が必要な体調不良を起こしたりといった、なかなかの危機的状況だった。

　恐らく今回も同レベルで危機的状況なのではないかと思うと、どうしても心がざわめいて仕方がない。

「あれ？　お母さん？」

「ああ、深雪。春菜見てない？」

　子供達の部屋がある二階へと続く階段。そこで会った深雪に確認を取る雪菜。

　深雪は現在中学二年生、春菜と違い髪の色は雪菜と同じ銀髪だ。

　中学時代の春菜と比べると胸は豊かだが現在の春菜にはかなり負けていて、身長は平均をやや下回っている。

　また、母や姉同様余裕で世界一を競えるレベルの容姿を持ち、雪菜や春菜と一発で血縁関係だと分かるぐらいよく似ている美少女ではあるが、髪の色を合わせればそっくりになる春菜ほどは母親には似ていない。

　もっとも、一番似ていないのは表情や雰囲気であろう。

　春菜がどことなく深窓のお嬢様的な雰囲気を持っていて基本的に穏やかな表情を浮かべているのに対し、深雪はタイプとしては女王様とか姉御とかお姉さまとかそういう呼称が似合う、アクティブで自信に満ちた雰囲気を持っている。

　自然と浮かべる表情もやたらと明るくてアクティブなものが多くなり、その雰囲気や表情に違たがわぬ行動をとってはファンだの舎弟だのを増やす、嵐のような少女である。

「お姉ちゃん？　部屋に入ったあとは見てないよ。さっきメッセ投げたけど反応ないから、多分ゲームしてるんじゃないかな？」

「そっか。メッセージって、何？」

「ああ。今からちょっと文房具いくつか買いに行くから、ついでに何か欲しいものある？　って聞いたんだ。お母さんも何かある？」

「ん～、そうだね。だったら、シュークリームとプリン、一番安いやつ買ってきて。私とお姉ちゃんの分、両方」

「了解」

　深雪に問われ、パッと思いついたものを頼む雪菜。

　なんとなく春菜が、市販の一番安っぽい生菓子系のスイーツに飢えているような気がしたのだ。

「じゃ、ちょっと行ってくるね」

「気をつけて行ってくるんだよ」

「うん、分かってるって」

　母親の態度に何か察するところがあったのか、まじめな顔で素直に頷うなずいてその場をあとにする深雪。

　それを見送って、急ぎ足で春菜の部屋に入る雪菜。

　雪菜が春菜の部屋に踏み込んだのは、異変を察知してからきっちり五分後であった。

「……春菜っ！」

　部屋に入ってすぐに目に飛び込んできた、幽霊のように向こうが透けて見える春菜の姿。

　それを見て思わず雪菜は叫んでしまう。

　春菜のその姿は、あまりにも不吉であった。

「……いや、叫んでる場合じゃない！　まずは……、とりあえず天あま音ね姉さん！」

　即座に我に返り、娘を救うべく行動を起こす雪菜。

　どう考えても自分の手には負えないレベルの超常現象が絡んでいるので、こういう件で当てにできる知り合いのうち、血縁ゆえに最も連絡がつきやすい天音に連絡を取ることにする。

『春菜ちゃんのことだよね、雪菜ちゃん』

　ワンコールですぐにモニターが展開し、下手をすると深雪よりも雪菜に似ている顔立ちをしている青い髪の女性が、挨拶も何もかもすっ飛ばしていきなりそう断言する。

　綾あや瀬せ天音。青い髪が印象的な雪菜の従姉いとこ。天才科学者であり、かつ混こん沌とん系の高位神でもある、なかなか複雑な存在だ。

『うん！　もしかして、もう動いてくれてる!?』

『ええ。すでにアインさんが対処に動いてくれてるし、私もバックアップは始めてるよ。ただ、時間軸が断絶してる上にいろいろ問題があって、ちょっと向こうの様子がはっきり分からないの』

『それって……』

『ごめんなさい……。少なくとも春菜ちゃんの魂が別の世界に飛ばされてることと生きていることだけは確認できてるけど、無事かどうかはなんとも言えないんだ……』

『……アインさんや天音姉さんで無理なら、誰にも無理ってことだよね？』

『少なくとも、あっちの世界を崩壊させないようにしつつ高精度で観測する、っていうのは無理』

　雪菜に問われ、天音がきっぱりと断言する。

　観測するというのは、それだけで対象に影響を与える。

　精度を上げれば上げるほど与える影響が大きくなる以上、うかつな真似は一切できない。

　なお、アインというのは本名アイン・クリシードといい、天音や雪菜の遠い先祖の兄にあたる人物である。

　混沌系の正体不明の神で天音の神としての師匠でもあり、諸般の事情で様々な世界に分体を送り込んではいろいろやっている存在でもある。

　天音や春菜が神化したのも、彼の一族の血筋である影響が大きい。

　なお、アインや天音は自分達のような高次元存在を、神も悪魔も全てひっくるめて『魔神』と呼称しているが、ここでは細かいことは割愛する。

『姉さんがそこまで断言するってことは、アインさんでもどうにもならない？』

『うん。アインさんなら観測そのものは問題なくできるけど、春菜ちゃん達を救出しようとするとそれ以外のことが一切できなくなるから手を出せないみたい』

『そんなに難しい状況なの？』

『うん。たとえて言うなら重機を三台ほど遠隔操作で動かして、ジェンガをやりながら抜いた棒でイライラ棒をクリアして、そのままチェスと将棋と囲碁を同時進行で進めて全部に勝たなきゃダメ、っていう感じ』

『うわあ……』

　天音が口にした絶望的な難易度に、思わず天を仰ぐ雪菜。

　自分では何もできない点は変わらないが、頼りにしている人達でもどうにもならないとはっきり理解させられてしまったのがきつい。

『……確かにそれじゃあ、ほかのことは無理だけど、救助に専念はできない状況なの？』

『複数の愉快犯が隙あらばちょっかい出して崩壊させようと、手ぐすね引いて待ってる状況だからね。さすがにそういう状況で身動き取れなくなるのは困るからって、手を出しあぐねてるんだ』

　天音の説明に、そういうこともあるのだろう、と納得はしておく雪菜。

　残念ながら、どんなに悪逆非道で正当化できない行いでも、それをやりたがったり見て喜んだりするやつはいるものだ。

　そこに神も人も関係ない。

『でも、何もしてないわけじゃないよ。私とアインさんで頭を下げて、お華はなさんに向こうに行ってもらってるし』

『えっ？　それ、大丈夫なの？』

『分からない。正直なところ、春菜ちゃんはもちろん、お華さん自身の安全とかも何の保証もフォローもできないし、お華さんとのリンクも多分ちょっとしたことで途切れるだろうし』

『ほかに選択肢は……、あったらとっくにやってるかあ……』

『うん。行けるならとっくに私達の誰かが行ってるよ。でも、現状世界の崩壊を招かないように送り込めるのは、生身を持たない精神生命体でかつ、自我はしっかりしてるけど魔神にまで至っていない存在だけ。私達の知り合いで条件を満たしてるのは、お華さんしかいなかった』

『春菜が飛ばされたぐらいだから、私なら大丈夫じゃないの？』

『時間軸が完全に断絶してる上に空間的にもシャレにならないほど荒れてるから、今はどうやっても無理。そもそも、生身で異世界に移動するっていうのは、本来とてつもなくリスクが高いことだからね』

　すがるように口にした雪菜の思いつきを、天音がバッサリ切り捨てる。

　天音が絶対折れる気がないことを察し、小さくうなだれる雪菜。

　世界的シンガーでどこの国でも一番大きな会場を満員にできるだけの動員力を持っていても、こういうケースでは何一つ役に立たない。

　そのことが、母親としてどうにも情けなくて悲しい。

『雪菜ちゃん。今こっちで伝つ手てを総動員して時空関係を修復してるから、それが上う手まくいくように祈ってて』

『やっぱり、私にはそれしかできないか……』

『何言ってるの、雪菜ちゃん。雪菜ちゃんの祈りがどれだけ影響するか、分かってるでしょ？』

『……そんなこと言われても、自覚があるわけじゃないし……』

　目じりにうっすら涙をにじませながら、己の無力を嘆く雪菜。

　天音がそんな雪菜に声をかけようとしたところで、大きくため息をついた雪菜が顔を上げる。

『ここに体が残ってるってことは、完全に向こうとのつながりが途絶えてるわけじゃない、ってことだよね!?』

『うん』

『だったら、もしかしたら全力で歌えば！』

『雪菜ちゃんの歌なら、間違いなく届くよ』

　天音に言われ、大きく頷く雪菜。

　そのまま深呼吸をして、娘の無事を祈る歌を高らかに歌い始める。

『……雪菜ちゃんが歌ってくれるなら、春菜ちゃんの魂は大丈夫かな。あとは、私のほうで……』

　雪菜が己のやるべきことを見定めたことを確認し、自身の作業に戻る天音。

　その直後に、お華から春菜を発見したが接触できず、どこに行ったか再び分からなくなったという連絡と、春菜が女神になっていたという情報が断片的に届く。

（どうせすぐに分かることだけど、一曲終わるまでは雪菜ちゃんに言わないほうがいいかな。集中してるときに余計な動揺を与えると、春菜ちゃんの体質的にも絶対に碌ろくなことにならないし……）

　もはやトランス状態に入っている雪菜を見て、そう決断する天音。

　尊敬する従姉のそんな思いを知らないまま、雪菜は娘のために高らかに歌い続けるのであった。
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